

  [image: ]


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  セク研！３



  
    大泉りか
  


  
    イラスト　相音うしお
  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  目次

  

   第一話　合宿初日

   プロローグ　青い海と白い砂

   １　ヒミツの場所

   ２　ピーチアンドアップル

   セク研議事録❶　８月27日

   第二話　合宿二日目

   １　乙女の泉

   ２　欲望の解放

   セク研議事録❷　８月28日

   第三話　合宿三日目

   １　快感への階段

   ２　特別な日

   セク研究議事録❸　８月29日

   第四話　合宿四日目～最終日

   １　夏の思い出

   ２　暗くら闇やみのふたり

   あとがき



  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  


   第一話　合宿初日



  


   プロローグ　青い海と白い砂

  

  　眼前に広がるのは、広く豊かな大おお海うな原ばら。

  　深い紺こん碧ぺきのその水面は、波もほとんどなく静かに凪ないでいて、時折吹く風に微かすかな白しら沫あわが立つ程度の穏やかさだ。

  　白波を切り裂さいて揚々と進む豪華な大型クルーザーのジャグジー付きデッキ。四台並んだサマーベッドの一番左端に身体からだを横たえた中なか山やま素もと──通称ぽん──が、目を細めて仰あおぐと、青空を気持ちよさそうに飛ぶ真っ白い海鳥たちの姿が目に入った。

  　照りつける太陽の日差しは、まだ午前中にもかかわらず強い。日焼けなどしてしまっては後が大変だとわかっていても、ジリジリと肌を焦がす太陽の光は心地よく、日陰になど入る気にはまるでなれない。

  　脇わきのテーブルにはトロピカルフルーツの盛り合わせと、搾しぼりたてのフレッシュオレンジジュース。グラスを唇くちびるに運び、クラッシュした氷を口の中へと放ほうり込んで噛かみ砕くと、シャリッと音が鳴った。

  「あー、ホントに最高です～！」

  「喜んでいただけてよかったですわ」

  　まるで映画のようなバカンス。幸せのあまりにぽんが声をあげると、このクルーザーの持ち主であり、日本有数の財閥、友ゆう愛あいコンツェルン総そう帥すいの一人娘、実じつ相そう寺じ那な美み香かが艶つややかな唇の口角をきゅっと上げて優雅な微笑ほほえみを浮かべた。

  「るりも明るい日差しとか青い空とか海とか苦手だと思っていたけど、ちょっと楽しいのは否いなめない」

  　いつもはポーカーフェイスの聖せい・九くの宮みや学園高校一年、宮みや家けるりも、アイドル顔負けの愛くるしい顔からちらりと小さな八重歯を覗のぞかせて嬉うれしげな様子。

  　夏休みの最後の五日間。聖九高校セクコー理念研究部、略してセク研の合宿という建前はあれど、気の合う仲間たちと朝から晩まで一緒に過ごせるというのだから、それだけで楽しい。

  　しかも、行き先は珊さん瑚ご礁しようが美しい南の島。さらには、豪華クルーザーで船の旅、となればはしゃぐなというのが無理というものだ。しかし。

  「みんな、勘違いはやめて頂ちよう戴だい」

  　腰までの黒髪をサラサラと海風になびかせ、ひとりの少女が太平洋に向かって雄々しく言い放った。

  　少女の名は国こく分ぶ藍あい斗と。聖・九宮学園高校の二年生。当校設立以来の秀才と呼ばれている……が、しかし。特別なのはその頭脳だけではない。

  　つやつやの黒髪に縁ふち取どられた小さな顔の中、知性を湛たたえて輝く大きな目と整った鼻筋、きゅっと結ばれた唇くちびる。

  　身長１６０センチのすらりとした身体からだに、清せい楚そな紺色のセーラー襟えりのノースリーブシャツをふんわりと盛り上げるバストは程よく豊か。短めの裾すそから見え隠れするウエストのくびれはくの字を描き、紺色のショートパンツに包まれたヒップはぷるんと引き締まって瑞みず々みずしい。下級生たちに『ミス聖九高校セクコー』と賞されるのも納得のルックスは、まさに才色兼備の化身だ。

  　藍あい斗とは騒ぐ少女たちをぐるりと一いち瞥べつすると、いっそう声を張り上げた。

  「今回の我がセク研の合宿の目的、それはずばりセ……セ……」

  「おせっくすですわね？」

  　鮮やかなオレンジ色のジュースに刺さったストローから、ぽってりとした唇を離すと、実じつ相そう寺じ那な美み香かがおっとりと言った。

  「そ、そうよ。この合宿の目的は、セ……ごくん……ンックスのために身も心も鍛錬すること。ひとことで言うならばンックス強化合宿！　ただの旅行とは違うんだから、浮かれていてはダメ！　今までに繰り返しやってきた理論を確かめる実験から、より具体的な実践へと、一気にステップアップするから、そのつもりでいて頂ちよう戴だい」

  「藍斗さんってば、ズバリ、おせっくすだなんて。そんなことおっしゃって。珍しいですわ」

  　那美香が、燦さん々さんと輝く太陽を見上げ、つばの大きな帽子の下の目を眩まぶしそうに細めた。

  　そのわずかな動作だけで、鮮やかな花柄のキャミソールワンピースに包まれた豊満な胸がゆっさゆっさと揺れる。

  （ふわわ。いったい、何を食べたらあんなふうに成長するんでしょう）

  　それに比べて……ぽんが自分の身体に視線を落とすと、半はん袖そでのボーダーシャツに包まれた胸板が目に入った。本来は胸、とだけ言えばいいのだろうが、ぽんのそれはあいにく、板をつけて呼ぶのがぴったりの代物だ。

  　自みずからの、膨ふくらみゼロ地帯、いや、むしろ乳首が陥没してしまっている分だけマイナスな扁へん平ぺい胸に悲しくなっていると、藍斗が再び高々と声をあげる。

  「そうよ！　私は、今回のこの合宿には、並々ならぬ期待と意欲を抱いているの。この合宿を機に、私たちの肉体レベルを一気にアップさせる。そのために、いっさいの照れや見栄は捨てるつもりよ！　みんなも覚悟してついてきて頂戴」

  （藍斗さん……今回の合宿ではいったい何をたくらんでいるですか？）

  　この春、聖九高校セクコー入学とともにセク研へと入部したぽんは、ひとつ先輩の藍斗の相変わらずの暴走発言に戦々恐々とした様子で、正面から吹きつける向かい風にぶるっと身体を震ふるわせる。

  「おう、頼もしいじゃないか、国こく分ぶ。先生も常々思っていたのだよッ。この部活は国分の超最新の理論を取り入れてはいるが、ずばり実践が足りないと。しかし、実践となると、先生の独壇場だ。力の限り協力するぞよ。ふっふっふ」

  　洋上だというのにいつもの白衣を身に纏まとった、セク研顧問の音おと崎さき美み波なみ保健教諭が酒さか瓶びんを片手にニヤリと微笑ほほえんだ。集合場所に着いた時は、顔を真っ青にして、「もう酒なんて一生飲まない」と酒臭い息を漏もらしていたというのに、舌の根も乾かないうちに、迎え酒を始めているらしい。

  「お願いします、音崎先生。私も那な美み香かも、来年には、もう十八歳を迎える年です。今回の合宿でなんとしてでも、十八歳処女喪失幸福論を飛躍させて完成のめどをつけないと……」

  「焦あせるな国こく分ぶ、なんせ合宿は今日から五日間。時間はたっぷりあるぞ。そう、五日間もあれば、純じゆん真しん無む垢くな乙女を、アヘ顔で白目寄り目は当たり前のセックスマシーンに作り換えることなど……ぐふふふふ」

  　血気盛んな藍あい斗とに、音崎教諭が銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの中の目を細め、にんまりと不気味な笑えみを投げかける。

  「ふわぁ。だ、大丈夫なんでしょうかぁ……」

  　ウキウキとした気持ちに暗い影が差した思いで、不安に怯おびえた声をあげるぽんだが、横よこ浜はまの港を離れてはや五時間。もう引き返すことなどできない。

  （そりゃあ、今回の旅行は、合宿であって、ただリゾートに行くわけじゃないことは、あらかじめわかってましたけど……）

  『純潔教育』を掲げる聖九高校セクコーの理念を研究するという本来の概念を、藍斗独自の理論で発展……というよりは曲解し、『十八歳で最高の処女喪失を行う』ために、日夜セックスの研究に励むという部活、聖せい・九くの宮みや学園高校理念研究部こと、セク研。

  　藍斗が考え出す、過激かつ、いやらしくも恥ずかしい実験の数々にもだいぶ慣れたものの、泊まりがけ合宿というのは今回が初めて。

  　しかも行き先は、綺き麗れいなビーチで有名な離島。

  （いつもいつも、お尻しりの開あいたヘンな服を着せられたりとか、エッチなビデオを買いに行かされたりとか実験の名のもとに恥ずかしいことばかり……今回はさらに張り切っているだなんて、藍斗さんのアクセル全開っぷりが怖いです……）

  　皆と旅行に行けるのはもちろん楽しいが、何事もなく無事に帰ってこられるのだろうか。

  　期待と不安とを乗せて、船は海の上を滑るように進んでいく。



  


   １　ヒミツの場所

  

  　島に近づくと、船は急速にスピードを落とした。

  　緩ゆるいうねりに上下しながら、数十艘そうの漁船が停泊する港へと、クルーザーがゆっくりと入っていく。揺れが次第に小さくなり、足あし下もとで響いていたエンジンの音が止まった。

  「さぁ、到着です。皆さま、お忘れ物などございませんように」

  　どうやら船は目的地に着いたようだ。実じつ相そう寺じ家のメイド香か川がわ雪ゆき見みの案内で船から陸へ降りると、眩暈めまいがしたかのように身体からだがふらついた。

  「おわっとっと！」

  「あら、ぽんさん。足下にお気をつけて。長い間船に乗っていると、降りても揺れている気がしますものね」

  　那な美み香かはクルージング慣れしているのか、高いピンヒールのサンダルを履はいているというのにまったく平気な様子。

  （船旅なんて慣れっこなんだろうなぁ。うーん。さすがはセレブです）

  　つばの大きな帽子に鮮やかなキャミソールワンピースという格好は、バカンスに向かう令嬢に相応ふさわしい風ふ情ぜい。大きく開いた胸元から覗のぞく白い胸の膨ふくらみも、日本人ばなれしている。

  　リュックサックにボーダー柄のＴシャツ、デニムのミニスカートという子供っぽい格好の自分がなんだか少し恥ずかしくなるが、かといって、ぽんのスタイルでは、那美香のようなドレスを着こなせる自信はまるでない。

  （セク研の活動を続けていれば、おっぱいが大きくなるって藍あい斗とさんは言ってるけど……）

  　しかし、セク研に入部し、日々活動に取り組んでいるものの、トップとアンダーの差がほんの５センチという、ぽんのトリプルＡカップが成長した様子はまるでない。

  （この合宿で……ってそんな短期でなんとかなるものじゃないですよね。でも……）

  　期待に胸が沸わき立ってしまうのは、夏の島というこの開放的なシチュエーションのせいだろうか。

  （そう、胸とか研究とかもいいけど、とにかくみんなで過ごす初めての夏！　海でたくさん遊んで楽しい思い出をいっぱい作りたいです）

  　どこまでも続く水平線と、ぽんたちを歓迎するようにみゃあみゃあと鳴く海鳥たち。期待に満ち満ちた胸にすうっと大きく息を吸い込むと、太陽にジリジリと温められた潮の匂においが鼻の奥につんと染みた。今日から五日間、お世話になります、と心の中で、島に挨あい拶さつをする。

  「それでは、皆さま、そのままこちらでお待ちくださいませ」

  　藍あい斗と、那な美み香か、るり、そしてぽんに音おと崎さき教諭というセク研の一同が下船したのを確かめると、雪ゆき見みはそう言い残して、港の脇わきにある駐車場へ車を取りに向かった。

  「うぬっ、船の次は車……先生を殺すつもりか？」

  　二日酔いからの船酔いですっかり弱ってしまった音崎が、フェンスにぐったりと身を預けて嘆く。

  「お酒で酔っていると思えば大丈夫」

  「ううむ、なるほど。そういう手もあったか」

  　どこから取り出したのか、るりが一いつ升しよう瓶びんを差し出すと、音崎はぐびりと飲み下し、濡ぬれた唇くちびるを乱暴に手の甲で拭ぬぐう。

  「それにしても、那美香。いったいなんなの、その荷物。たかだか四泊五日しかしないっていうのに、なんでそんな大きいトランクが二つもいるのよ」

  　藍斗が地面に積まれた荷物を見て、呆あきれ声をあげた。

  「ひとつはお洋服や日用品で、もうひとつは本ですわ」

  「本？　なんで本なんか」

  「もしも読みたくなったら困ると思って詰めているうちにうっかり全部……でもやはり『アニキ専科』は置いてくるべきでしたでしょうか。でも、それならば『週刊ビルドアップ』のほうを……『もっこりマッチョ！』は絶対に外せませんし……ダメです、わたくしにはやはり選べませんわ！」

  　那美香は、ぶつぶつと呟つぶやいたかと思うと、語気を荒らげて激しく頭を振った。マッチョ画像の収集が趣味の那美香だが、呆れたことに、そのコレクションの数々を、合宿先にまでも持ってきたらしい。

  「わかった、わかったわよ、那美香。持ってきたのを責めてるわけでも、中身を捨てろと言ってるわけでもないから」

  　いつもはおっとりとした那美香のいつにない迫力に押されるように、藍斗がたじたじと後ずさる。

  「藍斗お姉ねえさま、るりのトランクの中身も知りたい？　でも、知ると後悔するかもよ？」

  　るりの顔には不気味な笑えみが湛たたえられている。錯覚だとわかっているが、とたんに明るい日差しが陰り、ひゅうっと涼しい……というよりは凍こごえるような風が真夏の海から吹いてきて、背せ筋すじを撫なでた気がした。

  　母親は一世を風ふう靡びした昭和のスーパーアイドル、父親はカンヌでグランプリをとった著名な映画監督という華々しい血は、るりの愛らしい顔やカリスマ性にしっかりと受け継がれている。しかし、内面的にはホラー・切り株大好きの変態スプラッタ少女だ。おまけに世の中で一番愛しているのは実の兄とのたまい、しかもその愛は、ブラコンを通り越してストーカーの域に達している。

  「どうせ貴女あなたのはお兄ちゃんの盗撮機材セットとかでしょ？　遠隔地でもばっちり受信して見張れるような」

  「……藍あい斗とお姉ねえさま、るりの荷物、勝手に見たね？」

  「見てないわよ。それくらいすぐに想像できるじゃない……あ、あれ、雪ゆき見みさんかしら」

  　藍斗は呆あきれたように首をすくめると、道の向こう側を指さした。黒い四駆がこちらに向かってきて、ぽんたちの前に止まる。

  「さぁさ、皆さま、お待たせしました。こちらの車でお屋敷へとご案内いたしますわ。お荷物をおしまいになった後、お乗りください」

  　運転席の扉が開き、雪見がぴょんと飛び降りた。那な美み香かの家の車だというからリムジンか何かを想像していたが、この小さな島の中ではこういう車のほうが使い勝手がいいのかもしれない。音おと崎さきがフェンスにしがみついたまま、うんざりと言った。

  「それにどうしても乗らないといけないのか？　それは先生に死ねと言っているのと同じことだぞ？　先生が死んだらどうするんだ？　悲しいだろ？　だったらやめとけ」

  　やはりお酒では船酔いは誤魔化せなかったらしく、今にも死にそうな声だ。しかし、雪見は、眼鏡めがねの奥の目をぱちっと見開いて音崎の様子を窺うかがうと、穏やかな笑えみを口元に浮かべた。

  「この島は幅１キロ縦４キロほどの三日月型となっています。この港は、その月でいうところの一番凹へこんだ部分で、うちの別荘は一番隅の尖とがった部分にあります。歩いていけないこともないですが……ゆうに一時間はかかってしまいますよ？　この炎天下、そちらのほうが死ぬんではないでしょうか」

  「うぬぬ、人の弱みにつけ込んで……先生はな、運動というものがいっさい苦手なんだ……」

  　音崎は渋しぶ々しぶといった様子で車のドアを開くと、毒づきながらも三列シートの一番後ろの席へと乗り込んだ。それでも酒さか瓶びんを離さないところは、呆れを通り越してあっぱれ。

  「さぁ、ちょっと揺れますから、気をつけてくださいね！」

  　全員が車に乗りきると、雪見がアクセルを深く踏んだ。軽やかに車が走りだす。

  　海と山との間に造られた道路は、片側一車線。しかし、ほとんど通る車はおらず、すいすいと進んでいく。

  （那美香さんちの別荘ってやっぱりすごいんだろうな）

  　豪華な別荘で五日間も過ごせるだなんて、胸がときめく。

  　歩いて一時間ということは、車ならおそらく10分かそこらだろうか。それまでつかの間のドライブを楽しもうと、窓ガラスを開あけて外に目を向けた。

  　長い船旅の間、代わり映えしなかった洋上に比べ、海や山、そして民家と、風景がころころ変わってまったく飽きない。

  　左手側の景色は、船がたくさん停泊していた港から、すぐに砂浜へと変わった。砂は真っ白で、海の水はマリンブルー。天高く伸びた椰や子しの木がいかにも南国らしい。野良犬なのか放し飼いなのか、中型犬が一匹、はしゃいで駆け回っている。

  　対して右手側は、こんもりと茂った山になっている。その山と道路との間に時折集落があって、民家や商店などがぽつりぽつりと並んでいるのが隣の席越しに見て取れる。

  　陽ひに焼けた子供たちがボール遊びをしていたり、軒先で魚を干していたりと、いかにも日本の漁村といった雰囲気だ。

  「なんだか意外です」

  「どういたしました？」

  　ぽんが漏もらすと、助手席の那な美み香かが首を捻ひねって振り返った。

  「いえ、あのぉ。那美香さんちの別荘なんて言うから、てっきり海外とかの南の島かと思ったんですが」

  「ええ、別荘でしたら、フィジーにもハワイにもモンテカルロにもニースにもモルディブにもカプリ島にもございましてよ。国内も、北海道と沖縄にひとつずつ。けれど、わたくしが一番好きなのはこの天てん狗ぐ島じまですわ。この島はわたくしのお母さまに縁ゆかりのある島で、小さい頃ころにはよく連れてきていただきましたの」

  「へぇ。天狗島？　初めて聞きました」

  「ええ、この島の有名なお祭りに因ちなんでいるそうですわ……本当はわたくしたちも、十月のお祭りのシーズンに来られたらよかったんですけど。その筋の方々の間では、奇祭として大変有名なお祭りですのよ」

  「ダメです、那美香さま。お祭りは十八歳未満は参加できません」

  　残念そうに息をつく那美香を、雪ゆき見みがピシャリとたしなめる。

  「ふーん、どんなお祭りなんですか？」

  　十八禁のお祭りっていったい……。うっすらと嫌いやな予感を覚えてぽんが尋たずねると、那美香が顎あごの下で両手を組み、夢でも見るかのように、すっと目を細めた。

  「うふふ、お祭りの三日間は、すべての男性は股こ間かんに天狗のお面だけという姿で過ごすそうなんですの。男性たちは、漁で引き締まった肉体美をここぞとばかりに誇示して闊かつ歩ぽし、その裸体にむらっときた女性は、好みの殿方を選んでアレをするとかしないとか……むふふふふ」

  「ななっ、なんですか、そのお祭りは!?」

  　ぽんの知っているお祭りと言えば、盆踊りに縁日、御お神輿みこしに神楽かぐら、獅し子し舞まいくらいだ。ビジュアル的には天狗というのも、祭りっぽいと言えば祭りっぽい。けれど、それを股間につけるとなれば話は別だし、しかも好きな殿方を選んでアレって……!?

  （アレといえば……やっぱりアレ、ですよね？　でも、そんなことってありなんでしょうか）

  　ぽんが悩んでいると、真っ青な音おと崎さき教諭の顔が突如、ぱっと薔ば薇ら色に輝いた。えずきながらも弾んだ声をあげる。

  「うぷっ……アレだと？　なんだ、この島はそんなフリーセックスな島なのか？　しかも指名ありだと？　その祭り、悪くないぞ？　悪くないというよりも、むしろ先生は興味ありありだぞ？　うぷっ」

  （フ、フリーセックス!?　ひょ、ひょっとして、わたしたち、とんでもない島に来てしまいました!?　こんな島でセク研の「実践」なんて……）

  　祭りの時期を外しているとはいえど、この島に住んでいる島民の方々は、みんな、そのお祭りに参加しているということで。ということは、そこで破れた漁網を直している逞たくましいおじさんが、祭り期間は天狗面だけで過ごして、向こうで畑仕事をしているおばちゃんがむらっときて……。

  （ダ、ダメです。そんな想像しちゃいけません！）

  　慌てて首を横に振る。いくら島の伝統ある行事といえども、刺激が強すぎる。

  　しかし、藍あい斗とはまた別の感想を抱いているらしく、感心したように頷うなずいて言った。

  「さすがは音おと崎さき先生、奇祭に興味があるだなんて、さすがは腐っても文教に携たずさわるだけのことありますね」

  「当たり前じゃないか、先生だって、一応は先生だからな……うぷっ。ふだんは指名だとかしているのを、保護者の方々にうっかり見つかったら怒られてしまうが、ここだったらば遠く離れた島だからな。安心して遊べるぞ？」

  「私も、奇祭には以前から興味があるんです。日本に古くから伝わる祭事には、十八歳処女喪失幸福論のヒントがあるのではないか、と思って。この島のお祭りだって、十八歳以下は参加不可というのは、そもそも私の理論と被かぶっていますよね」

  「そうだな、先生は十八歳以下に興味がないこともないけどな、でも、まぁ、そこは涙を飲むしかないというかな……うぷっ」

  　かみ合っているような、かみ合っていないような会話を続ける藍斗と音崎に呆あきれながらも窓の外を見ていると、進行方向のやや左手、丘の中腹に堂々とそびえる洋風の大きな建物が見え始めた。

  （ひょっとして、那な美み香かさんの別荘ってあそこですかね）

  　白壁に赤レンガの屋根が眩まぶしい。真ん中に玄関を挟み、右半分は平屋で、左半分は二階建てという変わった造り。平屋部分の上には、パラソルが置いてあるから、プールになっているのかもしれない。まるで雑誌で見る海外の高級リゾートホテルのようだ。

  「あそこが実じつ相そう寺じの別荘です」

  　ぽんの予想通り、雪ゆき見みがフロントウインドウの先を指さした。

  「うわぁ！　すっごく素敵な別荘ですね！　あそこに四泊もできるだなんて、嬉うれしすぎです」

  「朝から晩まで実践に励みまくって、理論の完成を大きく飛躍させるんだわ！」

  　目をキラキラとさせているぽんの横で、藍斗は闘志を秘めた目をギラギラと輝かせている。

  「うえっぷ……ダメだ、もう……リバースアンドプレイバック……」

  　合宿所となる別荘はもう目前だというのに、限界に達したのか、音おと崎さきがぐええと潰つぶれた蛙かえるのような声をあげた。

  「ちょっ、音崎先生、もうちょっとで到着ですからっ我慢してください！」

  「んなもん、我慢できるか！　……うぷっ、生理現象だぞ？　ぐえええっ」

  「じゃあ、窓を、ああっ！」

  　慌ててぽんが振り返ると、なんとしたことか、三列シートの最後部席の窓は開あかない仕組みになっていた。急ぎ鞄かばんの中を漁あさり、ビニール袋を探すも、間に合いそうにない。

  「大丈夫、るりが受け止めてあげる」

  　音崎の隣に座っていたるりが、手を差し出した。

  「ダメ、窓を開けないと匂においがっ！」

  「ぐえっぷ、も、もうダメだ……」

  「ぎゃあ～～!!」

  　大騒ぎのメンバーを乗せたまま、車は、一路、別荘へと向かって坂道を上がっていった。

  

  「さぁさぁ、ランチでございます。鯛たいのカルパッチョに貝のカクテル、雲う丹にのパスタ、そして、平ひら目めのムニエルと、簡単なもので申し訳ないのですが、すべて地のもの、新鮮です。皆さまのお口に合えばいいのですが」

  「うわぁ、美お味いしそうですッ！」

  　雪ゆき見みが用意してくれた昼食は、まるでちょっとしたレストランのコース料理のようだった。

  　中庭のガーデンテーブルに掛けられた真っ白なテーブルクロスの上に、揃そろいの食器に綺き麗れいに盛り付けられた見た目はもちろんのこと、バジルやバターの匂いが食欲をそそる。

  　綺麗に生え揃った芝しば生ふの庭からは、どこまでも続く大おお海うな原ばらの水平線が一望でき、カットされたパイナップルが飾られたトロピカルドリンクや、ピカピカと光る銀のナイフとフォークといったシチュエーションからして、まるで海外リゾートに遊びにきたような気分。

  「来てよかった……」

  　拭ぬぐいきれないでいる合宿への不安を、打ち消して余りある最高のバケーションだ。

  （高校一年生の夏をこんなふうに過ごせるなんて、幸せすぎです！）

  　しかも、一緒にいるのは気の合う仲間たち。合宿という名目はあれど、思う存分楽しむぞと再び決意を固めると、ぽんはカルパッチョの鯛にフォークを伸ばし、口へと運んだ。

  「ふわぁ！　美味しいッ」

  　自然と感激の声が出るほどに、新鮮な魚は美味しかった。ぷりぷりっとした白身に、酸味と甘味が絶妙にブレンドされたソースがよく絡からみ、口の中が幸せでいっぱいになる。

  「んあぁーっ、最高ですっ」

  　とろりと蕩とろけそうに濃厚な雲丹のソースがかかったパスタも、噛かむとじゅわっと潮の味が広がる新鮮な貝のカクテルも、香ばしいバターと爽さわやかなレモンの風味がきいたムニエルも、どれもこれもが本当に美お味いしくて、いつまでもお腹なかがいっぱいにならなければいいのに、と思うほどだ。

  「ほんっと美味しいです。雪ゆき見みさんってお料理上手なんですね」

  「肉派のるりでも納得のクオリティー」

  「本当に、新鮮ですわ」

  　藍あい斗ともるりも那な美み香かも幸せそうな顔で舌した鼓つづみを打つ。その姿に雪見が満足そうな笑えみを浮かべている。

  「しかし、あれだな、このムール貝というヤツは、まさに合宿のテーマにうってつけだと思わないか。どうだ？　皆の衆」

  　音おと崎さきがふと思いついたようにフォークの先でカクテルの中からムール貝の身を拾い上げた。

  「ムール貝ではなく、同属和種の貽い貝がいです。もっともこの辺りでは瀬せ戸と貝がいと呼ばれているようですが」

  　雪見はそうとうこの島の海産物に詳しいらしい。

  「……瀬戸貝って、あの？」

  　藍あい斗とが眉まゆをひそめた。

  「あのって何なんです、藍斗さん」

  　しかしぽんが尋たずねても、

  「あんまり食事時に言うことじゃないから」

  　となかなか教えてくれる様子はない。

  「いっひっひ、さすがだな、この貝にまつわる逸話を知っているとは、博学な国こく分ぶだけある。先生も知ってるぞ。中なか山やま、教えてやろうか」

  「先生、そういうお話は後にしてください」

  　ぴしゃりと言ってのける藍斗をニタニタと見つめて音崎が言う。

  「ふっふっふ。先生も実物を見るのは初めてだが、あのな、この瀬戸貝というのはな、清せい少しよう納な言ごんのアソコという噂うわさがあるのだよ」

  　清少納言といえば、古文の授業で習ったあの『春はあけぼの』の人だ。そのアソコとはいったい？

  「清少納言のアソコって……あの、どこのことですか？」

  「おま……」

  「ダメッ、那な美み香か！　それ以上は発言禁止ッ！」

  　藍斗が慌てて止めた。

  （……まさか？）

  　今の流れに鑑かんがみるに、どうやらアソコとは、まさにアソコの……。

  「う、嘘うそおおっ、なんでこれが!?」

  「ただの伝説よ」

  　驚きの声をあげるぽんに、藍あい斗とが呆あきれた目を向けた。

  「そう、伝説だ。ある時のこと、清せい少しよう納な言ごんを乗せた船が漂流したという。たどり着いたのは、瀬せ戸と内うちのとある海岸。そこで清少納言を見つけた漁師たちは沸わき上がったという。『こんなに綺き麗れいな女の人が、世の中にいるなんて』とな。しかし野蛮で荒っぽい漁師たちは、清少納言に無理やり……その後、辱はずかしめを受けては生きてはいられないと、清少納言は、なんと自分のアソコを切り取ってしまったという。そして、それを海に流したのが瀬せ戸と貝がいとなった……というわけだ」

  「なんだか残酷な伝説ですわ」

  　那な美み香かが悲しげに眉まゆをひそめた。

  「切り取り！　キャトルミューティレーション!!」

  　一方るりは目を活いき活いきと輝かせている。

  「で、この瀬戸貝、お前さんたちのにも似ていないかい？」

  　音おと崎さきがフォークで掲げた貝肉を指さした。

  「似て……ますかしら？　似てないこともないですが、そこまでソックリとは……」

  「るり的にもどうかなぁ。ちょいちゃうような？」

  　那美香が口を濁した。るりも首を捻ひねっている。

  （ええっ、皆さん、ご自分の……アソコを、見たことがあるんですか？）

  　似てる似てない、と判断できるということは、自分の形を知っているということだ。

  　しかも、那美香にしてもるりにしてもそう恥ずかしがっている様子はないから、自分の姿形を知っていることはどうやら普通のことらしい。

  （自分のを見たことがないのって、ひょっとしておかしいことですか？）

  　ドキン！　と胸が高鳴る。

  （ど、どうしよう……もしも音崎先生に聞かれたら、なんて答えれば……）

  　ドキドキと胸の鼓動を鳴らしながら、ぽんと同じく黙ったままの藍斗の様子を横目で窺うかがう。

  （藍斗さんは……どうなんですかね）

  　藍斗のポーカーフェイスからは心中は窺えない。

  （あっ、でも、藍斗さんは人体に詳しいし、見たことないはずないか。そうなると、わたしだけ……ああっ、音崎先生、お願いだから当てないでください！）

  　ドギマギしているぽんに、音崎がニヤリと微笑ほほえみかけた。

  「まぁ、年齢や人、はたまた使い込み具合で様々だからな。で、中なか山やま。お前のはどうだ？」

  （しまった！　当てられちゃった……）

  　ごくんと唾つばを飲み込むと、慌てて平静を繕つくろう。

  「あの……わたしのも、ええっと、ちょこっと違うような？」

  「おう、どう違うんだ？」

  （お、音おと崎さき先生、そこ、突っ込みますか!?）

  　どうしよう。わからない。自分の……なんて見たことがないのだから、当たり前にわからない。けれど、一度見栄を張ってしまった以上、今さら見たことがないとも言いにくいし。

  （どうしましょう……なんとか誤ご魔ま化かすしかありません）

  「その……あの……」

  「まず色が違いますわ」

  　しどろもどろに言葉を濁していると、悟ってか悟らずかはわからないが、那な美み香かが助け船を出してくれた。

  「たしかにそうだな、うむ。たしかにこんなオレンジ色ではないな……では何色だ、実じつ相そう寺じ」

  「もっとピンク色ですわ」

  「ピンク色？　肌色ではなく、お姉ねえさま」

  　るりは首を傾かしげた。

  「うん？　それは自慢か？　先生に対する自慢か？　もういい！」

  　音崎はぷい、と顔を背そむけると、瀬せ戸と貝がいをぽいと放ほうり出した。

  （よかった、諦あきらめてくれたっぽい）

  　このまま話題が変わってくれれば、実は見たことがないことも、見たと嘘うそをついたこともバレずにやり過ごせる。ほっと胸を撫なで下ろしていると、藍あい斗とがぴくりと眉まゆを動かして呟つぶやいた。

  「ねぇ……あの……色って人によって違うものなの？」

  「そりゃ、そうだろ。肌の色だって違うんだ。アソコの色も、人によって当然違ってることくらい当たり前だろ？　国こく分ぶ、お前としたことが、それくらいも知らないってのか……お前まさか、自分のを見たことがないわけなかろうな？」

  「そ、そりゃ、ないわけは……ないです！　だって、私はセク研の部長ですよ！　自分のそ、それも見たことがなくって、どう研究に励めるっていうんです。知り尽くすくらい知っていて当然ですっ！」

  「ふ──ん、本当かなぁ」

  　茶化す音崎に藍斗がキッと強い視線を向ける。

  「じゃあ、先生は、人の……を見たことがあるっていうんですか？」

  「うん？　そりゃ……言われてみたらないな。たしかに銭湯で裸になってもアソコは隠れているし……。無修正の動画ぐらいだな！　ナマはない!!」

  　音崎が首を捻ひねる。藍斗は、はっとしたように目を見開くとなにやらブツブツと呟き始めた。

  「……ひょっとして他人の性器というのは、音崎先生でさえも、知らない超高レベルの観察研究。ならば、この合宿で挑戦するに相応ふさわしい実践課題。そう、そうよ。ごく当たり前のことを見逃さず、ミクロの視点で物事を見ることこそが、遠まわしに見えても理論形成への一番の近道。そうだわ、決めた、決めたわッ！！！！！！」

  （なんだか藍あい斗とさん、白熱してるけど……またロクでもない実験を思いつかなければいいんですが）

  　今まで受けてきた数々の辱はずかしめを思い出し、背せ筋すじがびくりと震ふるえてしまう。そんなぽんのことなど藍斗はまるで目に入らない様子で、好奇心に目をキラキラと光らせテーブルの皿の上のムール貝を指先でつん、と突いた。

  「というわけで、本日午後のセク研の活動は、ずばり『性器の多様性と平均値』実践編よ！」

  「『性器の多様性と平均値』っていったい？」

  　実践編とついているところがまた恐ろしい。

  「ずばり。自分のと他人のはどう違うか、この際、はっきりさせようってわけよ。音おと崎さき先生、いいですよね!?」

  「うん？　先生の好物は、ナマコとかユムシとかミル貝だ。したがって、先生は活動には付き合わないで島の男を引っかけに……ではなく、町の様子をフィールドワークしに出掛けるから、国こく分ぶの好きにするといい」

  「ええっ、そんなの無責任です。先生も参加してください」

  「無理無理。先生のバケーションを潰つぶす権利はお前にはない」

  「バケーションって……今回は合宿であって、決してバケーションでは……」

  　音崎は藍斗の言うことには、まるで耳を貸さない様子で、ずるずるとパスタをすすり上げている。顧問だというのに、相変わらずのいい加減さだ。

  （ええっ、そんなぁ……。自分のも見たことがないのに！）

  　いくら合宿ということで少しは覚悟をしていたとはいえ、想像以上にハードコアな課題を突きつけられ、どうすればいいのか戸惑ってしまう。

  「じゃあ、私は研究の準備にかかるから、みんなは昼食をとり終わったら、各自いったん部屋に戻って３時にリビングに集合。よろしく！」

  　藍斗はそう言い残すと、わずかな時間も惜しいとばかりにテーブルから慌あわただしく立ち去っていった。

  

  「わぁ、すごい部屋だぁ」

  　白く塗られたドアを開あけると、ぽんの目の前に十畳ほどのスペースが広がった。

  　眼下に海を見渡せる大きな窓際には、淡いブルーのひとり掛けのソファーが二つと、白木のテーブル、クイーンサイズのベッドが置かれた部屋の中は、ゆったり広々としている。奥に続く扉は専用のバスルームだというからなんとも贅ぜい沢たくな造りだ。

  　窓から吹き込んでくる潮風は心地よく、クーラーなど入れずとも、快適に過ごせそう。

  　窓辺に置かれているソファーで読書なんかをしたら、さぞ優雅な気持ちになることだろう。ベッドに掛かったブランケットや枕まくらもふかふかと清潔そうに見える。

  　中学の時に入っていたテニス部の合宿は、大広間で雑ざ魚こ寝ねだった。食べ物も美お味いしさなどは二の次。カレーにフライ、トンカツといった高カロリーメニューで、育ち盛りの中学生の胃を満足させるために量だけが多いという代物だった。

  　それに比べて、さすが聖九高校セクコーの合宿は違う。実じつ相そう寺じ家の厚意とはいえ、料理ひとつ、部屋ひとつを取ってもゴージャスの一言。

  （静かだなぁ……）

  　雪ゆき見みによると、この別荘を挟んで岬みさきの反対側は、島で一番賑にぎわっているビーチとのことだが、別荘の脇わきの階段を使っていく崖がけ下したの小さな入り江は、磯いそと磯とに囲まれているせいで実質的に実相寺家のプライベートビーチの体ていである。

  　ベッドにぴょんと飛び乗って、うつぶせに横たわり目をつぶっても、風向きのせいか人の声はまるで聞こえず、耳に入ってくるのは海鳥の鳴き声と波の音だけだ。

  （ベッドがふっかふかだぁ……ふあぁあっ）

  　早起きしたせいか、小さなあくびが出た。身体からだを包み込むような程よいスプリングに眠気が押し寄せてくる。

  （安眠できそう……でも、夜にみんなでわいわいと恋バナとかしながら寝るのも楽しいんですけどね）

  　ゲストルームは、贅ぜい沢たくにも各自一室ずつあてがわれた。

  　玄関の扉を中心にして、館やかたの左半分、階段を上がって右手のぽんの部屋の向かい側が藍あい斗との部屋で、その隣が音おと崎さき教諭。るりはぽんの隣で、那な美み香かと雪見は階下にある客室とは別の部屋に泊まることになっている。ちなみに右半分の平屋棟は、まるごとリビングルームになっていて、ランチをとった海の見える庭へは大きな窓から出ることができる。

  　ひとりで旅行に行ったこともなければ、家族旅行でひとり部屋に泊まったことももちろんない。だから、こうやって旅先で個室をあてがわれるだなんて、少し大人になった気分だ。

  （さて、集合時間まで30分、何をしましょうかね）

  　その辺を散歩するほどの時間はない。本の一冊でも持ってくればよかったが、すっかり忘れていた。携帯でゲームというのも、せっかくのこんな環境では勿もつ体たいないし、部屋にテレビは置かれていない。

  （シャワーでも浴びようかな……あっ！）

  　部屋があまりに素敵すぎて、一瞬頭からすっかり抜けていたが、Ｔシャツの裾すそに手をかけた瞬間、思い出した。

  （そうだ、さっきは見み栄え張ってあんなこと言っちゃいましたが……）

  　午後の課題は『性器の多様性と平均値』を研究するとのことだった。具体的にどうするつもりなのかはわからないが、医学書やなんかを使うのかもしれない。

  （でも、比べようにも……自分のを知らないと無理ですよね……見ちゃおうかな）

  　ふと思いつくと、もう見たくて仕方がない。こうなると、なんで今まで気にならなかったのかと不思議なくらいだ。

  （けど……ちょっと怖い気も……）

  　なんでだろう。自分の身体からだの一部なんだから見ることはまったくおかしなことではないはずなのに、なんでか尻しり込ごみしてしまう気持ちもある。

  （自分のを見ることって、別にヘンなことじゃないのに、なんでですかね……）

  　窓の外が晴れ渡っていて部屋が明るいせいだろうか。なんだかしてはいけないことをしている気分。それに、なんだか見るのが怖いという気持ちさえもある。

  　ならば、別に誰だれに強制されているわけでもないのだから、見るのをやめてしまえばいいだけの話。けれど、ぽんの胸中には『見たい』という気持ちもあるのだから複雑だ。

  （でも、今日の研究をするのに、自分のを知っておかないと比べようがないし……そうです、これはセク研の活動のためでもあるし……うん、よしっ！　見るです!!）

  　決意を固めると、自分を勇気づけるようにうんと大きく頷うなずいた。

  　ベッドの上に膝ひざ立だちになって、デニムスカートの下のショーツに手をかけ、ずりずりと太ももまで下げる。とたんに下半身がすうすうとして心もとない。窓の外から吹き込んでくる風に、一瞬手が止まる。
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  （……ここまでしたんだから）

  　自分を奮ふるい立たせると、ベッドにお尻しりをぺたんとつけて両足を前に投げ出した。太ももに溜たまったパンティーを、ずずずと両足から引き抜く。

  　ブルーのギンガムチェックのパンティーは、旅行ということで、見られても恥ずかしくないように穿はいてきたお気に入りだ。本当は大切に扱いたいけれど、気が逸はやってそんな余裕はない。くしゃりと丸めて脇わきに置くと、大きく深呼吸した。

  　背徳感というのだろうか。後ろ暗い気持ちが込み上げてくるのを必死に押しとどめて、立てた両りよう膝ひざをゆっくりと左右に開く。

  （ふ、ふわっ……閉じてる!?）

  　反射的に膝を閉じた。心臓がばくばくと打ち響いている。顔が熱く、頭がクラクラとする。

  （閉じてるって、いったい、どういう）

  　息を整えて脳裏に再現する。見たのは一瞬といえども、外郭はぼんやりとわかった。しかし、そこはぴたっと閉じられたような形をしていたような……。

  （いったいどういう作りなんですか!?）

  　不思議すぎる。重なったような襞ひだの奥。そこはいったいどうなって!?

  （も、もう一回、見ちゃおうかな）

  　こうなったら乗りかかった船。ぽんは決心すると、再び膝を大きく開いた──その時。

  「ぽんちゃん、ちょっといいかな」

  　ドアの向こうから声がすると同時に、ノックもなしにドアがすーっと開いた。

  「おわっ、んあっ」

  　慌てて膝を閉じて寝かせると、スカートを押さえる。傍かたわらのパンティーを掴つかみ上げたが、穿く時間はない。くしゃっと丸めて、ぺたんと座り込んだお尻の下へと隠すと振り返る。

  「あれぇ？　ごめん、驚かせちゃった？」

  　開いたドアの向こう、悪びれた様子もなく、るりが薄い唇くちびるの端から八重歯を覗のぞかせて立っていた。

  「いや、別に……あの、その……っていうか入る時はノックしてくださいよぉっ」

  「ごめん、忘れてた。もう一回やり直す？」

  　ぽんが泣きそうな声をあげると、るりは後ろ歩きで廊下に戻り、ドアに手をかけた。

  「いいです、もういいですから。で、なんの用事ですか？」

  　スカートの中はノーパンだ。ただでさえミニ丈なのに、ぺたんとお尻をベッドにつけて座っているために、太ももの半分くらいまでずり上がってしまっている。スカートの裾すそを気にして必死にずり下げながら尋たずねると、るりが微笑ほほえんだ。

  「あのね、相談がある。実は明後日の夜なんだけど……」


  


   ２　ピーチアンドアップル

  

  　時間になったので、ぽんがるりと連れ立ってリビングルームに行くと、クッキーの焼ける香ばしい匂においに迎え入れられた。

  　昼にランチをとった庭の向こう、海の見渡せる陽ひ当たりのいい窓辺に置かれたソファーには那な美み香かが腰掛けている。前のテーブルには、焼きたてのクッキーがほかほかと湯気を立てていて、キッチンのカウンターでは雪ゆき見みがお茶の準備をしていた。

  「ふわぁ、すごいいい匂いです」

  「今さっき焼き上がったところです。もしもお腹なかに余裕がございましたら、まだ温かいので、冷めないうちに召し上がってくださいませ」

  　カウンター越しに雪見に勧められ、那美香の前のソファーに腰を下ろすと、テーブルの上から一枚摘つまみあげて口へと運んだ。さくさくとした歯触りに濃厚なバターの風味が美お味いしい。

  （お菓子まで作れるだなんて、雪見さんって、本当にすごいなぁ）

  　丁てい寧ねいな手つきで紅茶を淹いれている雪見に見み惚とれていると、筋骨隆々の半裸男性が表紙の雑誌から那美香がふと視線を上げ、ぽんの人さし指の腹に目を留とめた。

  「ぽんさん。手のほう、お怪け我がなされていますわ。どういたしましたの？」

  「あっ……いえ、なんでもないですから！」

  　しまった。ここで那美香にバレてしまっては元も子もない。慌あわてて手を背中に回すと、那美香が不思議そうな顔で首を傾かしげた。

  「手当てしたほうがよろしいですわ」

  「いえっ、大した傷じゃないんで大丈夫です」

  「そうだね、これくらい、舐なめときゃ治る」

  　るりがぽんの手を取ると自分の口へと運び、ぱくりとくわえ込んだ。とたんに指先に生暖かな感触が広がり、Ｔシャツからむき出しの二の腕に、ぞわわと鳥肌が浮く。

  「なっ！　るりさんっ、なにを!?」

  「はむっ、唾だ液えきには……んんっ、止血効果がある」

  　るりは一心不乱といった様子でちゅうちゅうと指を吸い上げる。柔らかな舌べろがにゅるにゅるとぽんの指先を這はい回り、なんだか腰骨の辺りがウズウズとする。

  「そ、それはわかりますが、自分でやりますからっ！」

  　無理やりるりの唇くちびるから離すと、どれだけ涎よだれを塗まぶしたのか、指先が唾つばで濡ぬれてテカテカと光っているのが妙に艶なまめかしい。雪見が差し出してきたタオルで拭ぬぐうと、ようやく人心地ついた思いで、ふぅと息を吐いて気分を落ち着かせる。

  「さぁ、それでは、お茶の準備が整いましたので、私は海へと行って参りますわ」

  　雪ゆき見みはエプロンを外すと、まるで準備運動でもするかのように大きく伸びをした。

  「いいなぁ、雪見さん。休憩時間は海水浴ですか？」

  　窓の外はまだ明るく、まだまだ海で十分に遊ぶことができそうだ。

  （いいなぁ。わたしも海水浴したいなぁ……）

  　合宿だから仕方がないとはいえ、すぐそこは海という絶好のシチュエーションで、こんな真っ昼間から女のコのアソコについて研究しないといけないのだと考えると、勿もつ体たいないという思いは否いなめない。しかし、雪見はきっぱりと首を横に振ると言った。

  「いいえ、違います。夜も皆さまに新鮮な魚介類をご提供できるよう、ちょいと海に漁へと」

  「漁？」

  「ええ。地元の漁師に船に乗せてもらうよう算段をつけましたの」

  「雪見、そんなことはいいから、少しくらい休んだほうがいいですわ。朝は早かったし、休む暇ひまなく昼食の準備からお茶の用意まで、働きづめではありませんか」

  　雪見を気遣って心配そうな表情を浮かべる那な美み香かに、雪見がうるっと瞳ひとみを潤うるませた。

  「ああ、お嬢さま……なんとお優しいお言葉。その言葉をいただけただけで、雪見はまだまだ頑張れます。必ずや、必ずや那美香お嬢さまのために、新鮮な魚介をどっさりと持って帰って参りますから！」

  　雪見はメイド服のスカートの裾すそをひらっと揺らすと、その場でエプロンを素早く外した。瞬またたく間にメイド服を脱ぎ捨てると、なんとその下は白い木も綿めんの海あ女まファッションだ。

  「あ、海女!?」

  　テレビでしか観みたことがない海女姿に、あっけにとられていると、雪見は目にも止まらぬ速さで部屋を出ていってしまった。

  「雪見ったら、本当に働き者なんだから」

  　那美香が呆あきれたような微笑ほほえみを浮かべて首をすくめる。

  　しかし、傍はたから見ると、働き者というただの一言で済ませてしまうには、雪見の那美香への献身ぶりは、度を越している。おそらく、那美香が幼い頃ころからずっと一緒にいるらしいので、ぽんには推し量れない深い絆きずながあるのだろう。

  （メイドさんとお嬢さまっていう以上に特別な関係なんだろうなぁ……親友みたいな）

  　那美香と雪見とふたりの間に漂う親密な雰囲気に、羨うらやましさを感じてしまう。自分には、そういう人がいるだろうか。

  （学校でいつも一緒にいるのはるりさんだけど、なんだかいまだに馴な染じめてないところがあるし、やっぱり藍あい斗とさんかなぁ。たしかに、親しさで言えば藍斗さんが一番なんだけど、先輩だしなぁ……藍斗さんはわたしのこと、どう考えてるんだろう。可愛かわいがってくれているのはわかるけど……でもたまに酷ひどいことしてくることもあるし）

  　実験とはいえ、度が過ぎると思うことも度たび々たびだ。

  （今日の実験は、そんなに恥ずかしくないといいんだけど……）

  　ソファーに座り、窓の外の晴れ渡った青い空を仰あおいで憂うれえていると、入り口から颯さつ爽そうと藍あい斗とが現れた。

  「みんな、待たせたわね。ちょっと道具を手に入れるのに手間取っちゃって」

  「道具って……書道でもするつもりですか？」

  　藍斗の手に握られていたのは青いバケツ。その中に半紙と墨ぼく汁じゆう、それに筆が入っている。

  「なに言ってるのよ。うちは書道部じゃなくってセク研でしょ」

  　藍斗は、リビングの真ん中に和紙を敷くと、バケツの中にどぼどぼと墨汁を注ぎ入れた。

  「さぁ、これで準備ができたわ。あのね、自分のと人のを比較するには、記録をとる必要があるでしょ……でも、モロではさすがに恥ずかしいし、何より品ひんがないもの。誰だれが見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんに比較検討できて、さらにソフトフォーカスが掛かった状態で観察するにはと、考えに考えた末に発見した方法がそれがずばりこれ！　拓たくるのよ！」

  　藍斗はたっぷりと墨を含んだ筆を突き上げると高々と宣言した。

  「拓……ですか？」

  「そう。いったいどうしたら、お互いのを比較対照できるかと考えながら、ちょっと辺りをプラプラとしてみたの。そうしたらね、坂の途中のところに釣具屋を見つけたわ。そこに並べて飾られていた魚拓を見た瞬間にピンと閃ひらめいたのよ。これしかない……と。ずばり、見せ合うほどには恥ずかしくもなく、おまけにゆっくりと並べて比較対照できるナイスアイディア！　というわけで、私たちも拓を取りましょう！　さぁ、筆を持って。自分で自分のに墨を塗って拓って頂ちよう戴だい」

  　藍斗が皆の眼前に筆を掲げた。

  「わたくし、身体からだが汚れるのは、ちょっといやですわ。それに、雪ゆき見みがいないと、お風ふ呂ろにも入れませんし」

  「るりが愛するのは肉そのもの。拓なんてまるで興味がもてない」

  「なによふたりとも……ねぇ、ぽん。ぽんは協力してくれるわよね？　さ、拓って頂戴」

  　藍斗が筆を差し出した。無意識に、思わずじりっと後ずさってしまう。藍斗の視線とぽんの視線とがクロスする。

  「い、いやですよっ。まずは、藍斗さん。藍斗さんがお手本を見せてくださいッ」

  「それは無理よ。私、美術だけは苦手なの」

  「美術と拓は関係ないんじゃ。むしろ書道じゃないですか」

  「……ねぇ、ぽんは中学の時、書道の授業ってあったかしら」

  「ええ、ありましたけど」

  「じゃあ、ぽん、やっぱりお手本は貴女あなたに決まりよ！　まずは最初にやりなさい？」

  　藍あい斗とはほっとした表情でぽんに、再度、筆を差し出す。

  「なっ、なんでですか!?」

  　手を前に突き出して拒絶するぽんに藍斗が言う。

  「だってね、聖せい・九くの宮みや学園中等部では書道がなかったの。いえ、ないわけじゃないんだけど、選択だったから。私は茶道だったし、那な美み香かは華道、たしかるりも違ったわよね」

  「うん、るりは家庭科」

  「というわけで、書道経験者はぽん、貴女だけ。ということは、貴女がやるしかないじゃない？」

  「ええっ、なんでですかぁ……」

  「だって、みんな、筆の扱いになんて、まるで慣れてないのよ。だとしたら、この場合は、経験者のぽんが口火を切るのが順当ってものでしょう？」

  「ふえええ─────っ。む、無理ですよ！　だいたい、墨なんて……真っ黒になっちゃうなんて、絶対に嫌いやです！　それだったら、先に藍斗さんが試してください！　書道経験者のわたしが筆で墨ぼく汁じゆうを塗ってさしあげますからっ！」

  「そ、それは、無理よ。だって、それじゃあ、塗る時にぽんに見せなきゃいけないじゃない！　そんな恥ずかしいこと……」

  　藍斗は言葉につまると、ぽんから目を逸そらした。気まずそうに目を泳がせた後、何か納得したように頷うなずく。

  「……どうしたんですか。藍斗さん」

  「この実験は却下します。だって見せるのは無理だし。それに……そうよっ！　この方法はあまりに精度が低いことに気がついたわ。墨汁で塗って拓たくを取ったところで何がわかるっていうの。色もわからなければ、形もはっきりとはわからないじゃない！　ということで却下」

  「ええっ、自分で言いだしたのに!?」

  　自分にお鉢はちが回ってきたからとはいえ、急に自みずからの意見を却下するなんて、藍斗らしくない態度だ。

  「しょうがないじゃない。一歩後退する勇気だって必要だわ！」

  「わかりましたけど……じゃあ、活動はどうするんですか？」

  「そうね。どうしましょう。拓がダメだとすると、どうすれば、私も含めた皆の羞しゆう恥ち心しんを克服してアソコの形状をわかり合うことができるのかしら……」

  　他ほかにネタを考えていなかったらしく、珍しく心底困った様子だ。合宿でなんとか結果を出さねばとはやる気持ちが、藍斗からいつもの冷静さを失わせているようにも思える。

  　そうなると、不思議と可哀かわい想そうに見えて、協力しなければと思ってしまうのはなぜだろう。

  （やっぱり藍斗さんが、一生懸命だからですよね）

  　藍あい斗とほどに夢中になっているものがないぽんにしてみれば、自みずからの理想を掲げ、研究に埋没している藍斗の姿は眩まぶしいと思える。だから、何度理不尽なことをされても、すぐに忘れて藍斗の力になりたくなってしまうのだ。

  （ううん、羞しゆう恥ち心しんを克服してアソコの形状を確かめ合う方法……）

  　必死にアイディアを探っていると、ふと窓ガラスが目に入った。

  （ガラス？）

  　そうだ、すりガラスを間に挟むのはどうだろうか。それならば、ぼんやりと、まさに藍斗が願ったソフトフォーカスの掛かった状態になるではないか。

  （自分ながらにナイスアイディアかも！）

  　藍斗の喜んだ顔を想像しながら、慌てて提案する。

  「藍斗さん、あの、すりガラス越しに見せ合うっていうのはどうでしょうか。それならば、だいぶ抵抗もないかなぁと」

  「なるほど、すりガラス！　それはいいアイディアかもしれないわ」

  「それでしたら、たしかキッチンにすりガラスのグラスがあったはずですわ」

  　那な美み香かがぽんと手を打つと、ソファーから立ち上がっていそいそとキッチンへと向かっていく。

  「いい目の付け所だわ、ぽん」

  　満足そうな藍斗の様子に嬉うれしくなる。

  （いつも、藍斗さんに言われることをただやってるだけだけど、自分からアイディアを出して　採用されるとセク研の一員として認められたって感じでちょっと嬉しいなぁ）

  　ほくほくとした気持ちでいると、那美香がグラスを片手に戻ってきた。底が平べったくなっているタンブラーで、たしかにすりガラスになっている。

  「さぁ、ぽん、じゃあ、パンツを脱いでこのグラスを当てて見せて頂ちよう戴だい」

  「あの……わたしからやるんですか？」

  　慌ててぽんが抵抗すると、藍斗が不満げに眉まゆをひそめた。

  「当たり前じゃない。アイディアは出した人が実行するものよ。逆に言えば、自分ができないアイディアは出さないの。だって、自分のアイディアを人の身体からだを使って実現しようだなんて、そんな甘えた話があるわけないじゃない」

  「ええっ……そんなことを言われても……」

  　せっかくアイディアを出したのに、やっぱり標的にされるぽん。迫ってくる藍斗の目の輝きが怖い。

  「では、ぽんさん、どうぞ」

  　那美香がぽんに向かってグラスを差し出した。

  「大丈夫。モザイクだから恥ずかしくない。なんなら顔もモザイクかけとく？」

  　るりがもう一つのグラスをぽんの顔に近づける。

  「いえ、わたしは……ちょっと……あうっ、ああっ、ちょ、待ってください。ああっ、ダメです。そのグラス、底がっ！」

  「底？　底がどうかいたしまして……あら、丸見えですわね」

  　グラスの底を覗のぞき込んだ那な美み香かが肩をすくめた。

  「何よ、丸見えっていったいどういうこと」

  「申し訳ないですわ、藍あい斗とさん。このグラス、すりガラスになっているのは周りだけで、底は普通に透明ですの」

  　那美香がグラスの底を、藍斗に見せるために突き出すと、双眼鏡のように覗き込む。すると虫むし眼鏡めがねを当てたかのように那美香の目が倍ほどにも大きく見える。

  「大きッ！」

  　藍斗が驚きの声をあげた後、ぽんを横目でちらりと見た。

  「……ね、藍斗さん、これじゃダメ……ですよね」

  「そ、そうね、たしかにこれじゃあモロ見えどころか、ちょっとでもグラスを傾けたら拡大されて細部までくっきりと……さすがにそれは……」

  　モザイクどころか恥ずかしさ倍増だ。藍斗は肩をがっくりと落として凹へこんだ様子。

  「そうですわ！　わたくしにもっといいアイディアがありますの。隠せないのなら、飾ればいいのですわ！」

  　そんなふたりを慰なぐさめるかのように、那美香が明るい声で言った。

  （およよ。那美香さんまでアイディアを出すだなんて珍しいです）

  　やはり合宿ということで、皆それぞれに気合が入っているらしい。藍斗も驚いた様子で目をぱちくりとさせている。

  「何よ、那美香のアイディアって」

  「ちょっとお待ちください、藍斗さん。ちょうど、この屋敷にも何枚か用意してあったはずですわ」

  　那美香は別の部屋に姿を消すと、黒い布の塊かたまりを持って戻ってきた。それを誇らしげに広げて見せる。

  「全身タイツ？」

  　那美香が広げた布切れは、形状だけで言えば、ウエットスーツに似ていた。しかし、生地は薄く、薄手で網タイツのように縦横に糸が編まれて向こうの景色が透けて見えている。おそらくのところ、着用するとぴったりと身体からだに貼はり付いて、ものすごくいやらしいというかセクシーなことになるのではないだろうか。

  （なんでこんなものがお家うちに？）

  　ひょっとしてセレブ御ご用よう達たしのランジェリーなのかもしれないが、ぽんは目にしたことさえ初めてだ。那な美み香かは慣れた手つきで自分の身体からだの前に当てると、にっこりと微笑ほほえんだ。

  「いえ、タイツではなく、ボディストッキングというものですわ」

  　那美香がおっとりと言った。しかし、ストッキングならば女性が脚に穿はくアレだとわかるが、それのボディ版というと。

  （いったいなんのために着るんですかね？）

  　防寒だとか、もしくは矯正下着のようにボディラインを引き締めるだけだとか。いろいろ想像してみるものの、使い道がいまいちピンと来ない。しかも、ちょうど股またのところが丸くくりぬかれたように開あいていた。後から切り抜いたのではなく、もともとこういう作りのようだ。

  「なんで穴が開いているんでしょうか」

  「穿いたままおトイレにいけるように、開いているのですわ」

  　たしかに、首の下から手先、足先まですっぽりと覆おおうボディストッキングを、トイレの度たびに全部脱ぐのは大仕事かもしれない。けれど……普通は大事なところは隠すものなのに、逆に開いてしまっているだなんて、なんだか恥ずかしい。

  「これがどういいアイディアなのよ」

  　藍あい斗とも、これをいったいどう使っていいのかわからないようだ。ひらひらとはためく薄布を前に首を捻ひねっている。

  「装飾の問題ですわ。ボディストッキングとは、全身のスタイルを美しく整える働きをするランジェリーですの。けれど、それだけではなく、もうひとつの役割がございますのよ。それはボディをセクシーに彩るという役割ですわ」

  「それがこの実験とどういう関係があるの？」

  「ですから、これを着ることでアソコをコーディネートするのですわ。ほら、寝起きのぼさぼさの髪の毛で外を歩くのは恥ずかしいでしょう？　わたくしたちにはまだピンときませんが、大人の女性はスッピンで街を歩くのは恥ずかしいとも聞きますわ。ようするに、手もかかっていなければ、まるで飾り気のないアソコを人さまに見せることが、恥ずかしいのです」

  「ううむ……たしかに、一理ないことはないわね。那美香、たまにはいいこと言うじゃないの」

  　藍斗が唸うなり、那美香が誇らしげに胸を張った。はずみで豊満な胸が、いかにも重たげにぷるんと揺れる。

  「ちなみに、わたくしはちゃんとエステで手入れして、ハイジニーナにしておりますから、実のところ、皆さまに見られることは、それほど恥ずかしくありませんもの。けど、この島にはあいにくのところ、エステはありませんわ。ならば、飾りつけるしかないかと」

  「ハイジニーナ？」

  　聞き慣れない言葉にぽんが尋たずねる。何だろう？　アルプスの少女？

  「アンダーのおヘアが脱毛されて全くないことですわ」

  　那美香が頬ほおを赤らめながら、恥ずかしそうに答える。いつもきわどいことをさんざん言っている那な美み香かがなぜこのタイミングで恥じらうのかが、よくわからない。

  （セレブの考えることはわからないです……）

  　そう思ったところで、ぽんはハッとあることに気付く。

  「ちょ、ちょっと待ってください。あのぉ、たしかに寝起きのぼさぼさ髪で外を歩くのは恥ずかしいですし、おしゃれしたら、みんなに見られたいと思いますよ？　でも、だからって、このストッキングを穿はいたアソコを見てもらいたいと思うかというと、それはまた別のような。だって、いくら飾りたてても、恥ずかしいものは恥ずかしいです」

  　慌てて指摘するぽんの言葉に、那美香はきょとんとした表情を浮かべているだけだ。

  （だいたい、ボディストッキングなんて、那美香さんみたいな人が着たらセクシーかもしれませんけど……）

  　ぽんの脳裏にボディストッキングを身に着けた自みずからの姿が浮かんだ。

  （どう考えても、似合いそうにないです……）

  　股こ間かんが丸出しの全身タイツみたいなモノを着て、皆にアソコを見られるだなんて。

  「なんか余計恥ずかしいことのような気がしてきました」

  　想像すればするほど滑こつ稽けいに思えてくる。藍あい斗とがはっと顔色を変えた。

  「たしかに……これは根本的に間違ってる気がするわ」

  「ヒョウ柄がらもありますのよ」



  [image: ]


  　残念そうな様子の那な美み香かだが、柄がらの問題ではない。

  「でも那美香さんは結局、ボディストッキングを身に着けようが身に着けまいが、気にしないのでは」

  「よく考えてみれば、そうですわね」

  　那美香は考え込むように一瞬黙り込んだ後、華やかな笑えみで頷うなずいた。「パンがないのなら、ケーキを食べればいいじゃない」と言われた民衆の気持ちがわかった気がしたぽんだった。

  「……ダメね、却下だわ。ボディストッキングじゃ、私たちの羞しゆう恥ちは隠せない！」

  「ねぇ、藍あい斗とお姉ねえさま、るりにもいいアイディアがある」

  　心底困った様子の藍斗のショートパンツの裾すそを、るりがつんつんと引っ張る。

  （ええっ、るりさんのアイディア!?）

  　ぽんは嫌いやな予感がした。だいたい、るりがまともなアイディアを出す気がしない。

  　けれど、藍斗はなかなか実験が進まずに藁わらにもすがらんばかりの様子で、るりに期待に満ちた視線を送る。

  「さすがは合宿……みんな気合が入っていて、嬉うれしいわ。るりまでもがアイディアを出してくれるだなんて。さぁ、教えて頂ちよう戴だい！」

  「あのね、ノーパン喫茶っていうのが昔あったんだって。ウエートレスがノーパンで、床が鏡になってる。だから、私たちも鏡を使えばいい。モロが恥ずかしいなら、一度鏡に映せば、モロじゃなくなる」

  「なるほどね。鏡に映ったものはモロじゃない。あくまでも二次元化されたもの。たしかにるりの論理にも一理あるわ」

  　藍斗が頷うなずいた。どんな血なまぐさい方法を言うかと思っていたら、るりにしては拍子抜けするほどに普通のアイディアだ。

  （でも……鏡に映しても、見えないような？）

  　先ほどひとりで見てみようとしたことを思い返す。たしか、ぴたりと閉じた形をしていた。鏡に映せば、ぽんが部屋でこっそりと確認した部分までは、見ることはできるだろう。

  （けど、それじゃだめですよね？）

  　肝心の部分は見えないわけで。

  「藍斗さん、あの、わたしたち、根本的に間違っていたかもしれません」

  「根本的な間違い？　どういうことよ、説明して頂戴」

  　藍斗が、水を差すなとばかりにきっときつい視線を向けた。

  「だって……あの……ほら、あれって……ぱっと見ではわからないというか……」

  「たしかにぽんさんの言う通りですわ。鏡に映したところで、見られるのは表面ばかり。肝心の肝はその奥ですものね」

  「くぱぁっ！」

  　那な美み香かが感心したように頷うなずき、るりはすっかり抜けていた、というふうに叫び声をあげる。

  「な。何よ。じゃあ、鏡もダメってこと？……どうしましょう。これじゃあ、今日の活動の成果がゼロってことになっちゃうじゃない。せっかくの合宿なのに……」

  　藍あい斗とはいよいよ困った様子で、下した唇くちびるをぎゅっと噛かんでなにやら考え込んだように黙ってしまう。

  「待ってください、必ずあるはずですから……恥ずかしくなく見せ合う方法……ううん、ええっと」

  （ううう、どうしよう、困ったなぁ）

  　こうも失敗続きでは、なんだか気持ちも落ち込んでしまう。藍斗の言う通り、せっかくの合宿。楽しく活動をして、それ以外の時間でたくさん遊んで、いい思い出をたくさん作って帰りたいのに。

  　とはいうものの、いいアイディアは浮かばない。皆で頭を捻ひねってうんうんと唸うなっていると、藍斗は決意を固めたように低い声で言った。

  「これが……普段の活動ならまだ諦あきらめられるわ。でも、今は合宿。この合宿で、何を得て何を持って帰るかということは、セク研の未来にかかってくるわ。だからね、みんな、お願い。私の活動に協力して欲しいの……もう、羞しゆう恥ち心しんがどうのってレベルの話じゃないわ。こうなったら、全員で直じかに見せ合いましょうッ」

  「ええっ、直ですかぁ!?」

  （いくらなんでも見せ合いっこだなんてぇっ）

  　しかし、藍斗の破れかぶれな提案に目を白黒させているのはぽんひとり。

  「脱毛エステに通っていてよかったですわぁ！」

  「肉ニクにくー！」

  　待ってましたとばかりに、那美香とるりは小躍りする勢いだ。

  「な、おふたりとも、むしろモロ見せには乗り気なんですかぁ？」

  「だって、女のコ同士ですもの、何もおかしなことなんてありませんわ。それにわたくし、お風ふ呂ろの際など雪ゆき見みにはよく見られていますし」

  「うん、るりも見られるのは平気だし、人のにも興味がある」

  「ええっ、嘘うそぉっ!?　女のコ同士だって恥ずかしいですってばぁ。ねぇ、藍斗さん？」

  「……そ、そうね。女のコ同士だって恥ずかしい。恥ずかしいわよ」

  　よかった。藍斗だけはわかってくれた。ぽんがほっと胸を撫なで下ろしたのもつかの間、藍斗はキッと強い意志の滲にじみ出た目つきで宙を睨にらむと、有無を言わせない口調で言う。

  「でも……これは乗り越えないといけないハードルよ。乗り越えた先には、十八歳処女喪失幸福論の新展開がっ！　さぁ！　今こそ、みんなで一斉にパンツを下ろす時が来たのよッ」

  「お姉ねえさまかっこいい────ッ」

  「さぁ、いち、に、のさんで下ろすからね、いち！」

  　藍あい斗とがショートパンツのウエストに手をかけた。るりと那な美み香かもスカートの中に手をもぐり込ませてパンティーを脱ぐ体勢だ。

  （ううっ、嫌いやなんですけど……でもこの期ごに及んでひとりだけ裏切るとかは、さすがにできない……）

  　渋しぶ々しぶ、ぽんも皆に習ってスカートの中に手をもぐり込ませると、腰骨に引っかかったショーツのゴムに指先を掛ける。

  （うううっ。なんでこんなことに……）

  　泣きそうになりながらも、心臓がトクトクと高鳴る。

  （自分のだって、今日初めて見たというのに、人さまのまで……ああっ、もし、もしも、わたしのだけ特別におかしかったらどうしよう。色とか、形とか……）

  「それ、にーっ」

  　ゴムに掛けた指にぎゅっと力を込めた。

  （でも……それでも、みんな一緒だし。そうです、もしも自分だけみんなに見られる、というのだったら恥ずかしくて死にそうですけど、見せ合うっていうんなら……みんな一緒だったら）

  　そうだ。ここでひとり脱がずに裏切り者扱いされたり、仲間外れにされるほうが嫌だ。それに、見せ合うっていうのも、仲がいいからできることで。

  （そう、仲がいいからできるんです！）

  「それ、さー……ああッ、ちょっとまって、ダメ、不公平だわッ」

  　パンツを下ろす合図の声が響き渡ったのもつかの間、何を思ったか藍斗が突如制止をかけた。

  「うぎゃあぁっ」

  　しかし、そう急には止まれない。ぽんのパンティーは、すでに股こ間かんを離れ、膝ひざの辺りでくしゃっと丸まっている。るりにしても、那美香にしても、すでにパンティーを下ろした後だ。

  「ちょおっ、藍斗さん、なんでひとりだけ……それはないですよぉ……」

  　みんな一緒だからと脱いだのに。

  　ショックを隠せずに涙声をあげると、藍斗は顔を真っ赤に染めて首を横にぶるぶると振った。

  「ち、違うわよ！　だって、みんなスカートじゃない！　私だけショートパンツで、下ろしたらその場で丸見えじゃない！　その差は大きいんだから！」

  「そんなの、仕方ないじゃないですか。どうせ、スカートもめくり上げるんだし」

  「だ、だけど……」

  「ダメですわ。藍斗さん、ご自分も脱ぐとおっしゃったのに、どんな理由があろうとも脱がなかった以上、今さら言い訳はいけません」

  　那美香がきっぱりと首を横に振った。

  「……だから、それは、みんながスカートを脱いでくれたら脱ぐわよ」

  　藍あい斗とは唇くちびるを尖とがらせると、気まずさを誤ご魔ま化かすように怒って言った。

  「みんなに先に下半身すっぽんぽんになれって言ってるわけですか？　それだったら、藍斗さんもショートパンツだけでも先に脱いでください」

  「だって、それじゃあ、パンツ丸見えになっちゃうし……今日あまり見せたくないパンツだから……」

  　そのパンツをこれから脱ごうというのに、今さら恥ずかしがるなんて今日の藍斗はやっぱりヘンだ。

  「あら、藍斗さんともあろうお方が、勝負下着ではないなんて、ぽんさんに示しがつきませんわ」

  　ぽん、という言葉に藍斗はさらに顔を赤くする。

  「だからぁ……そう、スカート、スカートを持ってくるから、ちょっと待ってて頂ちよう戴だいっ」

  　藍斗は耳まで真っ赤になって慌てた様子で居間を出ると、二階へと上がっていった。

  

  「これで公平でしょ、さぁ、これなら私もパンツを下ろせるわ！」

  　スカートに穿はき替えて戻ってきた藍斗は、皆の前に仁王立ちになると意気揚々と胸を張った。

  「それはいいですけど……なんでセーラー服なんですか？」

  　正しく言うと、セーラー襟えりのブラウスに紺色のミニプリーツスカートというコーディネートなだけで、どこかの制服であるわけではないが、ぱっと見はセーラー服にしか見えない。

  「だって仕方ないじゃないの。持ってきてるスカートがこれだけだったんだから」

  　家から着てきたのがたまたまセーラー襟のブラウスだったため、それに紺色のプリーツスカートを合わせた結果、偶然そうなってしまったらしい。もっとも、普通のセーラーシャツとは違い、藍斗が着ているのはノースリーブで、それが逆にコスプレ臭を強くしている。

  「さぁ、これで私もパンツくらい脱げるんだから……」

  　藍斗はスカートの中に手を入れると、そのまま静止してしまった。モジモジと太ももをこすり合わせて、そのまま立ち尽くしている。

  「藍斗さん、どうしたんですか？」

  「……ちょっと、待って、もうちょっとだけ」

  　業ごうを煮やしたぽんが尋たずねても、藍斗は、まだ決心がつかないらしく、ぎゅっと両目を硬く閉じて唇を噛かみしめたまま身体からだを強こわ張ばらせている。

  「ねぇ、藍斗さんってば、脱がないんですか？」

  「脱ぐわよッ!!　脱ぐけどちょっと待ってって言ってるの！」

  「たかがおパンティーを脱ぐのに、そんなに時間がかかっては、日が暮れてしまいますわ」

  　那な美み香かが呆あきれたように肩をすくめた。

  「だって、こんなふうに三人に囲まれてたら脱げるものも脱げないわよッ！」

  「藍あい斗とお姉ねえさま、それならば、るりが手伝ってあげる！」

  　るりが藍斗のプリーツスカートの裾すそに手を伸ばす。ぐいっとめくり上げると、ひらりと布が翻ひるがえり、ブルーのストライプのパンティーが露あらわになる。

  「きゃあんっ」

  「えーい、みんな一緒が楽しいゾーいっ！」

  　慌ててその場にしゃがみ込む藍斗。しかし、るりは容赦なくめくれ上がったスカートから覗のぞくパンティーのウエストゴムを掴つかむと、ぐいぐいと引っ張る。

  「そうですわ、藍斗さん、皆さん一緒が楽しいですわ、脱いでしまいましょう！」

  　なぜだか那な美み香かも妙にハイテンションな様子だ。いったいどうしたのだろうか……と疑問に思いながらも、なんだかぽんの心も浮き立っている。

  （なんだろう、この妙に軽やかな気分……ひょっとしてノーパンのせい？）

  　夏の海辺で水着で寝そべっている気分に近いと言ったらいいだろうか。いつもは小さなショーツで窮きゆう屈くつに包み込まれている下半身が開放され、ああ、私って自由なんだなぁ、としみじみ幸せを感じてしまうフリーダムなこの感じ。

  　開あけっ放しの窓から注ぎ込んでくるのは心地よい潮風と明るい太陽の光。この瞬間を大切な友人たちと共有できる幸せ。

  （んーっ、気持ちいい……かも!?）

  　藍斗が脱がなかったことに目くじらを立てているのさえ、バカバカしい気分だ。

  「さぁ、早く藍斗さんもこちらの世界へいらしてください。ウエルカムトゥノーパンワールドですわ」

  　那美香がダンスでも誘いかけるように藍斗の手をとる。

  「ノーパンアンドピース！」

  「だ、だめぇええッ、きゃ、きゃあああッ！」

  　藍斗の両手がふさがったその隙すきに、るりが藍斗のパンティーをずりっと下げた。藍斗は慌てて那美香の手を振り切ると、スカートを押さえ涙声交じりの叫び声をあげる。

  「ダメ、めくるのは、ダメぇえええええッ……きゃあぁっ！」

  　しかし、るりは執しつ拗ように藍斗のスカートを掴つかみ、めくり上げようと必死だ。

  「ノーパンフリーダム！」

  　るりの手から逃れようと、藍斗は必死に身体からだを捩よじるも、足首までずり落ちたパンティーに両足をとられて、そのまま床に背中から転倒する。

  「だ、大丈夫ですか!?」

  　慌てて助けの手を差し出そうにも、藍斗は勢い余って、ぐるんと回転しながら床を転がっていく。蛙かえるのように開いてしまった両足の、右足首からくしゃっと丸まったパンティーが脱げて宙を舞った。

  　スカートはめくれ上がり、その中心は……。

  　あまりの光景に一瞬時間が止まったように思えた。

  「……ＭＡ・ＲＵ・ＭＩ・イエーイ！」

  　るりがただでさえまんまるの目を、さらに丸く見開いて、めくれ上がったスカートから覗のぞく、ぷりんとしたお尻しりと、真ん中の割れ目に驚きの声をあげる。

  「お姉ねえさま……ピーチアンドアップル？」

  「あ、藍あい斗とさん……」

  　那な美み香かが口元に手を当てて絶句し、ぽんもあまりのことに一瞬言葉を失う。

  （こ、これは……相当に恥ずかしいのでは……）

  「んんっ、イタタタタぁ……あ？　きゃぁっ、ダメ、ダメぇええっ。見ちゃダメ、見ないでぇっ！！！」

  　ようやく自みずからの惨状に気がついた藍斗は、バタバタと足を動かして起き上がろうとする。しかしヘナヘナと脚に力が入らないらしくうまく起き上がれない。ぽんが手を差し出すと、その手を掴つかんでようやく身体からだを起こすことができた。

  「藍斗さん、怪け我がとかないですか？」

  「ふええ……見た？　ねぇ、見たんでしょ？」
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  　藍あい斗とは脚をハの字にしてぺたんと床に腰を下ろした体勢のまま、目め尻じりに涙を溜ためてぽんを見上げた。

  「ま、まぁ、見えましたけど……でも、藍斗さん、気にすることないです！　みんなついてるものですから。ほら、これから見せ合うわけだし、ひとりだけ、ちょこっとフライングしちゃっただけだと思えば」

  　我ながらまったく説得力のない慰なぐさめだとぽんは思う。

  「や、やっぱり見られたんだ……ううう、ぽ、ぽんに見られた……ふええええええんんッ！」

  「藍斗さん、今のは事故で！　ねっ、これからみんなで見せ合えばチャラじゃないですか!?」

  「なんで私だけ、こんな目に……ぐすっ、もうヤダぁ……」

  　ぽんがいくら慰めても聞く耳は持たない様子で、ゆらりと立ち上がると、うつろな目つきでパンティーを拾い上げ呟つぶやきながらリビングを出ていってしまった。

  「……困りましたわね。藍斗さんがいらっしゃらないと、部活になりませんもの」

  　那な美み香かが床に残った三枚のパンティーを見つめてため息をつく。

  　さっきまでの楽しかった雰囲気は一転、なんだか気まずいムードが漂う。

  （どうしよう……せっかくの合宿なのに）

  　ちょっと悪ノリしてしまったのは、あの楽しさを藍斗とも共有したかったからだ。それがこんな結果になろうとは。

  「わたし……なんとかして藍斗さんを慰めてきます」

  　ぽんは床から自分のショーツを拾い上げ、ぱんぱんと軽く埃ほこりを払って穿はき直すと、二階の藍斗の部屋へと向かった。

  

  「藍斗さーん、入りますよ」

  　藍斗の部屋のドアをノックしても返事はなかった。代わりにドアの向こうからは、シクシクというくぐもった泣き声が漏もれ出てきている。

  （うわぁ……かなり泣いてるっぽい。どうしよう）

  　ぽんはごくんと唾つばを飲む込むと、そっとドアノブを捻ひねる。

  　中へ入ると、藍斗はベッドの上にうつぶせになって泣いていた。ぽんが部屋に入ってきたことに気がつくと、枕まくらに埋めていた顔を上げ、ぽんを睨にらみつける。

  「何しに来たのよ」

  「何ってあの……藍斗さんが心配で」

  「放ほうっておいて頂ちよう戴だい」

  　藍斗の目はよほどに泣いたのか、うさぎのように真っ赤に充血していた。長い睫まつげは涙に濡ぬれ、しっとりと湿っている。その打ちひしがれた様子に、ぽんの胸に申し訳なさが込み上げてくる。

  （事故とはいえ、あんなふうに大切なところを見られちゃったら、そりゃあ、ショックですよね……）

  　どうしたら藍あい斗との気持ちを慰めることができるだろう。何かできることはないかと考えをめぐらせてベッドに歩み寄ると、隅に腰を下ろした。

  「あの……藍斗さん、何かわたしにできること、ないですか？」

  「ぽんにできることなんてないわよ！　見られちゃった私の気持ちなんて、わからないでしょッ」

  「そんなこと言わないでくださいよ、藍斗さん」

  「何よ、みんな笑ってるんだわ。自分のも見たことないっていうのに……人に見られちゃうだなんて……ぐすっ」

  「でも、ほら、どうせ見せ合う予定だったんだし、ね、気を取り直して部活に戻りましょうよ！」

  「じゃあ……ぽんも見せてよ！」

  「……ええっ？」

  「今ここで、ぽんが私に見せてくれる？　って聞いてるのよ」

  「……なんでそんなことに？」

  　藍斗の予想外の要求にあっけにとられていると、藍斗はさっきまでのしおらしい態度はどこにいったのか、声を荒らげて言った。

  「だって、そうじゃない。私は見られたのよ！　ぽんに見せてもらってようやく平等ってところじゃないの！」

  「ええっ、そんなめちゃくちゃな……」

  　ベッドの上に四つん這ばいになってにじり寄る藍斗から逃げるように、ベッドに腰掛けたままじりじりっと後ずさる。

  「じゃあ、何？　私のために何かしたいって、さっきのは嘘うそだったわけ？」

  「でもぉ……できることとできないことがあるというか」

  「皆は私のを見て、私は知らないまま。セク研の部長なのに一番経験値が低いままだなんて……納得いかない！　この心の傷は、ぽんのを見ることでしか癒いえないわっ！」

  　藍斗の言葉は、最後のほうは部長としてというよりも、個人的な感情になっていた。

  「だけど……」

  　ぽんは藍斗の前で、ただもじもじしてしまう。ハプニング的に開帳してしまうのと、じっくりと観察されるのでは、その恥ずかしさに天と地ほどの差がある気がする。もちろんどう考えても恥ずかしいのは後者のほう。

  　どちらにしても、アソコを見られるだなんて、恥ずかしさで言えば最上級だ。

  （でも、藍斗さんはその恥ずかしさをさっき味わってしまったわけで……）

  　気の毒だとは思うけど、それで見せろと言われて、はい、とはなかなか頷うなずき難がたい。しかし藍あい斗とは、もうこれしかないとばかりに畳み掛けてくる。

  「ねぇ、ぽん、ハムラビ法典を知ってるでしょ？　目には目を、歯には歯をって知らない？」

  「はぁ、歴史の授業で習いましたけど」

  「そう、だからね、見られたら見るしかない。それしかないのよ！　ぽん、お願い、見せて頂ちよう戴だい。せっかくの合宿を、こんな沈んだ気分のまま過ごしたくないのよ」

  「ううん、でも……」

  （藍斗さん。そんなに傷ついて……）

  　ここまで言うということは、本当に藍斗を癒いやすには、見せるしか方法がないのかもしれない。それに、まだ合宿は一日目。まだ残り四日もあるというのに、今日、ここで気分を直してもらえなければせっかくの夏の一大イベントが台無しになってしまう。

  （どうせ見せ合う予定だったし……それで藍斗さんが元気を取り戻してくれるなら、仕方ないかな）

  　仕方がない。ぽんは覚悟を決めると藍斗の目を見て頷いた。

  「……わかりました、藍斗さん。わたしの……見せてあげます」

  「本当に!?　いいの、ぽん!?」

  「ええ。でも、あの……恥ずかしいので、皆さんには秘密にしてくださいね」

  「もちろんよ！　私だって、ぽんの……を見たいって要求しただなんてことが、他ほかのみんなにバレたら恥ずかしいもの！　だから、ふたりの秘密にしましょう」

  　ふたりの秘密だなんて。藍斗との距離がぐっと縮まったみたいで嬉うれしい。

  「……じゃあ、藍斗さん、行きます」

  「ええ、わかったわ」

  　ぽんがベッドの上に膝ひざ立だちになり、スカートの中に手を差し込むと、一瞬、静寂が走った。

  　なんだか妙に緊張する。藍斗が息を飲むごくんという音と衣きぬ擦ずれの音が小さく響く。

  　足先からパンティーを抜き取ると、丸めて傍かたわらに置いた。お尻しりとスカートのデニム地が擦こすれてこそばゆい。さっき、みんなでノーパン祭りをした時には、開放感しか感じなかったのに、今度はなんだか心もとなさが先に立つ。

  「……恥ずかしいんで、あんまりじっくりとは見ないでくださいね」

  　声が震ふるえてしまったのは緊張のせいだろうか。藍斗は返事の代わりにぽんを見上げ、励ますようにこくんと頷いた。スカートをゆっくりゆっくりとめくり上げると、薄うすく茂った細い陰毛が露あらわになる。藍斗の口からは、ほうっという長いため息が漏もれ出された。

  「どうですか、藍斗さん」

  　緊張で身体からだが微かすかに震えている。藍斗の突き刺さるような視線が、じりじりと肌を焦がすようだ。心臓がドクドクと脈打って、顔が熱い。

  「……これじゃ、よく見えないから、もっと足を開いてくれないかしら」

  　藍あい斗とが掠かすれた声で言った。なんだかおかしな気分だ。血が全部心臓と顔とに持っていかれてしまったように頭がぼーっとする。

  「こんな……こんな感じでいいですか」

  　夢うつつの気持ちのまま、ゆっくりと股またを開く。

  （あぁっ、だ、大事なところ……見られちゃったぁ）

  　心臓の高鳴りはそのままに、緊張していた身体からだが一気に脱力して弛し緩かんする。

  　吐息が勝手に漏もれて、気がつくと喉のどがからからに渇いていた。

  「ぽんの……ぽんのここは、こんなふうに……なってるのね」

  　藍斗は、無意識にか、口元に持っていって人さし指を前歯で軽く噛かんで、じっとぽんの中心部に視線を注いだまま息を飲んだ。顔を近づけて覗のぞき込んでいるせいで、温かい息がふわっと当たる。

  「ひゃっ」

  （いったい!?　いったい、どんなふうになってるんですか）

  　自分でさえも、ちらっとした見たことのない部分。なのに、こんなにじっくりと観察されてしまっているだなんて。そう考えると、恥ずかしさにまたも両りよう膝ひざに力が入ってふるふると小刻みに震ふるえてしまう。
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  「ひゃぁっ……藍あい斗とさん、そんなに近づいちゃ、ダメです」

  　もう恥ずかしさの限界だ。イヤイヤするように顔を手で隠すと、藍斗は頭を横に振った。

  「ダメよ、ぽん。もうちょっと見せて頂ちよう戴だい」

  「でも、わたしだって、藍斗さんのそんなにじっくり見てないのに……藍斗さん、ずるいです」

  「じゃあ、何？　私のももう一度見たいっていうの？」

  「……別に見たいってわけじゃないですけど」

  「……ぽんは私のが見たいってわけじゃない。私は見たいわ。ぽんは見られていなさい？　これでいいでしょう。何が不満だっていうのよ」

  　なんだかよくわからない論理だけど、頭がふわふわとして反論できない。

  （ああ、なんだかどんどんヘンな気分になっていくです……）

  　恥ずかしくてたまらないのに、ほんの少しだけ気持ちがいいという思いもある。

  （見られて気持ちがいいだなんて……）

  　どうしちゃったんだろう。心臓はばくばくと脈打って痛いほどだ。注そそがれる藍斗の視線は、まるで熱でも持っているかのようにジンジンと熱く、内側から何かが溢あふれてしまいそう。

  「……ねぇ、ぽん。ちょっと。ちょっとだけ触ってもいいかしら」

  　藍斗がぽんを見上げると、決意を決めたようにおずおずと言った。

  「え、触るって……どこをですか？」

  「決まってるじゃない。ねぇ、せっかくの機会だもの。もっと見識を深めたいわ。ね、お願い、ぽん」

  「だ、だめですよ、そんなのぉ……」

  　口では抗あらがいながらも、本当は、少しだけ、ほんの少しだけ触られたい気もする。

  　さっきから下腹部に渦巻いているうずうずとした疼うずきが、触られたらば治まりそうだし、胸がぎゅうっと絞られたように切なくてたまらない。

  （藍斗さんは研究のために触るんだろうけど……）

  　見られているだけで、これだけおかしな気分になっているのに、触られたらどうなってしまうんだろう。想像すると、ゾクゾクっとした快感が込み上げてきて、背中がぴくんっと跳ねた。そのはずみで開いていた脚が内側に倒れ、両りよう膝ひざがこつんとぶつかる。

  「あーぁ、隠れちゃった……ねぇ、もう一回足を開いて、もっと見せて頂戴」

  「ダ、ダメです。藍斗さん。もう十分見たでしょう。もう……もう今日は、これくらいにしてください」

  　もう一度見せたら、今度こそ触るのを許してしまうかもしれない。女のコ同士といえども、触られてしまうのは、やっぱりまずい。慌ててスカートを下げるとガードするように、ぎゅっと両手の拳こぶしで隠す。

  「そうね……まぁ、今日はこれくらいにしておくわ」

  　藍あい斗との顔もまるで熱でもあるかのように赤く、ぼーっとした顔つきをしている。

  （藍斗さんを慰なぐさめるためとはいえ、すごく破は廉れん恥ちなことをしていた気が……）

  　思い返すと顔が熱い。ぽんはパンティーを慌てて拾い上げると、藍斗に背中を向けて素早くつま先を通した。

  

  「みんな、迷惑かけたわね。もう大丈夫。機嫌は直ったわ……ってどうしたの、みんな!?」

  　藍斗とぽんとが連れ立ってリビングへと戻ると、那な美み香かとるりとが、どよんと曇った顔つきで、ダイニングチェアに腰掛けていた。

  「晩御飯は貝尽づくしだそうですわ」

  　那美香がげっそりとテーブルの上を指さす。

  　そこに並んでいるのは、貝の船盛りに、牡か蠣きのジェノバソース、蛤はまぐりとルッコラのパスタに浅あさ蜊りバターに瀬せ戸と貝がいの炊き込みご飯に小柱のかきあげｅｔｃ、和わ洋よう折せつ衷ちゆう、貝、貝、貝のオンパレード。豪華極まりないメニューだが……まるで食欲が湧わかない。

  「……私、昼から貝に振り回されて、正直もう食傷ぎみだわ」

  　藍斗がぼそりと呟つぶやいた。那美香とるりも同意するようにこくこくと首を縦に振っている。

  「ほら、皆さん、お座りになって。温かいうちに召し上がってくださいませ。こちらは、鮑あわびの残酷焼き。ほ～ら、こんなに新鮮ですよ」

  　しかし皆の事情を知らない雪ゆき見みは、手に持ったお盆の上でうごうごとうごめく活いき鮑を、テーブルの上にセットされた七輪の金網の上へと乗せ替えた。メラメラと燃える炎に、熱いよ熱いよギギギとばかりに鮑がうねうねと踊りくるう。

  「おおっ、美う味まそうじゃないか！」

  　その様子を見てひとりハイテンションなのは音おと崎さきのみ。

  「おう、いい匂においだな。これぞ海の幸！　この貝な、先生が貰もらってきたんだ。全部、漁師がお礼にってな。ん？　なんの礼かは聞くな、それはヤボだぞ？　さ、食うぞ！」

  「……もう貝はこりごりです」

  　嬉き々きとして、食卓の貝尽くしを貪むさぼり食い始める音崎教諭を横目に、うんざりとため息をつくセク研一同だった。
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   セク研議事録❶　８月27日

  

  ぽん「ねぇ、皆さん、せっかくの合宿の夜です。なんかこう、女子会というか、乙女話というか、ガールズトーク的なことをしましょうよ！」

  藍あい斗と「いったいなんの話がしたいのよ」

  ぽん「決まってるじゃないですか。好きな人の話ですよ！」

  るり「好きな人？　好きな部位ならあるけど。ロースにハラミにカルビにミスジ……」

  那な美み香か「わたくしもたくさんありますわ！　三角筋に外がい腹ふく斜しや筋きんに腹ふく直ちよく筋きん！　股また下したにいきますと、大だい殿でん筋きんに腸ちよう膝しつ靱じん帯たい、大だい腿たい二に頭とう筋きん！　それに……」

  ぽん「違います！　身体からだの部分じゃなくって、誰だれが好きかっていう話です！」

  藍斗「……ぽん、そういうことを人に聞く時は、まずは自分から言うものでしょ？」

  るり「そうだそうだー！」

  ぽん「じゃあ、言いますね。好きな人は……」

  藍斗「ちょっと待って！　心の準備がっ!!」

  那美香「なぜ藍斗さん、心の準備など？」

  藍斗「ぐっ……いいじゃないの。すーはーすーはー（深呼吸）。……さぁ、準備オーケーよ。ぽん、言いなさい？」

  ぽん「……ごめんなさい。よく考えたら、今、好きな人、いませんでした。女子高だし、全然、出会いないし」

  藍斗「何よそれ！　期待させといて！！！」

  那美香「それでも、以前好きだった人はいらっしゃったんですわよね」

  ぽん「はい。家庭教師の先生は好きだったけど」

  るり「ふられたぽん！」

  ぽん「ふ、ふえぇん！　るりさん、それは言わないでください！」

  藍斗「……ああいう男が好きなの？　ちらっと見たけどまったくもってわかんないわ。あんな男のどこがいいのか」

  ぽん「そんなことないです！」

  るり「でもふられたぽん！」

  ぽん「もうっ、ふられたことはわかってますから、傷に塩を塗りこまないでくださいッ！　ところでるりさんが好きだった人とか好きな人とかいるんですか？」

  るり「（即答）お兄ちゃん」

  ぽん「聞くだけ無駄でした。それじゃあ、那な美み香かさんは？」

  那美香「わたくしですか？　特に人ではいないのですが……」

  ぽん「やっぱりマッチョならなんでもいいんですか!?」

  那美香「なんでもいいわけではありませんわ。ポーズも大切です。モスト・マスキュラーをしている男性なんて、見み惚とれてしまいますわね」

  ぽん「モストほにゃらら？　それ何ですか？」

  那美香「（肩を怒らせて両りよう拳けんを胸の前で合わせて）このポーズですわ。殿方が最も力強く、最も勇敢に見えるポーズです」

  るり「切れてる、切れてる！」

  藍斗「だんだん乙女トークから離れていくわ……」

  那美香「そういう藍斗さんはどうでして？」

  藍斗「私？　私は……ええと、小柄で、髪の毛がさらっとしてて、どちらかといえば可愛かわいいタイプで」

  るり「（ぽんを見ながら）やっぱりお姉ねえさまは……」

  藍斗「ち、違うわよ！」

  るり「っていうかみんな趣味がちがいすぎてガールズトークが盛り上がらなすぎ……」
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   第二話　合宿二日目



  


   １　乙女の泉

  

  「濡ぬれるッ、濡れるぞ、いや、正直なところ、もう濡れているッ！」

  　突如、音おと崎さき教諭が叫び声をあげながら立ち上がった。

  　合宿二日目、今日も天気は晴天。雲ひとつない青空から照りつける太陽の陽ひ差ざしは強いものの、海からの潮風はからりと爽さわやかで、かいた汗をすぐに乾かしてくれる。

  　三面すべての窓を開あけ放ったダイニングのテーブルの上に並んだ今朝の朝食は、焼きたてのクロワッサンに新鮮な牛乳たっぷりのカフェオレ、中からとろりとチーズが溢あふれ出す半熟オムレツと、ぱりっと焼いたソーセージ。まるでホテルのような優雅な朝食タイムをぶっ壊すかのような音崎の雄お叫たけびに、皆の視線が集中する。

  「……先生、何が濡れているんですか？」

  　ひょっとしてカフェオレでもこぼしてしまったのかと足元を確認したが何もない。

  　いったい何事かと戸惑っている一同の視線を一身に浴びながら、音崎教諭は銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥の目をキラリと光らせて、右手の一いつ升しよう瓶びんを口へと運んだ。

  「濡れるといったら決まっているだろう。先生の下のお口だよ！　昨晩の貝尽づくしのおかげですっかり精がついたようでな。朝から大洪水なんだが、あいにくのところ、捕手がここにはおらん。求むストッパー！」

  「ストッパーは投手じゃあ……ともかく、もしかして音崎先生、すでに酔っ払っていらっしゃいませんか？」

  　音崎の正面の藍あい斗との席までぷーんと酒の匂においが漂ってきている。右手の一升瓶の中身は当然お酒だろうし、昨晩、藍斗たちが寝静まった後も、ひとり居間に残り、相当遅くまで飲んでいた様子。どれだけ飲むんだと呆あきれを通り越して、感心してしまう。

  「二日酔いには迎え酒と相場が決まっている。先生は今日から帰宅するまで、一秒たりとも正気に戻ったりせんからな。はっはっは！」

  　高々と笑い声をあげる音崎。

  （よっぽどストレスでも溜たまってるのかしら。大人って大変そう）

  　そんなことを思いながらも、先ほどの音崎の発言にふと覚えた引っかかりを尋たずねる。

  「あの、先生……さっきおっしゃってた、その、ぬ、濡れるって、いったいどういうことでしょうか」

  「おや、国こく分ぶ、お前としたことが、濡れるってことを知らないのか？」

  「もっ、もちろん知ってます。そんなことくらい当然の知識ですからっ！」

  「知識ねぇ。相変わらず頭でっかちだな、国こく分ぶ。まぁ、いい。問題は、先生が今、だだ漏もれしまくって、ヌルヌルのぬちょぬちょだということだ。お前はどうだ？　濡ぬれているか」

  「そ、そんなわけないです！　……だって、その……つまりそれって、性器に刺激を受けたり、性的に興奮したときに分泌されるものではないですか。こんな朝食を食べながらそういったことは……」

  「ふーん。じゃあ、濡れたことはあるのか？」

  「えっ、……!?」

  　突然言われてどくんと藍あい斗との心臓が波打った。

  （……私、そうなったことってあったかしら）

  　思い出せる限り思い返しても、そうなったためしはない。

  （でも……当たり前のことよね）

  　セク研の活動上、アダルトビデオや裸体の図版などを見る機会がないでもない。その際、胸がドキドキすることはあるけれど、これは研究だと自分に言い聞かせている。たまに、もしも自分がこうされたら、と妄想しかけてしまうこともあるが、あまり具体的に考えるのはなんだか怖いし、何よりもはしたない気がして、いつもストップをかけてしまう。

  （性的興奮じゃないけど……）

  　藍斗はクロワッサンを頬ほお張ばっているぽんを盗み見る。

  　顎あごのラインで揃そろえた薄茶色の髪の毛には、トレードマークのブルーのリボンが揺れている。ふくふくの頬とちょこんと小さな鼻に可愛かわいらしい小さな唇くちびる。まんまるつぶらな瞳ひとみは、まるで子犬のように愛らしい。

  　そんなぽんの身体からだを触っている最中には、なぜか身体が異常な反応を起こしたことはある。

  　心臓が高鳴り、触れた指先がひりっとまるで通電したように痺しびれ、頭がぼーっとしてしまう。ぽんが声をあげるたびに、ゾクゾクとした快感が背せ筋すじに込み上げる。時にはお腹なかの下あたりがきゅんっと熱くなることもある。

  （……でも、ぽんは女だし、私の性的対象ではないわ。ということは、あの反応は性的興奮ではない。だから、濡れなくて当然。じゃあ、どうすれば濡れるの？　そもそも、みんな濡れたことがあるのかしら）

  　他ほかの三人の顔を上目で窺うかがっていると、音おと崎さきが含み笑いで言った。

  「そうか、国分は濡れたことがないのか。ウブいなぁ。もちろん、実じつ相そう寺じはあるよな？」

  「わたくしですか？　ええ……ないことはないことはないですが」

  　那な美み香かがフランクフルトにぱくりとかぶりつきながら恥ずかしそうに頷うなずいた。

  「ええっ！　那美香はあるの？」

  「はい、お恥ずかしながら」

  　那美香はフォークをテーブルに置くと、ほんのりと赤く染まった頬を両手で包み込んだ。

  「おおっ？　何で濡ぬれたんだ？　やっぱりマッチョか？」

  「ええ、マッチョな方のグラビアや映像で……本当にお恥ずかしいですわ」

  「恥ずかしいことじゃないぞ？　それが普通のことだからな。な、宮みや家けだってあるだろう？」

  「うん、あるよ」

  　るりはさも当然のように頷うなずく。

  「何で濡れた？」

  「スーパーの肉売り場にいると滴したたる」

  「それは唾つばだろう」

  「いいや、下のお口だね」

  　どうやらるりも経験があるらしい。

  （そんな……私だけないって、ひょっとしておかしいのかしら）

  　藍あい斗との胸に不安が込み上げてくる。同じ年の那な美み香かはともかくとして、年下のるりまでもが濡らした経験を持っているだなんて。

  （この問題は、ひょっとして、十八歳処女喪失幸福論に重大に作用してくるかもしれないわ……）

  　完璧に知りつくしていると思っていた自みずからの身体からだに、自分だけが未経験の反応があるかもしれないという疑惑が浮かび、急に不安になる。

  （でも、きっと個人差があるし。そうよ、ぽんはどうなのかしら）

  　子供のようなつるんぺたんな身体を持つぽんに限っては、ウエッティーになることなどあるわけはない。

  「ねぇ、ぽんはどうなの!?　濡れたことはあるの？」

  「え？　わたしですか……まぁ、あの……はい」

  　一いち縷るの望みをかけて問いかけると、なんとしたことか、カフェオレを啜すすっている手を止め、恥ずかしそうに頬ほおを染めながら頷うなずいた。

  「ええっ、ぽ、ぽんまで!?」

  　藍斗は動揺を隠せず、声がうわずってしまう。予想外の降水率の高さだ。藍斗以外が全員経験しているだなんて。

  「ど、どうして濡らしたりしたのよ!?」

  　なんでか、胸がきゅうっと痛んで悲しい気持ちが込み上げてくる。

  （ヒドい、ぽんってば……誰だれか私の知らない人の裸やエッチなところを見て、興奮して濡らしちゃうだなんて……）

  　裏切られた気さえする。悔しくて、嫉しつ妬とのようなこの気持ちはいったいなんだというのだろう。

  「ど、どうしてって言われても、自分では制御できないっていうかですね」

  「ダメよ！　性欲くらい制御しなさい！　そもそも、いったいどうしてその……何を見て、ぬ、濡ぬらしたりしたっていうの!?」

  「ええっ、……ま、漫画ですけど……」

  「何それ、ぽんってばそんないやらしい漫画を読んでいるの？　そんな子供みたいな顔してるくせに！　信じられないわ！」

  「べ、別にエッチな漫画ってわけじゃなくってですね。最近の少女漫画は、普通にエッチなシーンもあることが多くてですね」

  　ぽんは顔を真っ赤にして必死に弁解するが、ショックに動揺している藍あい斗との頭には入ってこない。

  （ショック!!　こんな、エッチなことなんて、まるで知りません、という顔をして、漫画のエッチなシーンで濡らすだなんて……いったいなんてことなの!?）

  　読むとぽんが濡らしてしまうというのは、どういう作品なのかを知りたい。それに、那な美み香かやるりはともかくとして、ぽんのようなノーマルな女子が濡れるというならば、藍斗が濡れる確率も高いのではないだろうか。

  （……決めた、決めたわ！）

  　合宿二日目の活動としてはまさに相応ふさわしい課題ではないだろうか。

  　藍斗はごほん、とひとつ咳せき払ばらいをすると、テーブルを囲んで朝食を取っているセク研のメンバーに向かって厳おごそかに告げた。

  「本日のセク研の活動は『濡れる』についてよ！　食事が終わったら各自いったん部屋に戻って１時間後の10時に居間に集合、いいわね!?」

  

  「それにしても、濡れたことがないだなんて……不覚だったわ」

  　藍斗はバルコニーの手すりに置いた両手の上に、顎あごを乗せると小さくため息をついた。

  　開あけ放たれた眼前に広がるのは、目に緑が眩まぶしい芝しば生ふ敷きの庭。そして、その先には雄大な紺こん碧ぺきの大おお海うな原ばらだ。

  　昨日は凪ないでいたが、今日は風があるせいか、波も少し強いらしく、ところどころに白い沫あわが立っている。ぽつりぽつりと漁船が沖に出ていて、獲れた魚目当ての海鳥たちが翼を羽ばたかせて群がっている。

  　そんな清すが々すがしい景色を目に映しながらも藍斗の頭の中はあのことでいっぱいだ。

  　セク研の命題は十八歳で最高の処女喪失を行うこと。

  　その日に備えて心身ともに切せつ磋さ琢たく磨ましていかねばならぬのに、藍斗自身、セックスに必要な膣ちつ液えきが分泌されたことがないだなんて、由ゆ々ゆしき事態だ。

  　いざという時になれば分泌される、という考え方もないではないが、そんな行き当たりばったりでは、最高の処女喪失など夢のまた夢。

  （予行演習して分泌する……濡ぬれるということが具体的にどういうことなのか、確かめておいたほうがいいから、今日の活動は本当に有意義だわ）

  　昨日の女性器研究は失敗に終わってしまった分、今日はなんとしてでも成功させなくてはならない。

  （なんとしてでも、『濡れる』のメカニズムを解明するのよ！）

  　拳こぶしを握り、決意を固めていると、部屋のドアがノックされるコンコンという音が響いた。

  「どうぞ」

  「お待たせしました。藍あい斗とさん、こちらでよろしいでしょうか」

  　声をかけると、扉が開き、メイド服を身に着けた雪ゆき見みが姿を現した。その手には、文庫本がいっぱい詰まった紙袋が下げられている。

  　藍斗はサンダルからスリッパに履はき替えて室内に戻ると、雪見から紙袋を受け取った。

  「適切なものはあったかしら」

  「ええ、たっぷりありましたわ」

  「そう、ありがとう。助かったわ」

  　食材の買い出しのついでに、雪見に島にひとつだけあるという書店に寄ってもらい、今日の活動に必要な資料を買ってきてもらったのだった。

  「それでは、後ほど」

  　雪見は人を安心させる、感じのいい微笑を浮かべると藍斗の部屋を後にした。

  「これで準備はオーケー」

  　濡れることができるといいんだけど。そう思いながら藍斗は居間へと向かった。

  

  　時間ぴったりにリビングへと行くと、那な美み香かがソファーにゆったりと腰掛け、なにやら雑誌をめくっていた。表紙には、マッチョ男性の半裸姿の写真が使われている。

  （ひょっとして、那美香は今も濡らしていたりするのかしら）

  　マッチョで濡らすなどということを先ほど聞いたものだから、妙に意識してしまう。

  「あら、藍斗さん、こちらにお座りになったらいかがでして？」

  「あ……うん、そうね」

  　那美香の隣に腰を下ろすと、ちらりと雑誌の中が見えた。

  （……全然わかんないわ。何がいいのかしら）

  　こんがりと小麦色に日焼けした男性がずらりと並んで、それぞれ筋肉を強調するポーズを取っている。やたらテカテカと身体からだが光っているのは、オイルでも塗っているのだろうか。

  　たしかにすごい筋肉だとは思うがまるでセクシャルな魅力は感じない。彫刻か人体模型かを見ているような気分だ。これで那美香は濡らす、というのだから不思議で仕方がない。

  「あら、藍斗さんも興味を持ってくださいまして？」

  　首を捻ひねっていると、藍あい斗とが横から覗のぞいていることに気がついた那な美み香かが顔を上げた。

  「いや、別に……ところで、るりとぽんはまだなの？　もう約束の時間を過ぎてるじゃない。それに音おと崎さき教諭も」

  「ぽんさんとるりさんはわかりませんが、音崎教諭でしたら先ほど、嬉き々きとしたご様子でどこかにお出掛けになりました」

  「ええっ、また？　顧問だっていうのに、昨日も活動中、ずっと留守で。いったい何を考えているのかしら。それにぽんとるりもそうよ。昨日だって遅刻してきたじゃない！」

  　いくら合宿だからといって、少し気が緩ゆるみすぎではないか。少し注意したほうがいいかもしれない。腹を立てていると、バタバタという階段を降りる足音とともにぽんとるりが姿を現した。

  「ごめんなさい！　ちょっと遅くなってしまいました！」

  「ごめんね、藍斗お姉ねえさま、部屋でいろいろしてたら遅刻しちゃった」

  　いったい何をしていたのかぽんの頬ほっぺたにはペンキのようなインクが付着している。

  （……まったくもう。しょうがないんだから）

  　その無防備な可愛かわいらしさに、叱しかる気持ちが一気に失うせてしまった。それどころか、顔がほころんでしまう。

  「ぽんったら、頬ほおが汚れてるわよ。洗ってきたら？」

  「……あっ！　はい、すぐに洗ってきますッ！」

  　ぽんはしまった、という様子で慌てて頬を押さえると、洗面所へ向かって早足で駆けていった。

  

  「朝食の時に言ったように、今日のテーマは『濡ぬれる』よ。ここに数冊の本があるの。今日のアレのためのテキストよ」

  　全員が揃そろうと、藍斗はあらかじめ雪ゆき見みから受け取っていた紙袋の中身を机の上へと重ねて置いた。

  「ふわぁ。これ、いったいなんですか」

  　ぽんが表紙に描かれた劇画タッチの半裸の女性のイラストを見て目を丸くした。

  「男女のおせっくすについて書かれた小説ですわ」

  「そうね、その通り。一般的には官能小説と言われてるんだけど、雪見さんに頼んで用意してもらったの。その中から、それぞれ一冊、好きなものを選んで、みんなで朗読してもらおうってわけよ」

  「藍斗さん、わたくし向けの教材は、ガチムチ男性のグラビアではいけませんの？」

  　那美香がおずおずと切り出した。

  「ダメよ。あのね、なんで今回は写真でも漫画ではなく、小説にしたかわかる？」

  　皆がぶるぶると首を横に振る。藍あい斗とはテーブルの上に重なった文庫本の中から、一冊取り上げて中をめくって見せた。

  「ほら、みんな、よく見て頂ちよう戴だい。挿絵こそ入っているけど、基本的には、小説は文字ばかりでしょう。これがポイントなのよ。興奮というのはね、刺激によって神経の働きが活発になることを言うの。性的興奮っていうのは、その中でも生殖活動に伴う興奮状態のこと。通常、音声や匂におい、そして見た目の視覚情報で興奮するんだけど、人間には想像力というものがあるでしょう。そのおかげで、抽象的シンボルや、空想でも興奮ができる仕組みになっているのよ。もっとも、これが度を過ぎると、ヘンタイっていうことになっちゃうんだけどね」

  「ぎくり」

  　自分でも思い当たることがあるのか、るりが身体からだを震ふるわせる。

  「るり、思い当たることがあるようだけど、安心していいわ。想像力が豊かなのはいいことだもの。だからね、今回の研究は、この想像力にスポットを当てようと思うの。目指すは想像力で濡ぬれる身体！　そしてこの訓練に一番向いている教材といえば、官能小説！」

  「なるほど、よくわかりましたわ。それにしてもいろいろございますのね」

  　那な美み香かがテーブルの上に積まれた官能小説の山へと手を伸ばした。ちょうどお茶を運んできた雪ゆき見みがテーブルの上にカップとソーサーをセットしながらにこりと微笑ほほえむ。

  「ええ。和わ姦かんに強ごう姦かん、不倫にＳＭ、ハーレムにコスプレ、近親相そう姦かん、主人公も妹に同級生、人妻、ＯＬにナース、教師と様々に取り揃そろえました」

  「マッチョ×マッチョはありませんの？」

  「残念ながら、この島の書店には、そういったジャンルはございませんでした。男性同士の性愛で、かろうじてあったのが『オラオラＳ系生徒会長×むっつり受けＭな音楽教師、後ろ穴挿さされ隊』というこちらの作品なのですが」

  「でも、こちら、主人公は身長１８０センチ、体重60キロと書かれていますわ……それではあまりに細すぎます」

  　那美香が悲しげに睫まつげを伏せる。

  「ないものはないんだから、諦あきらめなさい、那美香。それにね。今こそ想像力を働かせる時よ。自分で主人公たちはマッチョだと思えばいいのよ！」

  「想像力？」

  「そう、主人公は身長１８０センチ、体重１００キロだと思って読めばいいのよ」

  「なるほど、それでしたらわたくしの好みそのものですわ」

  「那美香さまがまたひとつ、人間として大きくなられました」

  　雪見が感慨深い面おも持もちで頷うなずく。

  「お姉ねえさま、るりはこれがいいかな」

  　るりが差し出したのは、『強制女装・痴ち漢かんされたいの』という作品だった。

  　てっきり妹×お兄ちゃんモノを手に取ると思っていたので意外に思う。

  「どうしたの、るり。ちょっと趣味が変わったんじゃない？」

  「うん、最近はこういうのがいいかなー、なんて」

  　いつもポーカーフェイスのるりがどうしたことか頬ほおを染めている。どうした心境の変化なのかはわからないが、自分がそれがいいと言うならそれがいいのだろう。お兄ちゃんが寂しがるんじゃないのかなぁと思いながら、残るはひとり。ぽんに本の山から一冊を選ぶように促うながす。

  「さぁ、ぽんはどれにするの？」

  「わたしですか、正直どれでも……できるだけソフトなやつがいいんですが」

  「ソフトでもいいけど、ちゃんと濡ぬれないとダメよ」

  「うーん、じゃあ、これで」

  　ぽんが選んだのは『内緒の家庭教師　いとしの先生さま♡』というタイトルだった。

  　がつんと後頭部を殴なぐられたような衝撃が藍あい斗とを襲おそう。

  （家庭教師だなんて……）

  　中学の頃ころから憧あこがれていたという家庭教師にぽんが振られたのが今年の四月のこと。もう四か月以上も経たつというのに、まだ思いを寄せているだなんて……。

  　ぽんにも腹が立つし、ぽんにそんなふうに思いを寄せられているその男にも腹が立つ。

  （ずるい！　私だってできることならぽんにそんなふうに思われてみたいのに……）

  　……いや、違う。そんなわけはない。だって、ぽんとは女同士だ。

  （そう、友達として、こんなに可愛かわいいぽんのことを振った男を許せないだけよ！）

  「ぽんさんは年上が好きですのね」

  　藍斗が憤ふん慨がいしていることには気がつかず、那な美み香かが表紙を見て感心したように言った。

  　ぽんの顔がみるみるうちに赤くなったかと思うと首をぶんぶんと横に振る。

  「いえ、そういうわけじゃ……」

  「年上ならいくつでもオッケ？」

  　るりの質問に、那美香が目を輝かせる。

  「世の中には枯れ専という方もいらっしゃるそうですわ。見てください。これなんてどうでしょう。『しぃ散歩。下町枯れススキのナンパ撮』」

  「ええっ……いや、でも、やっぱり無理です。一つ上か二つか……うーん、やっぱり二十二歳くらいまでじゃないですか？」

  「わたくしはマッチョでしたら年齢は気にしませんわ」

  「本当に那美香さんはブレませんねー」

  　わいのわいのと騒いでいる中、黙りこくっている藍斗にぽんが気がついてふと尋たずねる。

  「藍斗さん、なんだか妙に静かですけど、どうしたんですか？」

  「どうもこうもないわよ……なに、ぽんってば、まだあの家庭教師のこと、引きずってるの？」

  「そんなことはないです！　ただ……」

  「ただ何よ。そうじゃなきゃ、こんなの選ばないじゃないッ」

  　憤ふん慨がいしながら『いとしの先生さま♡』をぽんの手から取り上げると、代わりに別の本を差し出す。

  「これで濡ぬらしてみなさい！」

  「ええっ、だってこれって……さすがに無理だと思います」

  「無理なことなんてないの、人間の想像力は無限大よ！」

  「けれどこれ……『双そう穴けつ双すご六ろく　お姉ねえさまとわたし』って……女のコと女のコ……女同士!?」

  「あらっ、女と女!?」

  　タイトルを耳にした瞬間、藍あい斗との心臓がドクンと跳ねた。

  　狙ねらったわけではなく、たまたま手元の一番近いところにあったので渡した作品だ。藍斗にしてみたところで、他ほかの官能小説と同じく読んだことも、カテゴリとして意識したこともない。

  　けれど。ぽんの口から女同士という単語が出るたびに、胸がざわざわと騒いでしまう。

  （なんなの、この気持ち）

  　さっきの嫉しつ妬とに似た胸がジリジリと焦げるような気持ちとはまるで違う。

  （も、もしも……もしも、ぽ、ぽんが……もしも『女同士』で興奮して濡らしたら……見たい、見たいわ、そんなぽんの姿……）

  　ごくんと生なま唾つばを飲み込む音が耳奥に響いた。しかし、一方で、それはいけないと止める声も響いてくる。

  　女同士だなんて、藍斗の十八歳処女喪失幸福論の中では、まるで想定されていない。むろん、今はまだ、柔軟な思考で様々なエッセンスを取り入れる時期だとは思っている。しかし、女同士はさすがにない……はずなのに。

  （ダメ、ダメだわ……公私混同と言われても、私はぽんが女の同士のエッチなところを見て、興奮するところが見たいのよ！）

  　これほどまでに強烈な欲求は何かしらの理由があるに違いない。

  （そうよ！　その欲求の源みなもとを探るためにも、ぽんにはぜひ、女同士で濡らしてもらって、そんなぽんを見て私自身の謎なぞをひも解とく、ということもありだわ！）

  　これならば正当な部活動のうちだ。

  「ぽん、いいこと？　ぽんだけは特別課題よ！　自分が選んだのでないまったく好みと違う作品でいかに濡れるか。挑戦してみなさい！」

  「ええっ……なんでそんなことを!?」

  「じゃあ、何？　他に読みたいタイトルがあるっていうの？　いったいどれよ。『超熟サンドイッチ』？　それとも『ノーブラナースの院内乱交』？　ぽんはひそかに熟女が好きだったり乱交に憧あこがれてたりするエッチで恥ずかしいコなの？」

  「いえ……じゃあ、あの……もうレズでいいです」

  　藍あい斗との勢いに押され、ぽんは渋しぶ々しぶ納得した様子。

  「じゃあ、最初はぽん、貴女あなたよ。音読して頂ちよう戴だい」

  「ええっ、音読するんですか」

  「そうよ。この実験は、文章のどこ部分のイマジネーションによって興奮したのかを量る実験なの。だから、濡ぬれたと感じたらすぐに挙手して頂戴。大丈夫、安心して。実際に濡れてるかどうか、パンツの中を見せろなんてことは言わないから」

  「なんだか気が進まないなぁ……」

  　それでもぽんはページを開くと、こほん、とひとつ咳せき払ばらいして読み上げ始めた。

  「ええっと……お姉ねえさまの唇くちびるがわたしの唇に触れた瞬間、まるで電流が走ったかのように、ビリリと背せ筋すじが痺しびれました」

  　藍斗の脳裏にくちづけを交わす自分とぽんの姿が浮かんだ。すると、ぽんが朗読する主人公と同じく電流が背筋に流れたように微かすかに震ふるえてしまった。

  （なに、これ……ヤバいかも……）

  　ぽんの甘い吐息、温かな舌、柔らかな頬ほお。慌ててぽんと自みずからの姿を頭の中からかき消そうとしても、想像は強まっていくばかりだ。

  「んっ、と思わず息を漏もらすわたしを、お姉さまは『はしたない声を出してはダメ』と優しく叱しかりつけると、パ……パ……パンティーの上から、スリットを……あ、あのぉ、藍斗さん、恥ずかしいんですけど」

  　ぽんが顔を真っ赤にして、困ったような顔を向けた。

  　せっかくいいところだったのに。こんなところでやめてもらっては困る。

  「恥ずかしい？　何が恥ずかしいのよ。これはれっきとしたセク研の活動の一環よ。ちゃんと続けて頂戴」

  「ううっ……スリットをこすり上げると、内側からじゅわり、と温かな湿しめりが溢あふれ出してしまいました。辺りに漂う甘酸っぱい匂におい。それだけで恥ずかしいというのに、お姉さまはパンティーのクロッチの横から指先を滑り込ませてわたしの……蜜みつ……蜜みつ壺つぼを……くちゅくちゅと……ううっ」

  「どうなの？　濡れてきた？　ちゃんとイメージしてるの？」

  「イメージしてます……でもまだ濡れては……っていうか無理ですッ！　もう無理ですッ！　これ以上は読めませんッ」

  「読めませんじゃないの！　読むのよ！」

  「ふええん、いいえ、まだです。ううっ……お姉さまの指先がわたしのいん……い？　あの、すみません、これ、なんて読むのかわからないんですが」

  「ああっ、もうっ！　漢字が読めない？　まったくもう、勉強が足りないんじゃないの？　ちょっと見せてみなさいッ！」

  　せっかく佳境に差し掛かりつつあるのに、漢字が読めずにつっかえるだなんて。

  　舌打ちをしたい思いで横から覗のぞき込むと、ぽんは恥ずかしさで身体からだが上気してしまっているらしく、その熱によって温められた甘酸っぱい匂においが藍あい斗との鼻び腔くうを刺激する。

  「ええっと……これはいんかく、かしらね。でもおかしいわ。普通はインカクといえば陰核と書くのが正しいのに、この本は淫いん核かくになってる。誤字かしら」

  「えっと……淫核を捏こねくりまわすと、うるみの壺つぼから真っ白なはな……はなえき？　あの、藍斗さん、またも読めない漢字が」

  「ええっ、また？　ちょっと見せて頂ちよう戴だい。えっと……本当に読めないわね。花液……かえき、かしらね。それともはなえき？　そんな日本語、私も聞いたことないわ……」

  「藍斗さん、あの……この本、難しすぎです。読めない漢字がいっぱいすぎます。肉にく羽はねってなんですか？　痴ち液えき？　美び門もん？」

  「……わかったわ、わかった。ぽん。もう音読はいいわ」

  　こうもつっかかりつっかかりでは、妄想が途切れてしまう。しかも、読もうとしたところで、読み方がわからない文字ばかり羅ら列れつされていて、なんだか気持ちも萎なえてしまった。

  「ううう……ごめんなさい、藍斗さん、わたしが国語が苦手なばっかりに」

  　ぽんがしょんぼりと肩を落とした。

  「仕方ないわよ。私だって、読めない漢字がいくつもあったし。では朗読の代わりに各自、自分の選んだ本を５分間、黙読。思いっきりイマジネーションを働かせながら読むのよ！　読めない漢字はスルーで！　いいわね！」

  　それだけ言うと、自分も本の中から適当に一冊取り上げた。先ほどぽんから取り上げた家庭教師モノだ。

  （気に食わないけど……ぽんがどこに興奮するのか、代わりに読んでやろうじゃないの！）

  　ページをめくると読み進める。

  （ええと……『少女は初めて観みる肉にく棒ぼうの逞たくましさに目を見張った。怖いのに、なんでか目が離せない。「ねぇ、先生、触っていいですか」。少女がおずおずと切り出すと、家庭教師はいつも通りの厳格な顔つきのまま「うむ」と頷うなずいた』……なにこれ。全然こないわ。まるで興奮しない）

  　ただ文字を追っているだけではだめなのかと思い、頭の中で変換する。少女はぽん。そして、家庭教師は……。ぽんがにやけ顔の家庭教師の逞しい肉棒を……。

  「だ、だめぇえええええっ！　そんなもの触っちゃだめぇえええっ！」

  「あ、藍斗さん、どうなさいましたの？」

  　思わず叫び声をあげた藍斗に、那な美み香かが驚きの声をあげる。

  「な、なんでもないわ……ひょっとして、この実験はダメかもしれないわね」

  「なんでですの、わたくし、けっこういい感じにじゅわっとしてきている気がするのですが」

  「るりも！　るりも！」

  「うるさいっ！　なんでもよ！　中止ったら中止なのっ！」

  　一度、ぽんを想像してしまったら、これから先、何を読んでもヒロインはぽんにしか思えない気がする。それはそれでいやらしいが、それ以上になんだか胸がムカムカする。

  （もうっ、ぽんってば私の研究の邪魔ばかりして）

  　逆ギレであることは重々わかっているが、それでも思い通りにならない自分の気持ちが藍あい斗とはもどかしい。どうしてぽんのことになると、冷静さを失ってしまうのだろうか。

  　そう、感情というものは、肉体以上にコントロールがきかない。その感情を、自みずから刺激して身体からだに影響させよう──濡ぬらそう──だなんて、少し上級すぎたのかもしれない。

  （そうすると、活動内容に修正が必要だわ。感情というノイズを取り払い、肉体への刺激のみで濡れる身体を作る……どうしたらいいのかしら）

  　そもそも、濡れるためには二つの方法があったはずだ。精神的に興奮した時と、性器に刺激を受けた時。

  （そうだわ。性器を刺激することでも濡れる……外部からの刺激といえば……手？）

  　しかし、さすがにそれはハードルが高い気もする。

  　しかし、わざわざ合宿に来ていることを考えれば、成果のひとつもなしにすごすごと帰るわけにはいかないし、普段よりもあえてハードルが高いことに挑戦すべきではないだろうか。

  （そうだわ、みんなに聞いてみよう）

  　いつになく弱気なのは、昨日の研究の失敗がまだ尾を引いているせいかもしれない。誰だれかに背中を押してもらいたい思いで、藍斗は皆に尋たずねた。

  「ねぇ、みんなにひとつ提案があるの」

  「どうしたの、藍斗お姉ねえさま」

  　るりが森の小動物のように可愛かわいらしく首を傾かしげた。

  「あのね、『精神的刺激による濡れ』が失敗した今、私たちに残されているのは『肉体への直接刺激による濡れ』しかないと思うの。もしも挑戦するとすれば、私たちは自らの手で肉体を直接刺激することになるんだけど……みんなどう思う？」

  「うーん、わたくし、難しいことはよくわからないので、藍斗さんにお任せしますわ」

  「るりは別になんでもいい」

  「わかったわ、那な美み香か、るり。ありがとう……ぽんはどうなの？」

  「ええっ、わたしですか？　あの、さっきの話、ちょっと難しくてあんまり理解できてないんですが、肉体を直接刺激って、ようするにどういうことなんですか」

  　ぱちくりと目を瞬しばたかせて首を傾げた。

  「簡単に言うと、手でその……触るってことよ」

  「ええっ！　それはちょっと……無理なんじゃないかなぁ、なんて」

  「なぜ？　理由を教えて頂ちよう戴だい」

  「だって……そんなの恥ずかしいじゃないですか。藍あい斗とさんは恥ずかしくないんですか？」

  　ぽんは困ったように視線を泳がせている。

  「恥ずかしいわよ、そりゃあ、恥ずかしいに決まってる。でも、よく考えて頂戴。ぽん、何が恥ずかしいの？」

  「だって、そんなところを触ってるのを、みんなに観みられるなんて、恥ずかしいですよ！」

  「じゃあ、観られなきゃいいってことよね。それなら簡単に解決するわ。目を瞑つぶればいいのよ！」

  「ええっ……でもぉ……」

  「やるの、やらないの？　那な美み香かとるりは賛成してくれてるけど、ぽんはどうなの!?」

  　畳み掛けると、ぽんは泣きそうになりながらも渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

  「ふ、ふぇえ……みんながやるなら……やります」

  

  　というわけで、その場に立ち上がると、四人はそれぞれ目を瞑った。

  「ドキドキしますわね！」

  　声の調子からして那美香は少し浮き立っているようだ。

  「そうね、ドキドキするわ。新しい扉が開かれる気分。さぁ、みんな、いっせーのせ、で触るのよ」

  「がってん！」

  「わかりましたぁ……」

  　るりの返事は力強いが、ぽんはまだ戸惑っている様子。しかしここまで来たら後戻りができない。藍斗は自みずからも決意を決めると、パンティーの中へと指先を忍び込ませた。

  　指先がパンティーのゴムに引っかかる。少し力を入れると柔らかな下腹部の肌が指腹に触れた。

  （ああ、いよいよなのね……濡ぬれるといいんだけど）

  　これから初めての『濡れ』を経験することを想像すると、まるで湯上がりのように身体からだが熱くなって心臓がばくばくと高鳴る。身体の芯しんがじんじんと痺しびれて思わず声が漏もれそうになる。

  （ああ、やっぱり恥ずかしいわ。けど、触らないと……でも、目を閉じているとはいえ、恥ずかしすぎるわ。みんなはちゃんとやってるのかしら……）

  　特に最後までひとり抗あらがっていたぽんの動向が気になる。まさかひとりだけ何もしていないことはないだろうけれど……。

  　信用していないわけではないが、部長として、部員がちゃんと活動をしているかを見届ける役目はある。

  　うっすらと薄目を開あけて窺うかがうと、ぽんはスカートの中に手を入れようとしてはやめ、また、入れようとしてはやめ、という動きを繰り返していた。

  （……やっぱり）

  　顔がかぁっと熱くなる。皆が触るというから、藍あい斗とだって触れるのだ。誰だれかひとり触らない人がいるだなんて、恥ずかしさに耐え切れない。

  「……ぽんっ、なんで触ってないのよ！」

  　慌ててパンティーの中から手を引き抜くと、ぽんに向かって怒りの声を投げかける。

  「だ、だって……自分で触るだなんてそんなこと、わたしは無理です。だって、それっていわゆる……お、おな」

  「違うわっ！　これはそれとは別よ。あくまでも肉体への直接刺激による濡ぬれの誘引よ！」

  「でも、どう見ても、おな……」

  「違うわよ！　そういう快感のためのなんとか、じゃないんだから！」

  「でも、濡れるっていうことは、快感を覚えてのことなわけで、ということは、やっぱりこれはおな……」

  「違うって言ってるでしょ！」

  　言い争いを続けるふたりを尻しり目めに那な美み香かが閉じていた目をぱちりと開けるとおっとりと言った。
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  「これは自分でするおせっくすですわよね？」

  「ほら、やっぱり！　那な美み香かさんだって言ってるじゃないですかっ」

  「……違うって言ってるのにぃ」

  「るりも違わないと思う。これはうちのお兄ちゃんがよくやっているアレ」

  　ううっ。そんな。ということは、自みずからがしようとしていたことはただの集団オ××ー。

  「……中止、中止よ！　この実践は中止ッ！！！　ああっ、もうっ、なんで上う手まくいかないわけよおッ！」

  　髪を振り乱して、首を横にぶるんぶるんと振りながら、藍あい斗とは途方にくれる。

  　せっかくの合宿だからと、背伸びをして挑戦する実験は失敗ばかり。どうしてなんだろう。どうしたらいいんだろう。

  「……困りましたわね」

  　いつもの冷静さを失って泣き崩れる部長の姿に、部員たちは慰なぐさめの言葉も持たずにただただ顔を見合わせていた。

  

  「はぁあ……困ったわ」

  　凹へこんだ思いを紛まぎらわせようと、ひとり歩いて崖がけ下したのビーチへ来たものの、足指に絡からんでは流れ落ちる、さらさらとした白い砂浜や、澄んで魚の姿を透かして見える海水さえも、藍斗の気持ちを盛り上げるにはまるで至らない。

  　残された日数は帰る日を合わせて三日。実質、活動に費やせるのは、もう二日しかない。それなのに、まるで活動の成果が出ていないことに藍斗は苛いら立だっていた。

  （なんだか、調子がくるうわ……）

  　もっとも、実験や活動が上手くいかないのはこの合宿期間だけではない。

  　今回ほどの失敗はないにしても、よく考えれば今年の四月にぽんが入部して以来、ずっと不完全燃焼な状態が続いているのだ。

  （……どうしたらいいのかしら）

  　同じ部活の後輩というだけでなく、すでに友達と呼べるほどの関係を築いているぽんだが、セク研の活動に限っては、ぽんが関かかわってくると、まるですべてが上手くいかない。

  　活動や実験の最中もぽんのことが気になってつい上の空になってしまう。

  　そもそも、ぽんが将来、どこかの誰だれかと初体験をすることを想像すると、悔しくて悲しくて、なんでその相手は自分ではないのかと腹が立って仕方がないのだ。

  （……やっぱり、ぽんを入れたのは失敗だったのかも）

  　それでいて、ぽんと同じ部活で活動するのは、実験が失敗してもいいというほどに楽しいのだから、始末に負えない。

  （こんなにぽんのことばかり気になるなんて、私、いったいどうしちゃったの？）

  　気持ちの収まりどころが見つからず、砂浜に落ちた貝かい殻がらをひとつ、サンダルのつま先で蹴け飛とばした。爪つめに当たってこつんと小さな音を立てると、ころころと転がっていく。

  　小さくため息をついて砂浜に腰を下ろすと、手のひらで砂をすくいとった。

  「ぽんのバカぁッ！」

  　海へと向かい大きく振りかぶって投げるが、１メートルも飛ばないうちに、空中でぱっと散乱してしまう。

  　二度、三度と砂を投げては空中に散らしていると、ちょうど海からの向かい風が吹いてきて、もろに頭から砂をかぶってしまった。

  「ごほっ、ごふっ。ああっ、もう、なんなのっ」

  　何もかもが上う手まくいかない。ごほごほと咳せき込こみながら服についた砂を払う。涙がこぼれないように必死に奥歯を噛かみしめると、手のひらをぐっと握りしめた。



  


   ２　欲望の解放

  

  「今日はバーベキューだそうですよ！」

  　オレンジから紫色、そして濃のう紺こんへとグラデーションしていく夕暮れの庭に、ぽんの弾はずんだ声が響いた。

  「美お味いしそうですわ！」

  「にく、にくー」

  　このところ魚介続きだったせいか、那な美み香かとるりも嬉うれしそうな声をあげている。

  　その中で、ひとり、藍あい斗とだけは落ち込みから回復できないまま、椅い子すに座り込んで、ため息を吐ついていた。

  「藍斗さんも、失敗は成功の母っていうじゃないですか。だから落ち込んでないで、楽しみましょ？」

  　藍斗の浮かない顔に気がついたのか、ぽんが駆け寄ってきて、オレンジジュースの入ったコップを手渡した。

  「私はいいわ。あんまり食欲がないし」

  「そんなこと言わずに。そうそう、あと、藍あい斗とさんにちょっとお願いがあるんです」

  「お願い？　ちょっと今は無理だわ」

  　少し冷たいかとも思ったが、ぽんのせいで失敗ばかりしていると思うと、自然口調もキツくなってしまう。

  「そう言わずにお願いしますよ！」

  「無理ったら無理よ」

  　正直言って、今は人のお願いなど聞く余裕などない。明日の活動内容もまだ決まっていないし、今日の総括もしなくてはいけない。

  「……わかりました。それじゃあ、いいです」

  　ぽんはしょんぼりと肩を落とすと鉄板のそばへとすごすごと戻っていった。

  　とたんに申し訳ない気持ちが浮かんでくる。

  　失敗続きの実験に苛いら々いらしているとはいえ、部員にあたるとは部長としていかがなものか。

  （……でも、この行き場のない気持ち、どうしたらいいのかしら）

  　ぽんが持ってきてくれたオレンジジュースをひとくち飲むと、搾しぼったばかりの天然果汁なのか、少し酸っぱくてまたも泣きそうになる。

  「まだまだたくさんありますから、食べてくださいね。今日の食材は、音おと崎さき先生が地元の猟師の方から貰もらってきてくださったんです。なんでもこの島で狩った猪いのししと鹿しかだそうです」

  　雪ゆき見みがキッチンから、どさりと野菜や肉が盛られた皿を運んできた。

  「おう、遊んでくれたお礼に、と貰ったんだ。遊んだのは先生のほうなのにな？　でも、この肉を見てみろ？　これは東京で食べたら大したご馳ち走そうだぞ？　ついでにこんなベストを貰ったんだがどうだ。ギャルみたいでいいだろう」

  　なんの毛皮か知らないが、ファーのベスト──といっても、いわゆるギャルが着ているようなものではなく、あからさまにマタギ調の一品──を白衣の上に羽織って、音崎がモデルのようなポーズを取った。

  　そういえば、音崎は夏で島だというのに、ずっと白衣着用だ。その上に毛皮のベストとは暑苦しいことこの上ないが、本人はいたくご満悦の様子。

  「わたくし、ジビエは大好きですわ！」

  　那な美み香かがぽってりとした唇くちびるをぺろりと舌先でなめずった。

  　たしかにジビエと言えば聞こえはいいが、ようは野生の獣の肉だ。

  （ただでさえ、食欲がないのに、猪や鹿なんて……）

  　むろん、こうなってしまった以上、食べることが供養だとわかっているが、正直なところ、いまいち箸はしが進まない。

  「もっと普通に豚とか牛とか鶏とりとかウインナーとかそういったものがいいんですけど」

  「ウインナーがいいとな？　お前も大人になったじゃないか、国こく分ぶ」

  　ビール片手にいつも通り下品な発言の音おと崎さきを無視して、箸はし先さきで鉄板から野菜を選えりぬくと、タレをかけて口へと運んだ。

  「藍あい斗とさん。昨日も貝は嫌いやだとわがままをおっしゃって。ちゃんとお肉も食べてください」

  「貝は本当は嫌いじゃないんだけど、昨日はたまたまタイミングが悪かったというか……」

  「言い訳しても無駄です。さぁ、好き嫌いなんて恥ずかしいですよ」

  　雪ゆき見みが焼けた肉を無理やりに藍斗の皿へと乗せた。

  　たしかに好き嫌いは恥ずかしいが、猪いのししだの鹿しかだのはそれほどメジャーな食材ではないし、食べられなくても、それほど恥ずかしくはない気がする。

  　しかし、皿の上に乗せられては食べないわけにはいかない。古くから食肉として食べられているわけだから、そんなに酷ひどい味なことはないだろうと、目を瞑つぶってかぶりつくと、予想外にあっさりしていて柔らかかった。ジューシーな脂身も甘くて美お味いしい。

  「……なにこれ、すっごく美味しい」

  「でしょう。食べず嫌いはするものではありませんわ。まだまだ若いのだから、いろいろな経験をして、思う存分に世界を吸収しないと」

  「世界を吸収……」

  「ええ、そうですわ。失敗なんてその時は痛くても、死にはしません。だから、若いうちは立ち止まらず、何事も恐れずに進んでいかなくては」

  「雪見さん……」

  　藍斗が呟つぶやくと、雪見はふんわりと包み込むような笑えみを浮かべて藍斗の肩を優しく叩たたいた。　そこからじんわりと温かな気持ちが広がっていく。

  　たしかに自分には頭でっかちな上に臆おく病びようなところがある。

  　もっと心を大きく開いて、様々な経験をしないと、とわかっているのだが、ついつい研究にかまけて自分のことは二の次になってしまう。

  （……そう、この合宿の研究が失敗続きなのは、すべてが『経験』をベースとした活動だからかもしれないわ）

  　アソコを見ることも、濡ぬれることも、すべてが藍斗にとって初めての経験だった。そのふたつの研究に失敗してしまった原因はぽんだと思っていたが、そうではなく、実は自みずからの臆病さに、尻しり込ごみしてしまったことなのではないだろうか。

  （克服しないと……そう、今回の合宿で私は臆病を克服するのよ！）

  　バーベキューコンロから漏もれる炭火の熱で顔が熱い。それだけではなく、身体からだ中の血が煮え滾たぎるようだ。みるみるうちにやる気が湧わいてくる。心がはやり、立ち止まっていてはいけない、何事も恐れてはいけない、と猛たけりたつ。

  「おう、どうした、国分。そんなにいきった顔をして。猪肉で精がつきすぎたか？」

  「いえ、違います。あの……音おと崎さき先生、私たち、今回の合宿は実践に重きを置いているんです。それでその……アレの形状と、濡ぬれる、ということ以外に、その……セ、男女の行為をする上で欠かせないことって何でしょうか」

  「おおっ？　セックスをする上で欠かせないこと？　そりゃあ、決まってるだろ、前ぜん戯ぎだ」

  　音崎は串くしにぶっすりと刺さった肉塊を歯で噛かみ千ち切ぎった。内側から溢あふれ出した肉にく汁じゆうがぽたりと芝しば生ふへと流れ落ちる。

  「前戯……」

  「ペッティングですわ」

  　那な美み香かがおっとりと口を挟む。

  「そう。実じつ相そう寺じの言う通りだ。先生の若い頃ころは『Ｂ』などとも言われていたがな。前戯とは身と心を解ほぐす行為。前戯こそ、男としての矜きよう持じが試される瞬間だ。セックスは前戯に始まり後戯に終わる。しかし、後戯なくともセックスは成立するが、前戯なくしてはセックスは成立せん！　いや、成立するとしても先生は認めんぞ！」

  　ひとり盛り上がる音崎。たしかに大切なことなんだろうとは思う。

  　けれど、藍斗が舵かじを取って研究するには、あまりに実践的・実施的経験値が低すぎる。

  　だとすれば、それは先人に学ぶのが正しい道。そして、この場に於おいて先人といえば、音崎しかいない。

  （ちょっと不安はあるけど……いえ、臆おく病びようになっちゃダメだわ。私は前に進むんだから）

  　尻しり込ごみしそうな気持ちを奮い立たせると、音崎に言う。

  「それでしたら、音崎先生、明日の活動には参加して、ぜひ私たちにレクチャーいただけますでしょうか」

  「おお、いいとも、いいとも。せっかくの合宿だ。たまには先生も活動に参加するぞ？」

  　鷹おう揚ように頷うなずきながら、ビールのプルトップを捻ひねって一気に飲み干し、くしゃっと缶を潰つぶす音崎教諭の様子は頼もしいの一言だ。

  （……前戯。さすがは音崎先生。私にはとても思いつかない実践的課題だわ。一気にこれで合宿の成果を出すのよ！）

  　新たな局面へと自みずからとセク研の活動が達しつつあることに満足を覚えながら、もうすでに抵抗の消えた猪いのしし肉を口へと運ぶと、突然目の前の夜空に大輪の光の花が咲いた。

  「は、花火だぁ！」

  　ぽんが目をキラキラと光らせて大声をあげる。

  「あら、今夜は島の花火大会でした……」

  　すっかり忘れていたというふうに目を見開く雪ゆき見みの眼鏡めがねに火花が反射している。

  

  「きん……たぁああああっまやぁ」

  「……音おと崎さき先生、酔っ払ったのはわかりましたから、下品な掛け声はやめてください」

  　いつの間に切り替えたのか、缶ビールではなくワイン片手に音崎が夜空に打ち上がった花火に向かって大声で叫んだ。

  「迫力ですわね」

  　那な美み香かはうっとりと夏空をカラフルに染める花火に見み惚とれている。

  　夜空に、シュルシュルと光の弾たまが上がっていって頂上で爆はぜた。

  　青みがかった火花が大輪の花を描き、閃せん光こうが漆しつ黒こくの夜空に瞬またたいた。そのまま残像が紫色に変化して枝し垂だれていく。

  （そういえば、前にもこうやって一度、一緒に花火を見たことがあったっけ）

  　夜空の大華を見上げるぽんの横顔を盗み見る。

  　ぽんは天空を仰あおぐように細い顎あごを上げてうっとりと、輝く火花が咲いては散っていくのを見上げていた。

  　どーん、というお腹なかの底に響く低音が地面を揺らして、懐かしいような切ないような気持ちに胸が痺しびれる。身体からだ中の血がざわざわと騒いで、なんだかもどかしさに気がはやる。

  「藍あい斗とさん、思い出しますね、あの日のこと」

  「……え？」

  　ぽんが藍斗のほうに振り向いた。閃光が逆光になってぽんの表情は窺うかがえない。

  　どきんと胸が鳴り、身じろいだ隙すきにぽんの手に自分の手の甲が触れた。

  （……ぽん、あの日のことって……）

  　胸が花火の打ち上げ音に負けないくらいに、ドキドキと大きく鼓動している。

  　食事前にシャワーを浴びたのか、ベビーパウダーのようなほんのりと甘い香りがぽんの首筋から漂ってきて、頭がくらくらとする。

  　不定期に繰り返される花火の音に現実感がなくなっていく。昼間と違ってひんやりと涼しい夜風は、夏の終わりを感じさせる。急に切なさが込み上げてきた。

  　来年は高校三年生。外部の国立大を受験するか、留学をするかはまだ決めかねているが、付属の女子大に進む予定はない。そうすると来年の今いま頃ごろは受験勉強一色で、おそらくセク研部長の座は、るりかぽんへと譲ゆずり、合宿へ参加することはないだろう。

  （ぽんと一緒に過ごす、最初で最後の夏……）

  　その夏が逃げていってしまう。自分の中になんとかつなぎとめておけないか、とぽんの手を握りしめると、ぽんは驚いたように藍斗の顔を見上げた後、ぎゅっと握り返してきた。

  　小さくとも温かいその感触にすっと気持ちが落ち着いていく。ずっとこのまま時間が止まってしまえばいいのに。無理だとはわかっていてもつい願ってしまう。

  「……ぽん」

  「どうしたんですか、藍斗さん」

  　握った手のひらにぎゅっと力を込めると、ぽんが優しげな笑えみを浮かべて藍あい斗とを見つめ返した。

  　花火が打ち上がるたびに、ぎゅっと抱きしめてしまいたいほどに愛くるしい顔が照らし出される。

  （この気持ち、いったい何なのかしら……）

  　胸が痺しびれるように甘くて、それでいて、ふと泣きたくなるような、理屈でいくら考えても説明のつかないこの感じ。

  （心の赴おもむくままに……動いてみるのも……いいかもしれないわ）

  　普段だったら決してそんなことは考えないだろう。

  　けれど、目の前で打ち上がっては消えていく大輪の光の華はなのせいか、それとも、胸に染み入るような潮の匂においのせいか、藍斗の中にいつもとは違った感情が芽め生ばえる。

  「……合宿、来てよかったわね」

  「はい、最高です！　……藍斗さん？」

  　自分で何をしているのかわからないまま、微笑ほほえみを返すぽんの顎あごに手を伸ばすとそっと上を向かせる。内側から湧わき上がる欲望に突き動かされるまま、そっと顔を近づけると、ぽんの唇くちびるに自分の唇を重ねた。

  　ぽんの口からはいい匂においがした。ミルクのようなほのかに甘い匂い。

  　それをもっと味わいたくて舌先をちろりと伸ばすと、緩ゆるく閉じた唇の間からそっと忍び込ませる。

  　中はもっと柔らかだった。つるんとした内粘膜のふにふにの感触に身体からだが蕩とろけてしまいそう。甘い唾だ液えきが流れ込んできて、藍斗の唾だ液えきと混じり合う。

  「あ、んぐっ、んあっ、あ、藍斗ひゃん」

  　ぽんが苦しげにあえいだ。

  （ダメ、止まらない！）

  　またも藍斗の身体は暴走を始める。人よりも回転がいいと自負している頭も、くらくらして何がなんだかわからない。ただ、本能がぽんを求めている。

  　ぽんの口内に滑り込ませた舌を動かしては、貪むさぼるようにぽんの唾液を絡からめとる。いっそう濡ぬれた舌べろで唇の輪りん郭かくをなぞると、またも温かな口内へじゅるりと差し込む。

  （ああ、なんて気持ちがいいの……）

  　いったいどうしたことだろう。思考がバラバラになったように上う手まくまとまらない。ただ、ぽんを切実に求めて舌先が勝手に動き回る。しかし。

  「ら、らめですって……こんな……だめえええっ」

  　しかし、恍こう惚こつの時はぽんによって止められてしまった。

  　ぽんは藍斗から自分の身体を無理やりにはがすと、はぁはぁと荒い息を整えている。

  （もっと、もっと……していたかったのに……）

  　もう一度、ぽんの肩に手をかけ、抱き寄せようとした時、花火がどーんと打ち上がった。その閃せん光こうと爆音とが、藍あい斗とを正気に戻す。

  （……私、何してた!?）

  　急に気まずい思いが込み上げてきて、ぽんの顔がまっすぐに見れない。

  「藍斗さん、だいぶ慣れましたけど、今日のはちょっと濃厚でしたよぅ」

  「わ、悪いわね」

  　バツの悪さにドギマギと視線を泳がせていると、ぽんは唇くちびるの端にこぼれた涎よだれを手の甲で拭ぬぐい、少し落ち着きを取り戻して首を傾かしげた。

  「でも……なんでキスなんです？」

  　どうしよう。したかったから、それ以上の理由はない。ぽんがあまりに可愛かわいらしいせいだ。けれど、それを伝えてどうしようと言うのだろう。自分でもよくわからないこの衝動を、人に説明することなんかできやしない。

  「いいじゃない、そんなこと……合宿なんだし」

  「はぁ……合宿だから、ですか？」

  　よくわからないというふうに首を捻ひねっているぽんの顔が、いっそう明るく照らされた。続いて花火が爆はぜる音が響く。
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  「……フィナーレね」

  　さっきまでのように一発ずつではなく、続けざまに打ち上がっては、色とりどりの花を夜空にきらめかせる。

  「ふわぁ……超きれい」

  　ぽんも言葉を忘れ、口をぽかんと開あけたまま見み惚とれている。

  （やっぱり可愛かわいい……）

  　胸がきゅんと痺しびれてぽんとつないだ手にまたも、力を込めた。

  　ぽんは一瞬驚いたように身体からだをびくんと揺らして強こわ張ばらせたが、藍あい斗とがそれ以上のことはしないのに気がついて、やがて力を抜き、親愛の情を確かめるように手のひらをみっちりと密着させてくる。

  （合宿、来てよかったな）

  　この瞬間が、嬉うれしくて、そのくせ、泣きたいような気持ちが込み上げてくる。

  　音も立てずに終わっていく高校二年生の夏休み。湿った夜の海風が二の腕を慰い撫ぶするように優しく撫なでた。


  


   セク研議事録❷　８月28日

  

  るり「ぽんちゃん、準備はできた？」

  ぽん「はい。それにしても、お面作りってけっこう難しいですね。この鼻の辺りが特に」

  るり「でも鼻がなかったら天てん狗ぐじゃない」

  ぽん「わかってますけど。痛ぁっ。カッターで指、切っちゃいました」

  音おと崎さき「おお？　精が出るな。先生は精を出してきたけどな？」

  ぽん「何言ってるんですか、音崎先生。人員の確保のほうは？」

  音崎「おお？　ばっちりだぞ？　しかも全員先生の味見済み。実じつ相そう寺じも満足のメンズクオリティーだ」

  ぽん「味見って……」

  音崎「じゅるっ。なかなか美お味いしかったぞ。島産もいいものだな、ふふふ。そうそう、ケーキの手配はどうなった？」

  ぽん「雪ゆき見みさんにお願いしました。けど、藍あい斗とさんに秘密でいいんでしょうか」

  音崎「あいつに今、そんな余裕はないだろう。手を煩わずらわさずに我われ々われだけで用意すればいいさ」

  るり「その通り。さ、朝まで残り天てん狗ぐ面30個頑張るよ！」

  ぽん「ひえ────っ」
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   第三話　合宿三日目



  


   １　快感への階段

  

  「おはよう、みんな、昨晩はよく眠れた？」

  　珈コー琲ヒーの匂においに誘われるように藍あい斗とが居間へと入ると、皆、すでに食卓についていた。

  「はい、たっぷり眠れましたわ」

  　つやつやとしている那な美み香かとは対照的に、音おと崎さき教諭の顔色が悪いのはいつものこととしても、るりとぽんもなんだか妙に眠そうな顔をしている。

  「音崎先生は、また二日酔いですか？」

  「いや、先生は二日酔いじゃないぞ。もう三日間、酔いっぱなしだ」

  「でも、今日の講師は音崎先生のはずですが大丈夫でしょうか」

  「それは大丈夫だ。小一時間も寝ればこんなものはすぐによくなる……しかし……うぷっ、今はもうダメだ。悪いが朝食は失礼させてもらう」

  　音崎はテーブルの上のボリュームたっぷりのクラブハウスサンドイッチをうんざりとした目つきで一いち瞥べつし、よろよろと椅い子すから立ち上がると、ワインの瓶びんを片手にしっかと握ったまま、去っていく。清すが々すがしい朝にまったく不似合いなその後姿を見送っていると、るりが小さくあくびをした。

  「なんだかるりも眠そうね。そろそろ合宿の疲れが出てきたかしら」

  「大丈夫。トマジュー飲めば元気になるぴん！」

  「わたしもトマトジュース貰もらおうかなぁ」

  　ぽんもトマトジュースのボトルに手を伸ばすと自分のグラスにとくとくと注いだ。

  「ところでお姉さま、今日の夜なんだけど、るりは肝きも試だめしがしたい」

  「肝試しぃ？」

  　いったい何を言い出すかと思えば、肝試しだなんて、趣味が悪いことを言う。

  「いいですね！　わたしも肝試ししたいです」

  　あげくぽんまで手を叩たたいて喜んでいるのだから呆あきれてしまう。

  「嫌いやよ。肝試しなんて。なんで好き好んで怖がらないといけないのよ」

  「夏の夜の風物詩じゃないですか。夏のお泊まりと言えば、肝試しですよ。ね、ね、ね、お願いしますよ。もちろんひとりなんて言いません。わたしと一緒に回りましょう。ね？」

  　瞬間、藍斗の脳裏に、ぽんと手をつないで、暗くら闇やみを歩いている姿が浮かんだ。

  　手に持った蝋ろう燭そくのぼんやりとした灯あかりだけを頼りに、心細さからくっついて夜道を歩き、突如、飛んできた虫に驚いて抱きつかれる……。

  「……悪くないわね」

  「じゃあ決まりです！」

  　思わず呟つぶやくと、ぽんが強引に決定してしまった。

  （……正直言って、まったく気が乗らないんだけど）

  　しかし、るりとぽんとはよほど嬉うれしいのか、顔を見合わせてにっこりと笑い合っている。

  「夕食後、８時くらいにスタートにしましょう！」

  　なんだか妙に肝きも試だめしに乗り気なぽんに、藍あい斗とは若じやつ干かんの違和感を感じながらもカフェオレをこくんと飲み干した。

  

  「音おと崎さき先生、大丈夫かしらね」

  　朝食を終えて、音崎の部屋の前へと皆で移動したはいいが、音崎の部屋はしんと静まり返り、物音ひとつ聞こえてこない。

  　先ほどの様子からして、もしかして昏こん睡すい状態なのではないかと心配しながら、遠慮がちにドアをノックすると、中から予想外に元気な「どうぞ」という声が聞こえた。

  「大丈夫……みたいね」

  　皆で顔を見合わせると、ドアノブを回す。すると、ぷんとアルコールと大人の女性の甘ったるい匂においが部屋から溢あふれ出してきた。

  「おう！　大丈夫も大丈夫。先生は大復活だぞ！」

  　カーテンを締め切った部屋の中、ソファーに腰掛けた音崎がワインの瓶を持った手を頭上へと突き上げる。少し寝て元気になったようだ。

  （よかった、音崎先生、使い物になるっぽい）

  　本日の講師役の音崎が、もしも酔い潰つぶれでもしていたら、どうしたらいいのかと途方に暮れてしまったところだ。

  「ええと、今日の活動は『前戯』についてでよかったな。よし、先生が持てる知識を総動員して教えてやるからな。全部マスターしたら今日からでも風俗でナンバーワンを取れるレベルだ。気をつけろ？」

  　音崎は部屋に入るように皆に手招きすると、自みずからは千鳥足でよろよろと席を立ち上がり、代わりにソファーに座るようにと促うながした。

  「まずだな、前戯というものは、道具がなくては始まらん」

  　皆が席に着いたのを見て、音崎が床から鞄かばんを拾い上げた。Ａ４サイズがすっぽり入るボストンバッグで、一泊くらいの旅行の荷物ならば十分に仕舞えそうなサイズだ。

  「ちょっと待ってください。あの、前戯って、手やその……口なんかを使うものだと思ってましたが」

  「かーっ。これだからお子ちゃまは困るんだ」

  　音おと崎さきは首をすくめると、鞄かばんのチャックを開あけて中から刷は毛けを取り出した。

  「まずは誰だれにしようかな……そうだな、国こく分ぶ。お前からだ。こっちへこい」

  「ええっ、私ですか」

  　いったい何をされるのか。藍あい斗との胸に不安が込み上げてくる。

  （でも、刷毛だし……そんなヒドいことはないわよね）

  　日用品ということで、若じやつ干かんの安心がある。それに自分から講師を頼んだ以上、嫌いやがるのも失礼というものだ。浮かない気持ちで腰を上げると音崎の隣に並ぶ。

  「さてさて、ではいくぞ、国分」

  「ひゃ、ひゃぁっ」

  　音崎が刷毛で藍斗の首筋をそっと掃はいた。ゾクッと背せ筋すじが疼うずいて二の腕に鳥肌が浮かぶ。

  「なかなかいい声を出すじゃないか。よしよし、いいぞいいぞー！」

  　音崎は今度は触れるか触れないかくらいに当てた毛先を、ゆっくりと鎖骨に向かって移動させていった。ムズムズとこそばゆくくすぐったい。けれど、柔らかな毛先が肌を撫なでる感触は妙に気持ちがよかったりもする。

  「や、やぁっ、な、なんですか、これ」

  「見てのまんま刷毛だ」

  「刷毛って……その、前戯に使うものなんでしょうか」

  「いや、好みだな。よし、どこをくすぐられると気持ちいいか、国分、ちゃんと覚えておけよ、そこがお前の性感帯だ！」

  「ええっ、あ、ひゃうっ、く、くすぐった、あふっ」

  　どうしたことだろう。全身の毛穴が開いてしまったようにぞわぞわする。

  　触られたそばから肌が敏感になり、まだ触れられていないところは、まるで待ちわびているかのように疼うずいてしかたない。

  「ほら、首筋だろ、そして脇わきもいいぞ？」

  「せ、先生、脇は……脇はやめてください。ひゃ、ひゃふうっ」

  　普段はなかなか人に見られないところのせいか、恥ずかしい。しかし音崎は有無を言わさずに藍斗の手首を掴つかむと、脇下へと刷毛を這はわせる。

  　恥ずかしさとくすぐったさに、身体からだが熱くなって胸元に汗までもがじっとりと浮かんできてしまった。

  「やめてくださいって声じゃないぞ。よしよし、じゃあ、次はここだ」

  「あ……ひゃんっ！」

  　音崎が太ももを刷毛で掃いた。普段はめったに触れられることのない場所のせいか、思いのほか敏感で、びくん、と腰が突き動いてしまう。

  （や、どうしちゃったの、私。みんなの前で、こんな……こんな声出しちゃって、どうしよう）

  　コントロールの利かない身体からだに戸惑っていると、今度は膝ひざの裏へとゆっくりと毛先が下りてきた。腰がガクガクとしてしまわないように、必死に両足に力を入れていたというのに、膝裏を刺激されては、みるみる力が抜けてしまう。

  「ふ、ひゃうっ」

  　ぷるぷると震ふるえながら必死に両足で踏みしめるも、もう限界だ。

  「どうだ、国こく分ぶ。女性というものが全身性感帯だということがわかっただろう。もしも、これで胸や性器を刺激されたらどうなるか……想像つくか？」

  　胸や性器をこのフェザータッチで……。さわさわとした感触が身体の中で（たぶん）一番敏感な部分をくすぐるだなんて。

  （そ、そんなの絶対にヤバい……）

  　想像した瞬間にふうっと両足の力が抜けた。倒れるようにその場に座り込むと、肩で大きく息を吐く。

  「むふふ。国分を腰砕けにするとは、先生のテクニックもまだまだ捨てたもんじゃないな。さぁ、次は中級に進むか」

  　音おと崎さきはにんまりと笑うと再び鞄かばんを拾い上げた。

  「ちゅ、中級？」

  　今ので初級というのなら、中級はいったい何が。

  （無理……絶対に無理だわ。このままじゃ私、音崎先生に壊されちゃう）

  　しかし、すっかり腰が抜けてしまったように両足に力が入らない。

  「ふっふっふ。国分、新しい世界を見せてあげるぞよ？　これが何だかわかるかな」

  　音崎が鞄を開くと、白とグレーとを基調にした細長い物体を取り出した。

  「それ、知ってますわ！　ええと……マッサージ器ですわ」

  　那な美み香かが両手を顎あごの下でぽんと打った。

  「そうだ、実相寺の言う通り。電気マッサージ器。通称電マと呼ばれるものだ」

  　いったいどんな凶暴なものが飛び出してくるのかと思ったが、マッサージ器とは意外だ。

  「それが……前戯なんですか？」

  　ほっとしたのか、ようやく両足に力が入った。藍あい斗とは立ち上がると、ショートパンツのお尻しりの埃ほこりをはたいて言う。

  「こう、そうだ。これはすごいぞ。一言で言うならば羊の皮を被かぶった狼おおかみだ！」

  「羊の皮を被った狼……？」

  　音崎は満足そうに頷うなずくと、高々と電気マッサージ器を掲げた。

  「そう。これは、ごく普通の電器屋に売っているマッサージ用の器具だ。肩コリはもちろん腰のコリやふくらはぎ、二の腕なんかに使ってもいい。この製品の特性は、家庭用コンセント直じか挿ざしのＡＣ電源ということだ。先生も何度か失神寸前の目にあったハイパーバイブレーションだぞ。試してみるか？」

  「わたくし、興味がありますわ！」

  　那な美み香かが弾はじけるように立ち上がると挙手する。立候補者がいるということは、藍あい斗とはお役御免で済みそうだ。しかし……。

  　仁王立ちになって、まるで鬼の棍こん棒ぼうよろしく電気マッサージ器を上段に構えている音おと崎さきの姿は、禍まが々まがしささえも感じさせる。たかだか大きさ30センチほどでいかにも健康商品らしいすっきりとした佇たたずまいだというのに、それが逆になんだか得体の知れない力を秘めていそうで二の腕にさらに鳥肌が立つ。

  （何かが違うわ。何かが……）

  　しかし、何が違うのかはわからない。

  　藍斗の中の本能的アラームのようなものが、これを使わせてはまずいと警鐘を鳴らしている。

  　音崎に教えを請こうている立場で研究の中止を申し出るのは、若じやつ干かんの気まずさがあるが、なんとか諫いさめなくては。

  「那美香、ダメよ。それはダメっ！」

  「なんでですの？」

  「そうだ、国こく分ぶ。電マはすごいぞ!?　それともなんだ？　お前自身が一番最初に使いたいってことか？　欲張りさんだなぁ」

  　慌てて止めると、那美香はよほどに興味があったのか悲しそうに眉まゆを寄せた。音崎は獲物を前にした蛇へびのごとく、舌なめずりしては藍斗と那美香とを交互に見ている。

  「音崎先生、違います。なんだか前戯というのは、そんなものじゃない気がするんです」

  「ほう、何が違うというんだ、説明してみろ、国分」

  「説明って……それは上う手まく言えないんですが、なんて言うか……でも、それを使うのは違う気がするんです」

  「うん？　電マを使わないだと？　先生はそんな前戯ではまったく満足できん！　したがって、先生がレクチャーできるのはここまでだ！」

  　案の定、音崎は気分を害した様子でぷいと顔を背そむけると黙ってしまった。

  　子供じゃないんだから、とも思うが、ある意味、音崎の面目を潰つぶしてしまったのだから仕方がない。

  （どうしよう……）

  　今日の活動も失敗かと思うと泣きそうだ。しかし泣くわけにはいかない。泣いたって何も解決しないことはわかっている。なんとか挽ばん回かいしなくては！　けれど……。

  「前戯って……そもそも何なのかしら」

  「ううん、たしかに、わたしもよくわからないかもしれないです。キスとエッチの間の、触り合いっこみたいなものかなぁって、ぼんやり思ってましたけど。でも刷は毛けとかマッサージ器とか使うこともあるんですね」

  「何かが違う気がするのよね……」

  　藍あい斗ととぽんとが頭を捻ひねっていると、那な美み香かがぽんと手を打った。

  「マッサージ……そう、マッサージですわ！　手でやるマッサージは前戯みたいなものではないでしょうか。うちのメイドの雪ゆき見み、マッサージが大得意ですの。もしよろしければ、皆さん、お試しになってみませんこと？」

  「マッサージぃ？　部活中に何を言うのよ」

  「昨日、音おと崎さき先生は、前戯とは身と心を解ほぐす行為だとおっしゃってましたわ。それならば、雪見のマッサージはまさにそうです。ねぇ、藍斗さん、ぜひ一度お試しになってください。きっと前戯とは何か、ということをひも解とくヒントになりますわ」

  　いつになく熱心に勧めてくる那美香に少し心が揺らぐ。

  （……何かヒントになるかしら）

  　そうだ、何事も経験だ。それに、年上の雪見だったら、前戯とは具体的にどういうものかを教えてくれるかもしれない。

  「……そうね、じゃあ、雪見さんにお願いしてみましょうか」

  「はい！　ではさっそく雪見を呼んで参りましょう」

  

  　リビングの屋上は、露天のジャグジーになっていた。客室棟の二階の廊下の端の扉から出入りするようになっていて、ちょっとした小型プールほどの大きさもある。

  　こぽこぽと底から泡の浮き上がる浴槽内には薔ば薇らの花びらが散らされ、芳かぐわしい匂においが漂ってくる。眼下に広がる大おお海うな原ばらといい、周りのこんもりと繁しげった木々の緑といい、まるで高級スパのよう。絶好のシチュエーションだ。

  「さぁ、どなたが一番最初にいたしますか？」

  　メイド服に身を包んだ雪見が、洗いたてのアイボリー色のシーツを施術台の上に掛けて言った。

  「藍斗さん、ぜひ、最初にお試しくださいませ」

  「じゃあ、お願いするわ」

  　那美香の勧めに甘えることにして、ジャグジーから上がると、バスタオルで身体からだを拭ぬぐう。

  「では、この台の上に横になって、力を抜いてリラックスくださいね。藍斗さん以外の皆さまはもうしばらくジャグジーでごゆっくりなさいませ」

  　藍斗は紺色と白のボーダーの水着の上にバスタオルを巻いたまま、ジャグジーの脇わきに置かれた施術台へと上がり、うつぶせに横たわった。

  　ジャスミンの香りのするとろりとしたオイルが塗まぶされて、雪見の手でゆっくりと伸ばされていく。柔らかな手が背骨の脇わきを辿たどって肩から肩甲骨へと滑ると、内側の筋肉がじっくりと解ほぐされて夢見心地の気分。身体からだに吹きかかる海からの潮風も心地いい。

  （……こういうのもいいわね）

  　こうしてゆっくりと身体を横たえると、実験実験と焦あせっている日常がなぜだか遠く感じられる。

  　しかも、藍あい斗と自身、長年人体を研究してきただけあり、マッサージには相当に自信があるが、雪ゆき見みのテクニックも大したものだ。

  （前戯のヒントがマッサージにあるかもしれないって那な美み香かが言ってたけど、あながち間違いじゃないかもしれないわね）

  　雪見の手は柔らかく、そのタッチは優しい。人に無防備にさらけだした身体を触られること自体、初めての経験だが、まるで羽毛で撫なでるようにそろそろと肌を撫でられると身体中の力が抜けていってしまう。

  「では、ツボを押させていただきますわね」

  　雪見が手を藍斗の身体と施術台の間に滑り込ませると、鎖さ骨こつの上の窪くぼみの中間ほどをぐりっと押した。

  （あ、そこは缺けつ盆ぼんじゃない）

  　人体の経けい穴けつや経けい絡らくについては、一応マスターしているので、今触られているのが何のツボかは藍斗にもわかる。缺盆は、胸周りの神経の通り道にあり、そこを押すと胸の痛みがなくなったり、胸への血行が促されるツボだ。

  （ああっ、なんだか胸の先っぽが……ジンジンする）

  　血行がよくなったせいだろうか。痺しびれるように疼うずくだけでなく、なんだか硬くこりしこってきてしまった。

  「ダメですわ。藍斗さん、硬くならないでリラックス、リラックス」

  　雪見が耳元で囁ささやくと、甘い吐息が耳じ朶だをくすぐった。

  　こそばゆさにビクンと身体を揺らす藍斗の身体を押さえるように、雪見の指先がじっくりと下がっていく。腰の少し下、尻しりの膨ふくらみの中に到達すると、親指がゆっくりとめり込んでいった。

  「んんんっ」

  （ああっ、そこは陰いん包ほうッ！）

  　男性のＥＤ治療にも使われ、女性の膣ちつに響き、別名性感のツボと呼ばれる場所だ。

  　ツボの効果だろうか。身体がカッカして、雪見の指先が優しく撫なでるたびに、背筋がぞくりと反応する。ツボの上で、指先に力が込められると、身体がびくんびくんと跳ねてしまう。目がうつろになり、はぁはぁと息があがってきた。

  （人にツボを押されるのって、こんなにすごいのね……）

  　経穴を学ぶ過程で自みずから押したことはあるが、人に押されるのではまるで違う。

  　効き具合はもちろんのこと、気持ちよさも比べ物にならないほどだ。うずうずと腰の奥が疼うずいて、身体からだの芯しんが熱く血が滾たぎるようだ。ぎゅっと手を握りしめて快感に耐えるが、脳のう髄ずいがジンジンと痺しびれて意識が遠のきそうになる。

  （なんだか私、もっと押して欲しくなってる……）

  　もっと身体を弄いじってもらいたくて仕方ない。けれど、それを口にするのは恥ずかしい。雪ゆき見みの手のひらからダイレクトに伝わってくる熱に身体が震ふるえ、ジャグジーで遊ぶぽんたちの嬌きよう声せいが、遠く耳に届く。

  （ああっ、ぽんもるりも那な美み香かも、すぐそこにいるっていうのに、ひとりだけ気持ちよくなっちゃってる……）

  　唇くちびるを噛かみしめて必死に耐えているものの、少しでも油断すると、あらぬ声をあげてしまいそうだ。このままではまずい。弱々しく頭を振ると、なんとか気を紛らわそうと雪美に尋たずねる。

  「あ、あの……雪見さんって、どこかで経けい穴けつや経けい絡らくを勉強されたんでしょうか」

  「私ですか？　書物を読んだだけですわ」

  　それならば藍斗と同じだ。しかし、それでいて、この熟練した手つきはいったいどうしたことだろう。

  （ひょっとして、雪見さんってすごいポテンシャルの持ち主……？）

  「それにしては、すごく上手だと思うんですが」



  [image: ]


  「お嬢さまに頻ひん繁ぱんにいたしていますので、実践で培つちかわれたのかもしれません」

  「実践？」

  　なるほど。常々、那な美み香かのボディはなぜあれほどに発育しているのかと疑問に思っていたが、この雪ゆき見みのマッサージで女性ホルモンが分泌されていると考えれば納得だ。

  「そうです、実践を重ねていくことで物事は上達するのです。といっても、常に新しい風は入れなくてはいけません。つい最近も、新しいマッサージ方法を学びまして。こちら、大変気持ちいいと評判の方法らしいのですが、よろしければ試してもいいでしょうか」

  　今のツボ押しでさえ、今まで感じたことがないほどに気持ちがいいのに、これ以上に気持ちがいいマッサージなんてあるのだろうか。

  （知りたいかも……）

  　藍あい斗との好奇心が疼うずいた。この先の快感を知ることは、前戯、そしてセックスについての理解を深める参考になるはずだ。

  「ぜひ、お願いします」

  「それでは失礼いたします」

  　雪見がはらりとメイド服を脱ぎ捨てた。下に身に着けていたのは、シックな黒いビキニ。

  　今まで胸元がつまったメイド服を着ていたためわからなかったが、胸が大きく、ウエストはきゅっとくびれている。雪見、という名前の通りに血管が透けそうに肌が白く、そのせいか、まるで両胸の突き出しはマシュマロのようだ。

  　雪見は自みずからも施術台の上に乗ると、藍斗の太ももを自分の両ももの間に挟み込んだ。その密着度に驚き、思わず身体からだを硬くすると、雪見が眼鏡めがねの下の目を優しげに細め、微笑を投げかける。

  「あら、藍斗さま、緊張なされてますか？」

  「そ、そんなことないですけど」

  「いいえ、さっきと違って、身体がガチガチに強こわ張ばってしまってます。なんででしょう」

  「あの、ちょっと視界が……どこを見ていいか、悩ましいというか……」

  　目の前には雪見のバストがぼよんとド迫力に広がっている。ただでさえ豊満だというのに、下を向いているせいで、よりいっそうのボリュームだ。

  「あら、私の姿が目に入って、注意散漫になってしまいますか？　それでは、これを」

  　雪見はサイドテーブルからアイマスクを取り出すと、藍斗の目の上に被かぶせた。

  　急に視界が暗くなり、何も見えなくなる。

  「これならリラックスできますか？」

  「……ええ」

  　たしかに視界は遮さえぎられたが、逆に不安を覚える。いったい何をされるのだろうと、どきどきと胸を鳴らしていると、雪見の手が太ももに触れた。

  「ひゃ、ひゃあっ」

  　視界が遮さえぎられているせいで、予想もつかなかった。突然のことに悲鳴をあげてしまう。

  （な、なにこれ……）

  　見えていないぶんだけ、神経が研とぎ澄すまされているようだ。雪ゆき見みの息使いや体温、それに甘い体臭がさっきよりも近く感じられる。

  　ねちょりとしたオイルが潤じゆん滑かつ油ゆとなって重なった肌がつるつると滑る。ふたり分の体温で温められたオイルが芳かぐわしく匂においたち、頭の芯しんがぼーっとしてくる。

  　滑りのいいべとべとの手が藍あい斗との太ももを膝ひざから上へと上下する。股こ間かんから尻しりの頬ほっぺたに近づく時は裏うらももを手のひら全体で撫なで、尻を円を描くように滑った後は爪つめを立てた指先がももの外側をくすぐる。

  （んんっ、あ、そこはけっこう際きわどい……）

  　股間すれすれを指先が通るたびにむず痒がゆくも甘美な感触が身体からだにはしる。

  （ダメよ……ダメ）

  　じれったさに耐え切れず、腰が浮きそうになる。唇くちびるの端から涎よだれがつーっと流れ落ちてシーツにぽつりと染みができてしまう。

  （な、なんだかもう、よくわかんない、なんなのこれ……）

  　両ももをじっくりと擦こすられ終わった頃ころにはもう腰が立たなくなっていた。泣きそうな、それでいて、もっとして欲しいというおかしな具合だ。

  　この破壊力。いったいどこ発祥のマッサージなのだろう。

  「あの……これ、なんていうマッサージなんです？」

  「今、ひそかに流行中の密着エステというものですわ」

  「密着エステ？」

  　日本伝統の按あん摩まに、タイ古式や中国式、台湾式足つぼや、イギリス風リフレクソロジーなどは一通り知っているが、密着エステというものは聞いたことがない。

  「それってどこ発祥なのかしら？」

  「さぁ。よくはわからないのですが、歌か舞ぶ伎き町ちようや渋しぶ谷や、横よこ浜はまなどの首都圏はもちろんのこと、北海道はススキノ、名な古ご屋やの栄さかえと、最近はあちらこちらにあってずいぶんと流は行やっているそうですわ」

  「へぇ、全然知らなかったわ」

  「ここ数年のニューストリームだそうですから」

  　背中に何か柔らかなものがふわりと当てられた。

  　人体でこんなに柔らかいところといえば、バストしか思い浮かばない。柔らかい中にもコリリとした突起があるのは、雪見の膨ふくらみの先端だろうか。

  　太ももにはぺっとりと、外側から雪見の足が絡からみ付けられている。背中いっぱいに雪見の身体の重みを感じていると手首を掴つかまれ、伸びをするように前へと伸ばされた。

  　密着していない部分といえば、ふくらはぎから下くらい、あとはぺとりと雪ゆき見みの身体からだと重なってしまっている。雪見の身体が熱く、その熱でお互いの身体が蕩とろけ合ってしまいそうだ。

  　雪見はその体勢のまま、身体をこすりつけるように上下に揺らした。手首を掴まれているため、身動きがとれずに窮きゆう屈くつだが、それはそれで悪くない。

  　肌が上気してうっすらと桃色に染まり始めたのが感覚でわかった。自然と息が荒くなる。

  （んっ、ああっ……）

  　このまま寝入ってしまいそうに気持ちがいい。それに、解ほぐれていくのは身体だけじゃない。那な美み香かの言っていた通り、心も柔らかに解れていくようだ。

  （マッサージでさえこれだけ、気持ちがいいんだもの。愛あい撫ぶってどんなかしら）

  　そうだ。雪見ならば知っているかもしれない。

  「……あの、雪見さん、私、聞きたいことがあるんです」

  「なんでしょう」

  　暗くら闇やみの中で雪見の声が心地よく響く。メイドという職業柄のせいか、雪見の声質は落ち着いていてすっと心に染み入るようだ。その穏やかな雰囲気に、普段は照れやプライドが邪魔してなかなか本音を言えないことの多い藍あい斗とだが、すっと言葉が出てくる。

  「あの……マッサージと愛撫ってどう違うんでしょう。今、雪見さんにマッサージされていて、すごく気持ちいいんですけど、愛撫とどう違うんですか」

  　しばらくの沈黙。くすり、と笑う気配がした。

  「たしかにマッサージは気持ちいいですわ。それでもまったく愛撫とは違うものです」

  「どう、どう違うんですか？」

  　雪見はするりと脇わきから胸へと手を滑り込ませると、優しく指先を食い込ませた。

  「んんっ」

  　こそばゆさとなんともいえない心地よさに身体がぶるりと震ふるえた。

  「そうですわね。一言で言うと相手が違うと言えばいいでしょうか。藍斗さん、好きな人はいらっしゃって？」

  「好きな人……」

  　一瞬脳裏にぽんの姿が浮かんだ。

  （ちょ、なんでぽんなのよ！）

  　慌ててかき消すと首を横に振る。

  「いいえ、特にはいません」

  「そうですか。それは残念ですわ。愛撫とマッサージの違い、それは心です。たとえ、同じ相手から施ほどこされるものであっても、相手のことを藍斗さんがどう思っているかで、まるで、そのドキドキ感が違ってきますわ。たとえ、その相手に触られなくても、今、目隠しをしているでしょう？　私にマッサージされているのではなく、好きな相手に触られていると想像するだけでもずいぶんと違うと思うのですが……」

  　再びぽんの姿が脳裏に浮かんだ。

  　雪ゆき見みの手が、ぽんのもので、藍あい斗との身体からだを丹たん念ねんに丁てい寧ねいに触っているとしたら……。そう考えると、身体が急にかぁっと熱くなった。恥骨の辺りがむずむずとして、思わず吐息が漏もれそうになる。

  （な、何これ、ヤ、ヤバいかも）

  　さっきまでとはまるで違う。表皮に細かい電流が通っているようにチリチリと痺しびれ、雪見の指が触れるたびに、びくんびくんと波打ちそうになる身体を押しとどめるのが精いっぱいだ。必死に耐えているせいか、窒ちつ息そくしそうに息が苦しい。

  「もっとぬるぬるにいたしますわ」

  　雪見は藍斗の手首から右手を離すと施術台の脇わきのサイドテーブルに手を伸ばした。

  （あ、もっとぬるぬるだなんてぇ）

  　そんなふうにされたらどうなってしまうのだろう。怖いけどして欲しい気もする。雪見じゃなくってぽんに……。

  「垂たらしますよ、藍斗さん……あれぇっ!?」

  　雪見の素すっ頓とん狂きような声が背後で響いた、その次の瞬間、背中の一点に、ぽつんと強烈な熱さを感じた。

  「ひゃぁっ！」

  　何事かと確認しようと身体を起こそうにも、雪見がずっしりと乗っかっている。

  「藍斗さん、すみません、なんでオイルがすり替わって……きゃぁああっ」

  　身体を起こそうと、藍斗の背中に突いた雪見の手がつるりと滑り、そのはずみでまたもなんだかわからない熱い液体がどばっと背中に垂らされる。我慢できるギリギリくらいの熱さ。いったいこの液体はなんだろう。

  「なに、これ！　お灸きゆうッ!?」

  「いえ、違います！　オイルがなぜか蝋ろう燭そくにすり替えてあって、気がつかずに藍斗さんに垂らして……ああっ、音おと崎さき先生、何をなさるんですか!?」

  　またも熱い液体が背中に垂らされる。

  （ええっ！　音崎先生？　部屋で拗すねてお酒を飲んでいるはずじゃ……）

  　慌ててアイマスクを外そうとするも、ぬるぬるとしたオイルのせいで、台の上で身体が滑り、上手に身動きが取れない。なんとか身体をくるりと反転させて上身を起こすと、ようやくマスクをはぎ取ることができた。

  「な、何をしてるんですか」

  　右手に酒さか瓶びん、左手には電気マッサージ器を持った音崎教諭の姿が目に飛び込んでくる。

  「ひっく……マッサージならこれだろう」

  　音おと崎さきはぶるぶると重低音を立てる電気マッサージ器を突き出すと、施術台の藍あい斗とへと押し当てようとする。

  「や、やめてくださいっ」

  　じりじりとお尻しりでにじりさがるも、施術台など大して広いわけもない。数センチ後ずさったところで、もう指先は縁ふちに当たっていて逃げ場はない。

  「なんだ、国こく分ぶ。何を怖がっているんだ。マッサージには電マと決まっている。不本意だが本来の目的に使うならいいだろ？」

  「本来の目的が不本意って、じゃあ、なにに使うつもりで持ってきたんですかぁっ」

  「うるさい、つべこべ言わずにエレクトリックの洗礼を受けるがいいっ！！！」

  　音崎が電気マッサージ器を片手に藍斗に一歩にじり寄った。フェンシングの剣のごとく電気マッサージ器を突き出す。

  「マッサージ器はいりませんッ」

  「なに、試してみれば、もうフツーなんかじゃ物足りない身体からだになるぞ？」

  「そんなの困りますッ！」

  　音崎の電気マッサージ器攻撃を避よけるも、もう逃げ場はない。

  「ぽ、ぽん、助けてぇえええ！」

  「隙すきありッ！」

  　藍斗の助けを請こう声もむなしく、音崎はひらりと白衣を翻ひるがえすと、藍斗の股こ間かんに電気マッサージ器をあてがった。

  （ひっ、ヒイイイイイッツ！）

  　今まで感じたことがないほどの強い刺激が藍斗の股間に襲おそい掛かる。ビリビリビリと太ももの間に痺しびれるような刺激は、不快と快の区別もつかないほどに強烈。

  　頭の中がホワイトアウトし、理性では止められない獣けもののような叫び声が喉のどから漏もれる。

  　目の前に散っているちかちかとした火花。電気ショックを受けたかのように身体がびくんびくんと大きく跳ねて、ひくひくと背せ筋すじが痙けい攣れんする。

  「ひゃ、ひゃぐっ、ふぐわぁっ！！！！！」

  　まるで身体の奥から揺さぶられるような刺激が、藍斗を酩めい酊ていさせていく。もうまともな言葉すら出てこないし、頭の奥が爆発したようにかき回されて何も考えられない。

  「だ、大丈夫ですか、藍斗さん」

  「ふひゃは、う、……あひゃっ」

  　最後に見えたのは、ぽんの心配そうな顔。それも、すぐにぼんやりと滲にじみ、ただ真っ白になった。

  

  （んんっ……ぽん？）

  　やせっぽちの少女が藍あい斗とを覗のぞき込んでいた。知らない天井……いや、知っている。ゆっくりと旋回するファンに見覚えがある。那な美み香かの別荘の藍斗の部屋だ。

  　背中が柔らかなもので受け止められているということは、ベッドの上だろうか。

  　身体からだ中がなんとなくスースーとする。指先を身体に沿わせると、半裸だった。ブラジャーとパンティーしか身につけていないようだ。

  　いや、違う、下着じゃなくって水着だ。

  （そうだ、ジャグジーでマッサージ……）

  　ようやくぼんやりと記憶が浮かび上がってきた。

  （私、どうなったんだっけ……たしか雪ゆき見みさんのマッサージを受けている最中に、音おと崎さき先生が来て……電マを……）

  　股こ間かんに電マが当たった感触を思い出して身体がびくんと震ふるえた。

  （あ、あれ……すごかった……）

  　あんな強暴な刺激のことなど、考えたくもないというのに、思い出すと、なんだか身体の奥がジン、と熱くなってしまう。

  　蘇よみがえってきた余韻に身体を震わせていると、藍斗を上から見下ろしていたぽんが頬ほおへとそっと指先を伸ばしてきた。手のひらと甲とを使い、いつくしむように優しく撫なで摩さすりながら、心配そうな表情を浮かべている。

  （あ……それ、なんだか気持ちいい……）

  　さらさらとした指先の感触と、人肌のじんわりとした温ぬくもりが心地いい。

  　もう少しこうして触られていたい。藍斗は目をすっと閉じると、神経を集中させてぽんの指の感触を味わう。

  　指先は藍斗の頬から顎あご、そして首元へと移動していった。耳の後ろ辺りを通過した時はぞくっと背せ筋すじを震わせてしまいそうになったが、なんとか耐える。

  （気持ちいいけど……ぽんったら何してるのかしら。ひょっとしてマッサージ？）

  　藍斗の身体の柔らかさをいちいち確かめるようにぽんは指を沈み込ませては、また場所をずらして触るを繰り返している。けれど、それは決して嫌いやな感触ではなく、むしろ愛めでられているようで気持ちがよくさえもある。

  （ああっ、そこは……）

  　ぽんが藍斗のバストにずぶりと指をめりこませた。心臓がどくんと高鳴る。

  （ど、どうしたっていうの、ぽん、あ、ダメ……そんなぁ）

  　自分で触れるのとはまったく違った甘美な刺激が胸にはしる。たぷたぷと波打つたびに息が苦しくなり、触られているのは胸だというのに、臍へその下辺りがじゅんと熱くなる。

  （やだ、ぽんってば……マッサージしてくれてるの？）

  　それにしては、さっきの雪ゆき見みと比べて手つきがねちっこく、いやらしい。

  （何これ……マッサージとは、胸のドキドキの仕方がちょっと違う……胸が……ドキドキ？）

  　胸がドキドキとするだなんて。雪見の言う愛あい撫ぶのようではないか。

  （なんで、ぽんに……!?）

  　しかし、今さら起き上がることもできず、戸惑ったまま狸たぬき寝ね入いりを続ける藍あい斗との胸をぽんは撫なでては優しく揉もみ上げるを繰り返している。

  　たぷたぷと乳肉がたわみ、ぽんの指先からむぎゅりと押し出される。このところ、少し大人に近づいたのか柔らかみを増した乳だったが、性感も少し開発され始めたのか、甘く痺しびれるような刺激が胸を襲おそう。

  （ど、どうしよう……こ、このままじゃ、気持ちよくなっちゃう）

  　とたんに頭が混乱する。雪見の指技も相当に気持ちがよかった。けれど、ぽんの指から導き出される快感とは根本的に違う。

  　雪見の指の動きと比べれば、ぽんは稚ち拙せつで、むしろ不慣れさが漂っている。テクニックで言えば雪見のほうが断然に上だ。しかし、下手くそといってもいいぽんの指のほうが、藍斗の芯しんをじんじんと痺れさせる。

  （なんで、ぽんに触って欲しがっているの、私……）

  　理性は、このまま寝ていてはいけないと制止をかけている。

  　しかし、本能はこのままでいたいと訴えかけてくる。もどかしく、もっと触って欲しいと身体の奥がうずうずと疼うずいてぽんの指を求めている。

  （ああっ、ぽん、だめ、そんな……でも私、これをずっと待ってた……）

  　指が遠慮がちに乳にゆう暈うんの真ん中に当てられ、ぐいと親指と人さし指とで捻ひねり上げられた。びりりとした甘い電流が藍斗の背筋を駆け抜ける。

  「んんんっ」

  　思わず声を漏もらしてしまった。その瞬間に急に意識が覚かく醒せいする。

  「……夢？」

  　落胆の思いで目を開けると、そろそろと身体を起こした。まだ悦楽の余韻の残っている身体を自分の腕で抱きしめる。ベッドの上にぺたりと座ると、なんだか水着の下、アンダーショーツに異変を感じた。

  （あ……なんだかヘン）

  　まるでお漏もらしをしてしまったようにじくじくとして気持ちが悪い。さっきのオイルが、流れて濡れてしまったのだろうか。

  　けれども、それならもっと全体的が湿っているはずだ。

  （……まさか）

  　ドアが閉まっているのを確認すると意を決して指先を水着のアンダーのウエストから差し込んだ。水中で誤って脱げないための下着よりも幾分かキツいゴムが指先を締めつける。

  （う、うそぉ……）

  　手をパンティーの中から抜くと胸がばくばくと痛いほどに鼓動した。顔がかぁっと熱くなる。

  　いったいどういうことだろうか。

  （なんで、私、こんなふうになっちゃってるのぉ……）

  　恥ずかしさと困惑で顔が熱い。いったいどうしてしまったことだろう。

  「わからない……わからないわ……」

  「藍あい斗とさんー、具合はどうですかぁ!?」

  　混乱に困惑して首をぶんぶんと振っていると、ドアが開あいてぽんが顔を出した。

  「あっ……ぽん」

  　さっきの夢を思い出してまたも顔が熱くなる。

  （私ってば、なんであんなヘンな夢を見ちゃったのかしら。おまけにそれで……）

  　ぽんの顔が申し訳なさと恥ずかしさと照れくささで直視できない。しかしぽんはいつもながらの鈍感さで藍斗の額ひたいに手をぴとっと当てては、

  「あれれ、顔が赤いけどお熱ですか？」

  　などと首を傾かしげている。

  　その手の感触に、先ほどの夢の感触が蘇よみがえってくる。

  「だ、大丈夫よ。ありがとう」

  　しかし、心配して当ててくれている手を邪じや険けんに振り払うこともできずにドギマギしていると、ぽんはにっこりと微笑ほほえんで言った。

  「いえいえ。様子を見に来るの、遅くなってごめんなさい。雪ゆき見みさんにエステをしてもらってて、ちょうどいま終わったところなんです」

  　たしかに妙にこざっぱりとした顔で肌もつるつるしている。

  「……そうなの、気持ちよかった？」

  「はい！　エステみたいなの、受けたの、わたし、初めてで。本当にこの合宿に来てよかったです！」

  　無邪気な笑えみを見るだけで、この合宿に来てよかったという思いはあるけれど……けどやっぱり。

  （結局何もわからないまま。研究は何一つ進んでないわ……）

  　またも、自信をなくしてしまった藍斗だった。



  


   ２　特別な日

  

  　街灯がない夜道というのは真っ暗だ。

  　頼りはほのかな月の光と手に持った懐中電灯だけ。別荘の下の浜──天てん狗ぐが浜はま──の右みぎ脇わき、干潮でむき出しになった磯いそは足場も悪く、少し油断すると、足をすくわれそうになる。

  　時折、湿った温い夜風が肌を刷は毛けでさっと掃はくように撫なでていくのが、不気味で、正直なところ、今すぐにでも別荘にとって帰したい気分だ。

  　そんな気持ちの藍あい斗とをかろうじてつなぎとめているのが、ぽんとふたりきりという事実だけ。

  「ちょ、ちょっとぽん、なんでよりによって、こんな足場の悪いところ。転んだら危ないじゃない！」

  「大丈夫ですよ。ゆっくり進めば。それに……」

  「きゃあっ！　海が光った！！！」

  　真っ黒い水がなみなみと満ちたように見える海のはるか向こう側に、青白い光がぼんやりと光っている。人ひと魂だま、船ふな幽ゆう霊れい、海うみ坊ぼう主ずといったおどろおどろしい単語が頭の中に浮かぶ。

  「な～に驚いてるんですが、藍斗さん。ただの漁船の灯あかりですよ！　いさり火ってヤツです」

  「……そ、それくらいもちろんわかってるわよ。だいたいね、ゆゆゆ幽霊の正体見たり、かかか枯れススキって言うくらいで、オ、オバケなんていないんだから」

  「藍斗さん動揺しちゃって可愛かわいいです。それを言うなら、枯れ尾お花ばなじゃないですか」

  「うるさいっ！　そんなのススキでも花でも大して変わらないじゃない！　あーもうっ。だから嫌いやだったのよ、肝きも試だめしなんて！」

  　そりゃあ、ぽんとふたりきり。暗い夜道を身体からだを寄り添わせて夜の散歩だなんて、嬉うれしくないといったら嘘うそだ。せめて浜辺だったらロマンチックだったろうに、なんでか岩場。交互に懐中電灯で足元を照らしては、昇ったり降りたりでちっとも雰囲気に浸る暇ひまなんてない。

  「それよりも、藍斗さんに話があるんです。この先の、肝試しの折り返し地点の洞どう窟くつのことなんですが」

  「……なによ、また怖がらせる気？」

  「いえ、実はですね。そこにサプライズを用意してあるんです」

  「サプライズ？　この期ごに及んでまだ私を怖がらせるつもり!?」

  「いえ、怖がらせるとかじゃなくって……実は藍斗さん、忙しそうだから、煩わずらわせちゃいけないと思って内緒にしてたんですけど、今日って、那な美み香かさんのお誕生日なんです」

  「ああっ！」

  　合宿にかまけてすっかり忘れていた。たしかに今日は那な美み香かの十七歳の誕生日ではないか。

  （那美香も雪ゆき見みさんも、夕食の時にでも、言ってくれればいいのに……）

  　しかし、周りに人一倍気を遣う那美香のこと。らしいといえばらしいし、雪見はそんな那美香の意向に従ったのだろう。それにしても合宿と誕生日が被かぶったというのに、まるで何もしないだなんて、申し訳なさすぎる。ただでさえ、合宿所として別荘を無料で提供してもらっているというのに……。

  「どうしましょう。まだこの時間にやってるケーキ屋さんとか……東京でもないし、無理よね。代わりになるものは何かないかしら……」

  「大丈夫ですよ、藍あい斗とさん。この奥の洞ほら穴あなに、全部用意してありますから」

  　ぽんが内緒話をするかのように小声で言った。

  「え……嘘うそ……」

  「本当です。ケーキとちょっとしたプレゼントも。あ、あそこです。あそこの洞どう窟くつがサプライズパーティーの会場です」

  　ぽんの指さす方を見ると、中から淡い光をぼんやりと漏もらしている洞窟の輪りん郭かくが見えた。

  「灯あかりがついてるわね」

  「はい、先に出発したるりさんと音おと崎さき先生が準備して待ってるはずです」

  　ぽんが足を速めたので、藍斗もそれに従う。

  　ゴツゴツとした岩に足を取られながら洞窟の中へと入ると、電飾で照らされた洞窟内をるりと音崎とが飾りつけている最中だった。薄紙で作った花飾りに折り紙のチェーンにハッピーバースデーＮＡＭＩＫＡと書かれた色紙もある。

  「こんなの、みんなで作ったっていうの？」

  「宮みや家けと中なか山やまのふたりだけどな。先生はプレゼント探し担当だ」

  　音崎がクラッカーを手渡しながら言った。

  「私も……言ってくれたら手伝ったのに」

  「でも、藍斗さんはほら、合宿のことでいっぱいいっぱいっぽかったので」

  「あっ！」

  　ひょっとして。バーベキューの時。ぽんが手伝ってくれないかと言ったあれは、那美香の誕生日の準備だったのではないだろうか。

  「ねぇ、ぽん、ひょっとして……」

  「那美香お姉ねえさまが来た。那美香お姉さまたちが洞窟内を懐中電灯で照らしたら、灯りをつけるから、クラッカーを鳴らすこと」

  　外を偵察していたらしいるりが戻ってきた。慌てて懐中電灯のスイッチを切る。

  　那美香に気づかれないように息を潜ひそめると、遠くの虫の鳴く音と潮しお騒さいだけが洞窟内に静かに響く。

  「ゴールはこちらかしら」

  「ええ、お嬢さま、足元が悪いのでお気をつけて」

  　やがて那な美み香かと雪ゆき見みの声が遠くから聞こえてきた。

  「それにしても、こんな洞どう窟くつ、幼い頃ころから何度もこの島を訪れているというのに知りませんでしたわ」

  「私もです」

  「それに、気の合うお友達たちとの旅行も初めてですわ。でも、本当に楽しいものですわね。こんなに楽しい夏休みは初めて。本当にわたくし、藍あい斗とさんやぽんさんやるりさんが仲よくしてくださって感謝してますのよ」

  　藍斗たちが聞いているとはつゆ知らず、那美香はうきうきと弾はずんだ調子で雪見に語りかけている。

  （那美香がこんなに……私たちのことを思ってくれているっていうのに、私ってば誕生日を忘れたりして……）

  　胸がきゅうっと絞られるように痛んだ。研究を成功させないといけないとばかり焦って、みんなが楽しく過ごしているかなんてことは、考えていなかった。

  （私ってば、まるでダメ……焦って一番大切なことを忘れてたなんて。本当に……セク研の部長として部を取り仕切る資格なんてないわ）

  　涙るい腺せんがじわりと熱くなった。けれどここで泣いてはいけない。

  （だって、那美香の誕生日だもの、湿っぽくしちゃダメだわ）

  　必死に歯を食いしばって今にも溢あふれそうな涙を塞せき止めていると、ぱっと辺りが明るくなった。

  「ハッピーバースデー！」

  　皆の声が響く、慌てて遅れないように続くと、那美香に向けてクラッカーの紐ひもを引く。

  「……藍斗さん、るりさんにぽんさん、それに音おと崎さき先生まで、そんな……わたくしのために……」

  　那美香の目がぱちくりと驚きでしばたたいたかと思うと、みるみるうちに涙が溜たまっていく。

  「じゃあ皆さんで、ハッピバースデートゥユー！」

  　ぽんの先導で、皆がバースデーソングを口ずさみ始めた。那美香は両りよう頬ほほを手のひらで包み込み、感激に身体からだを震ふるわせている。歌が終わると、目の前に差し出されたケーキの蝋ろう燭そくの火をを那美香がふぅっと息を吹きかけて消した。同時に洞窟内の灯あかりも消える。

  「うわぁ……綺き麗れい……」

  　ぽんが声を漏もらした。真っ暗くら闇やみの洞窟の中から見える夜空には、幾千の星が輝いている。

  　そして、どこからともなく、ズンズンズンズンと心地よい原始のリズムの低音が響いてきて、心を震ふるわせる。

  「さぁ、実じつ相そう寺じ。セク研一同からの誕生日プレゼントの登場だ」

  　音おと崎さきが言うと同時に、手に松たい明まつを持った男たちが洞どう窟くつへとなだれ込んできた。

  「ええっ、な、なにこれ……テング!?」

  　総勢50人はいるだろうか。裸に天てん狗ぐのお面だけを下半身に身に着けた男衆で、みるみるうちに洞窟内は満たされる。何が起きているのだろうとあっけにとられていると、男たちは那な美み香かを担ぎ上げてわっしょいわっしょいと掛け声をあげ始めた。

  「ああっ、皆さま、ありがとうございます！　わたくしがこの島のお祭りに憧あこがれているのを知って、皆さま、こんなプレゼントを！　わたくし、生きてきた中で一番嬉うれしい贈り物ですわッ！」

  　テング神輿みこしの上、那美香が真っ赤に上気させた顔で、目め尻じりを拭ぬぐいながら声を潤うるませた。

  「本当に、皆さま、ありがとうございます。こんな素敵なお祝いを……お嬢さまもたいそう喜んでいらっしゃって。那美香さまは本当にいいご友人を持ちましたわ。私からもお礼を言わせてください」

  　神輿の頂上で、歓喜の極みにいる那美香を優しく見守りながら、雪ゆき見みが深々と頭を下げた。

  「やだぁ、雪見さん。そんなかしこまらないでくださいよ。ほら、那美香さん、この島のお祭りに参加したいって言ってたじゃないですか。だから、気分だけでもって、るりさんの提案です」

  「るりは提案しただけテング。実際に人を集めてくれたのは音崎先生テング」

  「苦労したぞ？　痴ち女じよ扱いされたりしてな。でも、最終的にはみんな協力してくれてな。島って温かいな！」

  　るりにしては珍しく照れくさそうな顔をしている。音崎は鼻先を擦こすって得意そうだ。それぞれが友人のためにできることをしているというのに。藍あい斗との胸がきゅうっと痺しびれるように痛んだ。

  （私、ひとりだけ、那美香の誕生日のことなんて、すっかり忘れて……）

  　合宿のことで頭がいっぱいだったせいもある。けれど、そんなことは理由にならない。

  　本当は誰だれよりも部員ひとりひとりのことを考えなくてはいけない、部長という立場だというのに、自分の実験のことばかりにかまけてなおざりになってしまうだなんて。

  「あれぇ、藍斗さん、なんでそんな顔してるんですか？　ああっ、たしかに天狗衆たち、ちょっと刺激が強いですよね！　わたしも最初に見た時はビックリしたんですけど、でも、皆さんいい人ですから！」

  　何を勘違いしたのか、ぽんが慌てて取り繕つくろうように言う。

  「ううん、そうじゃないわ」

  「ええっ？　でも、なんだか急に元気が……」

  「大丈夫よ！」

  　今の藍あい斗とにできることといえば、せめて那な美み香かの祝いに水を差さぬよう、自分の行き場のない感情を抑え込むことだけだ。ぐっと奥歯を噛かみしめると、今にも溢あふれそうな涙をぐっとこらえる。

  「ううむ、羨うらやましいぞ、ぶっちゃけ先生は羨ましいぞぉっ！」

  　テング男たちが組み体操で作ったピラミッドの頂上。歓喜の表情を浮かべている那美香に、音おと崎さきの雄お叫たけびが洞どう窟くつ内に響いた。
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   セク研究議事録❸　８月29日

  

  那な美み香か「皆さん、本当に今夜はありがとうございました。わたくしの生涯の中で、最高の一日でしたわ！」

  ぽん「喜んでいただけてよかったです！　来年もこうしてお祝いしたいですねー！」

  るり「来年は十八歳だ」

  那美香「そうですわね……ということは、来年の島の祭りには参加できるということですわ（うっとり）。わたくし、正直に言って、今日のようなシチュエーションで喪失ができれば本望ですわ」

  藍あい斗と「ダメよ、ダメ！　私の十八歳処女喪失幸福論の中では、あくまでも初体験は一対一って決まってるんだから！」

  那美香「そうですの？　わたくしの理想はマッチョな肉にく布ぶ団とんの上で、マッチョな男子とアクロバティックにいたしますことですのに」

  るり「那美香お姉ねえさまはいつもハードコア」

  藍斗「ぽんはどうなのよ」

  ぽん「わたしですか？　そりゃあもちろん、海の見えるプチホテルで、キスを交わしているとそのまま……♡」

  るり「ベタすぎる。一昔前の少女漫画。寒い」

  ぽん「（頬ほおを膨ふくらませて）いいじゃないですか！」

  那美香「それでしたら、そういう機会がありましたら、うちの別荘をどうぞお使いになってくださいませ！」

  ぽん「たしかに素敵ですけど、友達の別荘っていうのはちょっと……あっ、藍斗さんの憧あこがれシチュは？」

  藍斗「私？　憧れなんてないわ。あえて言えば、十八歳処女喪失幸福論で導き出される結果に応じた場所で応じた相手をすることかしらね」

  ぽん「嘘うそです！　憧れがないだなんて。夜景の綺き麗れいなシティーホテルとか、海外のリゾート地で、とか絶対あるはずです！」

  藍斗「ないったらないわよ」

  るり「っていうか、みんな、初体験できると自信満々だけど、できない可能性だってある。相手があってのものだし」

  藍斗・那美香・ぽん「……（がーん）」
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   第四話　合宿四日目～最終日



  


   １　夏の思い出

  

  「あれぇ？　藍あい斗とさん、寝坊ですか。珍しいこともあるもんですねぇ」

  「なんだか眠れずに食欲がないとかで外にいらっしゃいますわ」

  　ぽんが朝食にダイニングへ行くと、藍斗の姿が見当たらなかった。

  　那美香が指さしたその先を辿たどると、緑が目に眩まぶしい芝しば生ふ敷きの庭に出されたガーデンチェアに腰を下ろして、ぼんやりと海を眺めている藍斗の姿があった。

  　その姿は、ここから遠目で見ても、覇は気きがあるようには思えない。いつもハイテンションな藍斗なのに、珍しいこともあるものだ。

  「昨日からなんか元気ないよね」

  　るりも心配そうな様子。しかし、

  「テング男たちの男臭フエロモンに、当てられたんじゃないか。おぼこいのぉ。ひひひひひ」

  　と、音おと崎さき教諭だけは悪びれた様子もなく気味の悪い笑い声をあげている。

  （昨晩のこと、結果的に藍斗さんには直前まで内緒っぽくなっちゃったしなぁ）

  　本当はバーベキューの夜に計画を話して、藍斗にも準備を手伝ってもらおうと思っていたのだが、合宿のことで頭がいっぱいのようだったから、つい言い出せなかったのだった。

  （やっぱり無理しても、藍斗さんにも準備に参加してもらったほうがよかったかなぁ）

  　その時はよかれと思ったのだが、結果的に仲間はずれの気分にさせてしまったのかもしれない。

  （でも、藍斗さん、お話しする時間もくれなかったし……）

  　ここで考えていても、堂々巡りするだけだ。

  「わたし、ちょこっと様子見てきます」

  　ぽんはダイニングチェアに腰を下ろすのはやめて、窓から庭へと向かった。

  　湿った朝の空気は、まだ少しひんやりとしていた。しかし頭上には、今日の日中も暑くなるだろうと思わせる青空が広がっている。

  　朝あさ露つゆに湿しめった芝生をさくさくと踏み鳴らして藍斗に近寄ると、前に回り込んで声をかけた。

  「藍斗さんっ！　今日も晴れてよかったですねぇ」

  「……そうね」

  　しかし、藍斗は浮かない顔つきのまま、殻からに閉じこもるように、チェアの上に足の乗せ、膝ひざを抱かかえて元気なく答えるだけだ。

  （やっぱり元気がないです……合宿も、明日でおしまいなのになぁ）

  　明日の昼前には島を発たつ予定だから、実質的に活動できるのは今日が最後。その貴重な一日。

  　どうしたら、皆で楽しく過ごせるだろうか。

  （それにはまず、藍あい斗とさんに機嫌を直してもらうことが先決です）

  　藍斗が一番テンションが上がることといえば……アレに決まっている。

  「ねぇ、ねぇ、今日の活動は何にするんですか？」

  「うん？　まだ決めてないわ」

  　ぽんはできるだけ元気な声を出すと、藍斗の顔を覗のぞき込んだ。しかし、返ってきたのはなんともやる気のない生返事。

  「でも、朝ごはんが終わったら活動開始しないと」

  「うん。そうね……」

  「ねぇ、藍斗さん、みんな困ってますって。今日の活動、どうするんですか？」

  「もう、なんでもいいわ。私が思いつくことなんて、ろくなことじゃないし。みんなで適当に決めて頂ちよう戴だい。私はそれに従うから」

  「ええっ。藍斗さん、そんなぁ。いいんですか、なんでも」

  「いいったら、いいわよ。勝手にすればいいじゃないの」

  　藍斗はふうとため息をつくと、再び海に目をやった。

  （……やっぱりヘンです、藍斗さん）

  　研究の話をしても、響かないなんて、相当のことだ。

  （こんな時こそ、友達として、藍斗さんの気分を盛り上げなくてはいけません）

  「わかりました！　じゃあ、気分がぱぁっと晴れるような活動、考えてきます！」

  　ぽんは、藍斗の両手を取ってぎゅっと握りしめると、ここで待っていてくれるように頼んで、他ほかのメンバーのいる居間へと急いで駆け戻った。

  

  「……というわけで、わたしたちで、藍斗さんの気持ちが明るくなるような活動を考えましょう！」

  　那な美み香か、るりに音おと崎さきはダイニングチェアに腰を下ろして朝食をとっている最中だった。

  　今朝は白いご飯に、浅あさ蜊りの味み噌そ汁、温泉卵に鰺あじの干物にシラスおろしといった純和風メニューで、連日のご馳ち走そうで少し疲れた胃にはぴったりだ。

  「藍斗さんが明るくなるような活動……何かしら」

  　那美香が、育ちのよさが滲にじみ出た器用な箸はしさばきで干物から身を解ほぐして首を傾かしげた。

  「藍斗お姉ねえさまが何よりも興味があるのは実験。けれど、るりたちがそれを考えるのは無理だと思う」

  　るりは温泉卵の入った椀わんに唇くちびるをつけるとずるずると啜すすって頭を振った。

  「宮みや家けの言う通りだぞ、中なか山やま。お前はあいつが満足できるような実験を思いつくというのか？　あいつはＩＱ２００オーバーの天才児だぞ？　セク研で普段行われているのは、その素晴らしい頭脳で、あるひとつの結論にたどり着くために、緻ち密みつかつ繊せん細さいに組み立てられた実験だ。決して、適当にドタバタやってるわけではない。それともなんだ？　たかだか国こく分ぶの半分にも満たないＩＱのお前が、国分が満足いくような実験を提示できるというのか？」

  「いや、それは無理ですけど……」

  　たしかに音おと崎さきの言う通り、藍あい斗とが何を考えているか、その十分の一、いや、百分の一もぽんには理解できていないだろう。けれど、いくら天才だ秀才だと賞されていても、ぽんと一歳しか変わらない女のコだ。楽しいと思うことにそう違いがあるとは思えない。

  　しかし、具体的にそれが何かというと。うーん。

  「そう、ぽんさんを苛いじめないであげてください、音崎先生。ぽんさんは、藍斗さんのことを考えるのに一生懸命なんです。ねぇ、皆さんで考えましょう」

  　見かねた那な美み香かがフォローを入れてくれた。

  「と言っても、国分が満足するような実験なんて……」

  　音崎が口をへの字に曲げた。るりも眉まゆ根ねを寄せて必死に何か考えている様子だ。

  　開あけ放した窓の外から遠く汽笛の音が響いた。地平線の手前、船が大海を横切って渡っていく。

  （あー、なんか勿もつ体たいないなぁ）

  　外は晴天、海は今日も光を受けてキラキラと輝いている。こんな家の中に閉じこもってああだこうだ言ってるんじゃなくって、外に出たほうが健康的だ。そもそも、せっかく島に来たというのに、前の浜で少し水遊びしたきり、ろくに海水浴もできていない……そうだ！

  「海水浴です！」

  「海水浴？」

  　ぽんがテーブルに両手のひらをパンと打ちつけて立ち上がると、皆が目を丸くした。

  「それ何の実験？」

  　るりがきょとんとした顔で首を傾かしげる。

  「実験なんかじゃないです。ただ、ほら、せっかく島に来たっていうのに、全然海で遊んでないじゃないですか。そんなのって勿体なくないですか？」

  「……かいすいよく」

  　皆が口を揃そろえて呟つぶやいた。

  「わたくしは賛成ですわ。しかも、せっかくでしたら下の天てん狗ぐが浜ではなく、マッチョな男性の方々が集つどう島のメインビーチを希望いたします」

  「なるほど……マッチョか。たしかに一昨日昨日の一本釣りよりも集団で群れを作っているところに釣り糸を垂らしたほうが効率がいいな……いや、むしろ今日の活動を『ナンパ』にするのはどうだ？　それだったら先生も全面協力するぞ？」

  「海と言えば盗撮犯のメッカ！」

  　皆もそれぞれ、ぽんの思いつきに顔を輝かせた。普段は趣味も嗜し好こうもバラバラの皆だが、やはり海水浴には心が躍るらしい。

  （これならば、きっと藍あい斗とさんも喜んでくれるはずです！）

  　そうと決まれば、ぐずぐずしている暇ひまはない。さっさと朝食を済ませてしまおうと箸はしを取ると、お味み噌そ汁のお椀わんを慌てて口へと運んだ。

  

  　この島の海水浴のメッカは何発が浜はまと呼ばれる浜で、岬みさきを挟んで那な美み香かの別荘の反対側。月型の島の外縁側の弓形部分に位置していた。

  　別荘からは、岬と浜との間の繁しげった森を抜ければほんの10分かそこらの距離らしいが、きちんとした道を歩いていくと20分ほどかかってしまう。

  「へぇ、けっこう栄えてるんですね」

  　さすがにメインビーチとして知られているだけあり、海沿いの道にはコンビニやファミリーレストランこそないが、砂浜には海の家がずらりと並び、烏い賊かが焼ける香ばしい醬しよう油ゆの匂においや焼きそばのソースの匂いが漂っている。

  （水着、新調してきてよかったなぁ）

  　昨年までの水着は、タンクトップ型のタンキニだった。バスケットボールのユニフォームみたいなデザインは健康的でそれなりに気に入ってはいたけれど、なんといっても今年は高校生。もう少し大人っぽいのが着てみたくて、合宿前に新調したのだった。

  　といっても、さすがにビキニを着る勇気はない。悩んだあげく選んだおニューの一品は、水色のツーピース水着。胸元にフリルがついているおかげで、ぺたんこの胸も上う手まいこと隠せるところが気に入っている。

  （みんなみたいにスタイルがよかったら、ビキニにも挑戦してみたいんだけどなぁ）

  　藍斗はグリーンのチェック柄のビキニ、上にグレーのパーカーを羽織り、キャップを目ま深ぶかに被かぶっている。

  　手足が長いせいか、普段は着やせして見えるものの、こうして露あらわになると、かなりのボリューム。しかもウエストが細く、なまじ姿勢がいいせいか、誇らしげに前に突き出した双乳は、近くで見ると、どこに視線を向けていいのかドキドキしてしまうほど。

  　しかし、太陽の光をめいっぱいに受け止めてのびのびとした健康そうな身体からだとは裏腹に、その顔つきはまだ浮かぬまま、しらけた表情ではしゃぐ若者たちを見つめている。

  「……なんなの、この騒がしいビーチは」

  「まぁまぁ、藍斗さん、ビーチは騒がしいほうが楽しいじゃないですか、ねっ。あっ、かき氷食べましょうか。それともソフトクリームのほうがいいですか？」

  「両方いらないわ」

  　藍あい斗とは日焼け止めを手に取ると、腕に塗りつけて首を横に振る。

  「なんでもこのビーチ、昔は、『いつ処女を捨てた？』『去年天てん狗ぐ島じまで』というジョークがあったというナンパのメッカだそうだ。先生も今日は先生という立場を忘れて、ナンパされるぞぉ。いひひのひ」

  　ブロンズブラウンのミニマムビキニに着替えた音おと崎さきが、ビーチにいる男性グループを物色するように見比べて、キラッと目を光らせた。

  　そういや白衣を着ていないところは初めて見たが、さすがは大人の女性らしく、ずいぶんとスタイルがいい。歩くたびにぶるぶると揺れる柔らげに熟した胸に、きゅっと括くびれたウエスト、お尻しりは大きめで綺き麗れいなハート型だ。

  　これで右手に一いつ升しよう瓶びんさえ持っていなければ、完かん璧ぺきなのに。しかし、音崎はビーチだからといってビールやカクテルに切り替えるつもりはないらしい。

  「ナンパは怖いですわ。わたくし、よくされるのですが、いきなりお尻を触られたり、車に連れ込まれそうになったり、写真を撮られそうになったり……大丈夫でしょうか」

  　那な美み香かが、フランクフルトから唇くちびるを離して、恐々と辺りを見回して身体からだを縮こませた。

  「そんないやらしい水着を着ているからいけないのでは」

  　テカテカと光る銀色の三角ビキニの中心部にはぽっちがくっきりと浮き出し、ウエストを紐ひもで結ぶタイプのパンティーはもちろんＴバック。おまけに唇は、炒め油でテカテカと光り、垂れ落ちたケチャップが口元を汚している。ぺろりと舌を伸ばして舐なめ上げる表情は悩ましげで。先端からかぷりと食いつき、あげく喉のど奥おくまで突っ込みすぎて目に涙を浮かべている。

  「でもこちら、ブラジルのナンバーワン水着メーカー、シュガーブーティーの今年の最新作ですのよ。雪ゆき見みはわざわざ個人輸入で手に入れてくれましたのよ？」

  　たしかにサンバの国のイパネマ娘ならありだろうが、慎つつしみを重んじる大和やまと撫なでし子この国の女子高生としては絶対にない水着だ。

  「いや、でもかなり浮いてますよ。せめてパッドは入れたほうが……」

  「それよりもパッドを入れたほうがいいのはお前じゃないか？　中なか山やま。なんだその膨ふくらみひとつない胸板は。それじゃあ、ナンパひとつされんぞ？」

  　む、胸板……。言い返そうにも音崎の豊乳を前にしてはぐうの音も出ない。

  「い、いいんです、大きくなったらきっと膨らみますから！」

  「何を言ってるんだ。第二次性徴による乳房の発育のピークは十一歳から十二歳だぞ？　お前はもう一生ぺたんこ人間だ。はっはっは」

  「そんなことないです。だって、藍斗さんがいろいろわたしのおっぱいが発育するように試してくれてるじゃないですか。ね、藍斗さん」

  「……効果は出てないみたいだけどね」

  　藍斗がちらりとぽんの胸板……もとい、胸元に目をやる。

  「そんなこと言わないでくださいよ！　藍あい斗とさん、わたしのおっぱいの成長は藍斗さんにかかってるんですからッ！」

  「どうかしらね。私の研究は失敗ばかりだから」

  「さぁ、お前ら、ボケボケとしてないで、さっさとビーチに横になれ。国こく分ぶもそんな仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたらナンパされないぞ？　さ、実じつ相そう寺じ、国分に、中なか山やま、あれ？　宮みや家けがいないようだが、どこへ消えた、あのヘンタイ娘」

  　そう言われてみれば、るりの姿が見えない。

  「どこに行ったんでしょう」

  　首を伸ばすと、向こうのほうに、ピンク色のスカート付きビキニを身に着けたるりの姿が目に入った。片手には、水鉄砲が握られている。次の瞬間、銃口がこちらを向いた。

  「きゃあっ！！！！！！」

  　勢いよく水鉄砲から水が飛んでくる。どこで汲くんできたのか、氷水のように冷たい。

  「つ、冷たいですっ！」

  　慌てて立ち上がったぽんのお腹なかや胸や顔や太ももに、まるで遠慮なく水が浴びせかけられる。

  「ちょっと、るり、やめなさい！」

  「こ、こら、先生は打たれ弱いんだ！　やめとけ宮家！」
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  　藍あい斗とばかりか、音おと崎さきまでも悲鳴をあげている。

  「んんっ、冷たいですわっ」

  「おおっ！」

  　那な美み香かの胸の谷間に水鉄砲の水がヒットして、その深い谷間を滝のごとく流れ落ちて観衆からざわめきが起こる。

  　放水が一瞬やんだ。るりは銃口を天に向かって突き上げたポーズで挑発的に言う。

  「悔しかったら取ってみな」

  「こらぁっ、るり、貸しなさいッ！」

  　藍斗がすらりとした長い手を大きく振り、るりの方へと駆けていった。

  「わたしも行きますー。るりさん、覚悟っ！」

  「わたくしも行きますわ！」

  　ぽんも慌てて走りだす体勢を取ると、那美香も続く。

  　足の裏にあたる焼けた砂は驚くほどに熱く、すぐに息が上がる。砂が目に入って涙が出てきた。けれども、楽しい。いつまでもこうやって、みんなではしゃいでいたい。

  　歓声をあげて駆け回る、四人の女子高生を見て周りの人々が目を丸くする。

  「やれやれ、あいつらもまだまだ子供だな……いや、子供じゃなくって、青春、というのかな」

  　音崎が、無邪気に追いかけっこに興じるぽんたちの姿を見て、ぼそりと呟つぶやいた。

  

  　ビーチパラソルが濃い影を作っている。太陽で焼かれた砂から立ち上る熱気と、ビーチマットを吹き抜ける風が濡ぬれた肌に心地いい。

  （ああ、やっぱり海って最高です！）

  　今日だけでも海水浴ができてよかったと、キラキラと光る水面を見てぽんが幸せを噛かみしめていると、音崎教諭が不満げに雄お叫たけびをあげた。

  「ナ～ン～パ～さ～れ～な～い～の～は～処女臭のせいじゃっ！」

  「ナンパなんていいじゃないですか。こうやって、みんなでわいわいしてるのって楽しいですよ？」

  「うるさい、お前の乳臭さが男を遠ざけてるのだ！　ああ、いい男、いい男はいないのかっ」

  　ぽんが諫いさめようとも、音崎教諭は聞く耳を持つ様子はない。しかし、目を皿のようにしてビーチをねめつける音崎からは殺気すら漂っていて、とてもとてもナンパ待ちの雰囲気ではない。

  「……う、乳臭いって」

  　たしかにぽんの姿を見て「なんだ子供連れじゃん」と前を通り過ぎていった男子は一組や二組ではない。

  （でも……でもでもでも別にナンパなんてされなくても楽しいしっ！）

  　空を飾っている綿わた飴あめのようにふんわりとした入道雲を見上げ、傍かたわらに置いたかき氷の入ったプラスチックカップを取り上げると、スプーンですくって口へと放ほうり込んだ。キーンッとこめかみが痛んで目の前がクラクラとする。

  「うぁあっ、冷たいっ。藍あい斗とさん、一口、食べません？　冷たくて美お味いしいですよぉ」

  「ありがとう」

  　さっきの追いかけっこがよかったのか、照りつけるギラギラとした夏の太陽の下、ようやく少しだけ、藍斗も元気が出てきたようだ。

  （よかったぁ、海水浴に来て！）

  　思えば、皆での初めての泊まりがけだというのに、ろくに遊ぶ時間はなかった。合宿なのだから、当たり前と言えば当たり前だけど、ようやく遊べてやっぱり嬉うれしい。

  （海っていいな。来年も来られたらいいな）

  　じんわりと喜びに浸っていると、音おと崎さきがおもむろに立ち上がり、またも雄お叫たけびをあげた。

  「ダメだ！　される気がしなければ、するんだ！　よし、実じつ相そう寺じ。逆ナンに行くぞ。宮みや家けもついて来い、ぐふふ。実相寺のこのボディと、宮家のこのアイドルフェイスをもってすれば、このビーチの男たちなど釣堀の腹ペコ鮒ふなと一緒だ。実相寺と宮家を餌えさにピチピチの若者を……ふふふ」

  「ええっ、せっかくみんなでまったりしてるのに、行っちゃうんですかぁ」

  「そうだ！　お前が悪いんだぞ、中なか山やま。先生たちが逆ナンに勤いそしんでいる間に、身体からだを日に焼いて少しはセクシー度をアップさせておけ……といっても、お前が焼いたらプール焼けした小学生にしか見えんか。くくくっ」

  　音崎は、そう言い残すと、強引に那な美み香かとるりとを連れ去って逆ナンの旅へと旅立ってしまった。残されたのはぽんと藍斗のふたり。

  （別にナンパされたいわけじゃないけど……でも、少し凹へこむのは事実です）

  　周りの女のコたちは、何をするでもなくレジャーシートの上に寝転んでいるだけで、次々に声がかけられている。しかし、なぜか男のコたちは、ぽんたちの前はスルーしていってしまう。

  （なんでわたしたちだけ、声がかけられないんだろう……）

  　冷静に見て、藍斗みたいな美少女がナンパされないなんて絶対におかしい。

  （……やっぱり音崎教諭の言う通り、わたしのせいですよね）

  　自分で言うのもなんだが、ぽんだって、そんなにヒドいわけじゃない。ただ子供っぽいだけで、そこそこではないかと自負していたのに、なんだか自信をなくしてしまう。

  　しょんぼりと人さし指で砂に字を書いていると、目の前に人が立つ気配がした。

  「ねーねー、暇ひまだったら一緒に遊ぼうよ！」

  　こ、これはナンパ!?

  　ナンパなんて、別に興味ないと思っていたのに、いざ声をかけられると、それはそれで嬉うれしい。

  「わたしですかっ!?」

  　思いっきり笑顔を作って顔を上げると、そこにいたのは小学生の男の子だった。

  （ええっ、ちびっ子？）

  　青々とした坊ぼう主ず頭に学校指定の紺色の海パンに三本入った白線は、水泳の授業で何メートル泳げるようになったかの証明だろうか。おそらくは小学五年生か六先生。しかし、島の子らしく東京で見かける子供たちよりも幼く見える。

  「砂で城作ろうぜぇ！　お姉さん、妹さん借りるね！　俺おれ、ケイタ！　よろしく。ねぇ、何年生？　俺は小六！」

  　しかも、どうやら完全に小学生と間違えられている様子。

  （そ、そんなぁ……）

  　いくら幼いとよく言われるとはいえ、小学生に間違われるとは高校生の乙女として情けなさすぎる。

  「なぁ、でっかい城作ってさ、母さんとか父さんとか驚かせようよ」

  　泣きたい気持ちのぽんの腕を掴つかむと、ケイタはぐいぐいと引っ張る。

  　藍あい斗とのことは心配だし、小学生の男のコに興味なんてあるわけないが、一緒に遊んであげないと、どうもおさまりがつかなさそうだ。

  「わかった、わかったから、ひっぱらないで……藍斗さん、わたし、ちょこっとこのコと遊んできます」

  「……うん、わかったわ、行ってらっしゃい」

  　藍斗がひらひらっと手を振った。

  「じゃあ、ちょっとだけだからね！」

  　仕方ない。いったい何をしにビーチに来たのかとため息をつきながら、少年とともに波打ち際へと向かった。



  


   ２　暗くら闇やみのふたり

  

  　はぁ。

  　ぽんと少年の後姿を見送ると、藍あい斗とはひとつため息をついた。

  　凶暴なほどに、ジリジリと焼けるような日差しが容赦なく照りつけてくる。けれど、赤とんぼが飛んでいるのは、もう季節は秋に向かっている印だ。

  　その去り行く夏の残ざん骸がいを少しでも引き止めておこうと、ビーチバレーをしたり、水かけっこをしたりと、思い思いに遊ぶ若者たち。

  　本来なら見ているだけでウズウズと、心が浮き立つ風景なのだろうが、藍斗の気持ちは沈んだままだ。

  （はぁあああああ……）

  　ため息しか出てこない。

  （このまま、部長として皆を率いていけるのかしら……）

  　理論は完かん璧ぺきなはずなのに、何かが足りない。実験も失敗続きで結局のところ、成果はゼロ。

  　しかも部員である那な美み香かの誕生日をすっかり失念してしまっている始末。

  （なんだか落ち込む出来事ばかり。海に入って、少し頭でも冷やそうかしら）

  　砂浜に長い間いたせいか、すっかり汗をかいてしまった。

  　泳ぎはあまり得意ではないが、さすがは離島の海。少し身体からだを浸してみようと思うほどに水は透明で綺き麗れいだ。しかし、目の前のビーチは人でごった返している。男子たちからひっきりなしに　不ぶ躾しつけな視線を送られるのも、あまりいい気持ちはしない。

  　そりゃあ、素敵な出会いがあったらいいなとは思うものの、それはあくまでもぼんやりした想像であって、『ナンパ』という具体的な形をとって目の前に現れると正直、困ってしまう。

  （この臆おく病びようがいけないんだろうけど……）

  　本当はナンパでもなんでもされて、経験を積むべきかもしれない。けれど、やっぱり怖くて、いかんともしがたい。尻しり込ごみする心のままに、少しでもすいている方、すいている方へと歩いていくと、結局、ビーチの一番端、岬みさきの麓ふもとまで来てしまった。

  「うわぁ、すごい、海の生物がいっぱいいるわ」

  　砂浜でも、小さな蟹かにやヤドカリなどは見かけたが、磯いそにいる生物たちの数はその比ではなかった。潮だまりの中でゆらゆらと揺れるイソギンチャクの陰にびっくりするほど鮮やかなブルーの小魚がいたり、蟹同士がはさみで相撲すもうを取っていたりする。

  （……もうちょっと奥まで、探検してみようかしら）

  　もとより好奇心旺おう盛せいなタイプだ。相手が生身の男性となると怖いけれど、磯いその生物ならば別。藍あい斗とはゴツゴツとした岩に手をかけると、身体からだをえいや、と持ち上げた。

  　しばらく歩くと、ようやく地理がわかってきた。

  「なるほど、あっちの浜とつながってるのね」

  　苔こけが生えていたり、飛び石状にしか足場がなかったりと、決して歩きやすいとは言えない磯を伝って岬みさきの先端へたどり着くと、目の前に見覚えのある浜の景色が広がった。見上げると那な美み香かの別荘が崖がけの上に見える。

  「でも、昨晩はこの先も磯だったはずだけど」

  　先端からその先は、海が続くばかり。どうやら時間帯によって潮が満ちている時は、海の底に沈んでしまうようだ。

  　ふと不安を感じ背後を振り返ると、気のせいかさっきよりも水位が上がっている気がした。先ほどまで姿を見せていた向こうの大岩も、いつの間にか先端を残し、海の中へと沈み込んでいる。

  「大変、満ちてきてるみたい」

  　さっさと浜へと早く戻らないと、泳いで帰るはめに陥りかねない。慌てて踵きびすを返すと、もと来た道を戻り始めた。

  　しかし、歩くスピードを速めようとしても、こうも足場が悪いと、ひょいひょいとは進めない。刻一刻と迫ってくる海水の上昇に心が焦る。

  （早く、早く戻らないと……）

  　自然の恐ろしさを忘れていた。パニックに陥おちいりそうになりながらも、努めて平常心を保って歩を進めていると、向こうから、危なっかしい足つきでこっちに向かってくる女のコの姿が目に入った。

  「……ぽん!?」

  　向こうも藍斗に気がついたらしく、大きく手を振っている。

  「藍斗さん！　お城を作り終えて戻ったらいないから、心配して捜しちゃいましたよー。そうしたら、こっちに向かって歩いてるのが見えたから。なんか、さっき放送が入ったんです。満ち潮の時間が迫ってきて、危険だから磯には近づかないようにって。けど、藍斗さん、ずんずんと先に進んでいっちゃうから、もしかして聞こえてないのかなーって慌てて追いかけてきたんです」

  「ありがとう。たしかに、潮が満ちてきているわ。急いで浜に戻りましょう」

  　透明な海水は下が透すけて見えるほどに澄んでいて綺き麗れいだ。しかし、それがジワジワと浸食してくると、本能的な恐怖が押し寄せてくる。一刻も早く戻ろうと、できる限りの急ぎ足でぽんと歩き始めたはいいが、すぐに行き詰まってしまった。

  「……どうしよ、藍斗さん」

  　藍あい斗との助けを借りて、大きな岩を乗り越えた先、広がった景色に、ぽんが途方に暮れた声をあげた。

  「どうしたの、ぽん」

  　自みずからも、岩によじ登ると、その先に広がった景色に絶句する。

  　目の前は一面の海。潮はすっかり満ちて、ゴツゴツした磯いそは跡形もなくなっていた。

  　ビーチサンダルを履はいた足に波が来る度たびに水しぶきがぱしゃぱしゃとかかる。その水が思いのほか冷たく、慌てて後ずさりした。

  「ぽん、貴女あなた、泳ぎは得意？」

  　ビーチまでの距離は１００メートルほど。泳ぎが得意な者なら余裕だろうが、藍斗が泳げるのは25メートルが精いっぱい。それだとてプールでの記録で、海で泳いだことなどない。

  「いえ、全然。浜までたどり着ける自信はありません」

  　ふたりとも泳ぎが下手だとなると、なんとか潮が引くまで持ちこたえるしかなさそうだ。しかし、足元にはすでに水が浸食してきているし、岬みさきの上までは急な崖がけになっていて、登りきるには、ロッククライミングの熟練者でもないと無理だろう。

  「どうしよう」

  「あの、あそこは？」

  　途方に暮れた声をあげると、ぽんが崖の中腹を指さした。

  「あれは……昨日の洞どう窟くつ？」

  　藍斗たちのいる岩の上から、先ほどまで歩いてきた平たい磯を戻ったところの岸壁の少し上のほうに洞窟があるのが見えた。あそこならば、周りの岩を辿たどって登れないこともない。満潮時どれほどの水位に達するかはわからないが、ここにいるよりは絶対にマシだ。

  「そうね……潮が引くまであそこにいましょうか」

  　体力もできる限り温存していたほうがいい。そう判断した藍斗が言うと、ぽんはこくりと頷うなずいた。

  

  「明るいうちにこうして見ると、広いですね～」

  　中に入ってみると、洞窟はふたりで過ごすに十分な広さがあった。昨日は暗かったのと、人がいっぱいだったので気がつかなかったが、こうして見回すと、幅は５メートル、奥行きに至っては10メートルほどもある。誕生日パーティーの飾りつけはすっかり片付けられ、昨日の祭りの名残はない。

  「こういうところに住むのって小さい頃ころ、憧あこがれてたりしませんでした？　秘密基地って感じで」

  　ぽんが興味深げに辺りをきょろきょろと見回して言った。

  「しないわよ。こんな電気も火もないところ、なんの研究もできないじゃない」

  　それに、奥のほうは日差しがまるで差し込まないせいか、なんとなく薄気味悪い。湿った空気はひんやりとして、微かすかに音を立てるだけでも、何倍かに反響して洞どう窟くつ内に響く。

  　しかし、ぽんは興味深げに辺りをきょろきょろと見回しては、ろくに光の届かない洞窟の奥へとずかずかと踏み進んでいく。

  「ぽん、あんまり奥まで行かないほうがいいんじゃない？」

  　慌ててぽんの後を追いかけると、水着のスカートの裾すそを引っ張る。

  「もう、藍あい斗とさんってば、怖がりなんだから」

  　奥へと進むのを諦あきらめたぽんと、連れ立って洞窟の入り口にとって返すと、外が真っ赤に染まっていた。

  「……うわぁ、綺き麗れいですねぇ」

  　ぽんが水平線に沈む夕ゆう陽ひに感激したような声を漏もらした。

  　空は青から紫、そして黄色から橙だいだい色へと美しくグラデーションし、海面は夕陽を映して紺こん碧ぺきと赤とが入り混じった複雑な色合いだ。逆光でシルエットと化した海鳥が連なって空を渡っている。

  「どうしよう、ぽん。潮が引く前に陽が沈んじゃうかも……」

  　暗くなってしまっては磯を歩くにも危険が高まる。

  　昨日のように懐中電灯を手にしてでもやっとだったのだから、たとえ潮が引いても、日が暮れてしまっては、浜へと戻るのは無理だ。

  「でも、まだ、潮も引かないみたいだし。しょうがないですよ。藍斗さん。焦っても無駄なんで、景色を楽しみましょう」

  「……そうね」

  　気は乗らないが仕方がない。渋しぶ々しぶ地べたに腰を下ろしたぽんの隣に腰を下ろすと、藍斗は夕陽に照らされて赤く染まった頬ほおを藍斗へと向けた。

  「それにしても、こんなことになるだなんて、想像もしなかったですね、藍斗さん」

  「そうね。本当に今回の合宿は散々だわ」

  　藍斗が肩をすくめると、ぽんは頭を横に振った。

  「そんなことないですよ。すっごく楽しかったです。貝パーティーにバーベキューでしょ、それに那な美み香かさんのお誕生会！　あっ、エステも気持ちよかったですし、今日の海水浴だって。みんなで海に来たの、初めてだし」

  「けど、研究は失敗ばかりよ」

  　今回の合宿ほど自分の不ふ甲が斐いなさを知ったことはない。

  　せっかくの合宿なのだからと、普段とは違った活動をしようと思ったものの、すべてが中途半端な結果。あげく最後の日にコレとは。今までは自信満々だった十八歳処女喪失幸福論の展開についても、これでいいのかと気持ちが揺らいでしまう。

  （完全に自信を喪失してしまった感じ……）

  　ため息をつくと、ぽんが心配そうな顔で藍あい斗との手をとった。

  「藍斗さん、なんだか今朝から元気がないですけど、どうしたんですか」

  「ううん。なんでもないわ」

  　セク研を率いる部長という立場上、自信をなくしていることなどとても部員に告げられやしない。

  （けど……）

  　この気持ちを誰だれかにわかって欲しいという思いがあるのも確かなこと。

  （ぽんに、この気持ちをわかってもらえたらいいんだけど……）

  　けれど、プライドが邪じや魔まをして自分からは言えない。

  （私って、本当にどうしようもなくダメ……）

  　ますます気持ちが凹へこんできてしまった。ため息が自然と口から漏もれてしまう。

  「ねぇ、藍斗さん。よかったら話してくださいよ」

  「なんでもない、ホントになんでもないわよ」

  　首を横に振る藍斗の手をぽんがぎゅっと握りしめる。

  「なんでもなくなんかないですよ。そりゃあ、藍斗さんと出会って、まだ半年も経たってないですけど……でも、今日の藍斗さんがいつもと違うっていうのはわかります。いったい何に悩んでるんですか。わたしでよければ教えてください。ね、友達じゃないですか、わたしじゃ頼りないのもわかります。けれど、話して欲しいです」

  「ぽん……」

  　藍斗を見つめるぽんの視線は真剣そのものだ。心から藍斗のことを心配してくれているように見える。

  （ぽん……ぽんにだったら……素直になれるかもしれない）

  　自分の不安を話したら、部長としての資質を疑われてしまうかもしれない。けれど、友達として相談さえもできないのなら、それはそれでぽんを悲しませることになる。

  （ぽん、私のこと、受け止めてくれる？）

  　心が通じたのだろうか、ぽんは藍斗を勇気づけるように頷うなずいた。

  （……ぽん）

  　藍斗は決意を決めるとぽんに向き直った。

  「……あのね、私、今まであまり迷ったことがなかったの。すべてのことに仮説を立てて実験、立証、そして理論化することで生きてきたから。けれど、今回の合宿は、全然上う手まくいかなくって」

  「ごめんなさい、それはわたしとかのせいですよね。藍斗さんの実験で、いつも期待に応こたえられなくって」

  「ううん、違うわ。そうじゃない。私が悪いのよ。みんなは一生懸命にやってくれてる。けど、何かが足りないのよ。けれど、それが何かがわからない……。それにね、今回の合宿で気がついたことがあるの。それは私の経験値の低さよ。自分のあの……その……アソコは見たことはないし、ぬ……濡ぬれたことだってない。そんな私が部長としてこのセク研をリードしていいのかって」

  　吐き出してみると、驚くほどに気分が軽くなった。もやもやとしていた霧きりがすっと晴れたようだ。今まではガールズトークだとか雑談に興じる女子を見て、時間の無駄だと思ってきたが、こうやって、自分の気持ちを人に話す、ということは大切なことなのかもしれないと今さら思う。

  　ぽんは藍あい斗とに向けていた視線をふっと下げると、改まって藍斗を見つめなおした。

  「……藍斗さん、そんなことないです。セク研の部長は藍斗さん以外には考えられません。藍斗さんが部長でないセク研なんて考えられませんし、そんなセク研は嫌いやです！」

  「でも……大切な部員の誕生日をすっかり忘れていて、あげく、このざまよ。部員のぽんを危険な目にあわせて。これで部長だなんて言うんだから、笑っちゃうわ」

  　自じ嘲ちよう的な笑えみを浮かべる藍斗に、ぽんがきっぱりと首を横に振った。

  「そんなの関係ないです。藍斗さんは、合宿のことで一生懸命だったから仕方ないじゃないですか。それに、明けない夜はないし、引かない潮もないです！　それに……実は、わたしも藍斗さんに嘘うそをついてました。あの……アソコを見たことがあるって、あれ、嘘だったんです。みんなが見たことがあるっていうから、つい見み栄えを張ってしまって。濡れたことがあるっていうのも、嘘。少女漫画を読んでドキドキしたことはありますけど、その……濡れるとかはないです」

  　まるで気がつかなかった。それも、自分のことで精いっぱいだったせいだ。けれど、そんな藍斗のことをぽんは許してくれるという。自分の秘密まで打ち明けて。

  「……そうだったの。ありがとう、ぽん」

  　愛いとおしさが込み上げてくる。この目の前にいる優しくて素直で可愛かわいらしい女の子を抱きしめたくてたまらない。そんな気持ちはおかしいだろうか。

  　もっと近くでぽんの吐息を感じたい。その体温を感じて、あの匂においに包み込まれて。

  （私ってば、いったい何を考えているの？）

  　切なく絞られるように軋きしむ気持ちを抑え込むと、洞どう窟くつの外に目をやる。

  　目の前の太陽はもはやそのほとんどを水平線の下へと隠し、辺りは薄暗くなってきている。風も少し強くなってきて、ぽつりぽつりと雨まで降り出したようだ。

  　さっきまで藍斗たちがいた磯いそは、すっかり海の中へと沈んでしまっている。もしも潮が引いたとしても、今夜は別荘に戻ることは無理だろう。月明かりだけで浜まで戻るには足元が悪すぎる。

  （どうしよう。今夜はここに泊まることに）

  　ドキンと藍あい斗との胸が高鳴る。

  　朝までぽんとふたりきり。心細いけれども、なんだか嬉うれしいという気持ちがないといったら嘘うそになる。

  

  「ひょっとして、一昨日だったら、ここ、花火がめちゃくちゃ綺き麗れいに見えたかもしれませんね。今夜が花火だったら、そんなに心細くなかったのに……って言っても、この雨じゃ、中止ですかね。でも、昨日の那な美み香かさんの誕生日は、晴れててよかったですねー！」

  　ぽんがいつもよりも饒じよう舌ぜつなのは、不安を忘れようとしてだろうか。

  　洞どう窟くつの外は煙るほどに激しい雨が降っている。ただでさえ昼間でもひんやりと冷たかった洞窟の中の温度は、夜になってさらに下がり、水着しか身に着けていないふたりの身体からだは冷え切っている。

  　ぽんとふたりで肩を寄せ合い、朝が訪れるのを待っているが、月明かりさえもない真っ暗な洞窟の中では、すぐ側そばにいるぽんの姿もほとんど見ることができない。

  　いったい今は何時頃ごろなのだろうか。時計がないからわからないが、もうだいぶ時間が経たった気もするし、まだそれほど経ってないような気もする。

  「……明日の朝にはやんでくれているといいんだけど」

  「そうですね。それにみんな心配してますよね。那美香さんに雪ゆき見みさん、るりさんに音おと崎さき先生。みんな今頃何してるのかなぁ。なんだかお腹なかもすいてきたし……でも、これって、ある意味、なかなかできない経験ですよね。そう考えれば、楽しくないこともないですよ！」

  　直線距離にしてみれば、崖がけ上うえにある那美香の別荘までは１００メートルもない。誰だれか気がついてくれないかと願っても、この雨の中いくら叫ぼうとも声はかき消されてしまうだろう。

  （本当だったら今頃、温かいお風ふ呂ろに入って、雪ゆき見みさんの作ってくれた晩御飯を食べて、合宿最後の夜を過ごしているはずなのに……）

  　自分のせいでこんなことに巻き込んでしまい、ぽんに申し訳なくて仕方ない。それなのにぽんは藍斗の負担にならないように、健けな気げに明るい声を出してくれるのだから、本当にいい子だ。

  「それにしても、寒いわね」

  「そうでもないですよ、だいじょ……くしゅんっ！」

  　ぽんが可愛かわいらしいくしゃみをした。

  「大丈夫？」

  「はい、大丈夫です」

  　気丈にも平気なふりをしているが、触れた肩先から、ぶるぶると身体を震ふるわせているのが伝わってくる。藍斗自身、いくら両腕で自分の身体をかき抱いても、水着は濡ぬれたまま乾く様子はないし、吹き込んでくる海風に体温は失われていくばかり。

  　朝になるまで耐えればなんとかなると思っていたが、それまでに風邪をひいてしまいそうだ。風邪程度で済めばいいが、肺炎にでもなったらえらいことだ。タオルの一枚でもあればだいぶ違うのだが。せめてもと手を伸ばすと、ぽんの腕を撫なでる。

  「あっ、藍あい斗とさん、温かい……人肌って温かいんですね」

  「そうね、よく映画の遭難シーンなんかで、裸になって温め合うシーンが出てくるものね……きゃあっ」

  　割れるように大きな雷の音が鳴り響いたと同時に、洞どう窟くつの入り口から横よこ殴なぐりの雨が降り込んできた。慌てて立ち上がると、ぽんとともに、もっと奥へと移動してまた地べたに座る。

  「……ねぇ、藍斗さん、わたしたち、明日、ちゃんと無事にみんなのところに帰れるんでしょうか」

  　さすがに強がるにも限界が来たのか、心細げにぽんが呟つぶやいた。ぽんの肩に手を回すとぎゅっと抱き寄せて言う。

  「何言ってるの。大丈夫よ。朝になって潮が引けば無事に浜に戻れるわ」

  「だといいんですけど……ごめんなさい、藍斗さん、わたしなんだか今になって不安になっちゃって。あの、藍斗さん、ひとつ、お願いがあるんです」

  「何。なんでも言って頂ちよう戴だい。私のできることだったら、なんでもするから」

  「じゃあ、あの。もっとくっついてもいいですか？」

  「も、もちろんよ！」
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  　むしろ藍あい斗とだって、不安でぽんとくっついていたくて仕方がない。ぽんのほうに向き直ると、二の腕を引っ張って胸の中へと抱え込む。

  「温かい。藍斗さんの胸の中、すごく温かいです」

  「私も温かいわ」

  　華きや奢しやで小柄なぽんはすっぽりと藍斗の胸内に収まっている。まるで雛ひな鳥どりを抱かかえている気分だ。

  「こうしていれば、凍こごえ死ぬことはないかも」

  「凍え死ぬって大げさよ。真夏に凍え死ぬわけはないでしょ」

  「でも、すっごく寒くて。水着が濡ぬれてるからですかね」

  　たしかにぽんのセパレートタイプの水着はぐっしょりと水を吸っていて、肌に触れると冷たい。

  　いくら温まっても、ぽんの体温は片かたっ端ぱしから奪われていってしまっているようだ。

  （水着を脱いだら……もっと効率よく温まるかも）

  　けれど、水着を脱げだなんて言ったら、ぽんはどう思うだろう。それに何より、裸のぽんを抱きしめるだなんて、そんなことは考えただけで、頭がどうにかなってしまいそうだ。

  （でも、ぽんは震ふるえてるし……そうよ、こんな時に躊ちゆう躇ちよしてる場合じゃないわ）

  　藍斗はぽんを抱きしめる腕にぎゅっと力を込めると、小さな声で囁ささやいた。緊張で自分でも声が震えているのがわかる。

  「ねぇ、ぽん。水着、脱いだほうが温かいかもしれないわ」

  「……水着、ですか」

  　暗くら闇やみの中、ぽんが息を飲んだのがわかった。

  「そう、ほら、遭難したときは裸で温め合うっていうじゃない」

  「裸で温め合うっていうことは、藍斗さんも脱ぐってことですよね」

  「ええっ、私も!?」

  　たしかに藍斗の身体も冷え切っている。パーカーがぐしょぐしょに濡れていたのでとうに脱いでいるが、ビキニからも体温が奪われていっていることもわかる。けれど。

  （そんな。女同士だからって、裸で抱き合ったりしたら、そんなの……）

  「藍斗さんが脱ぐならわたしも脱ぎます。脱がないんだったら、わたしも我慢します」

  　歯の根をガチガチと言わせながらも、ひとりだけ脱ぐつもりはないようだ。

  （ど、どうしよう……）

  　恥ずかしい、ものすっごく恥ずかしいから脱ぎたくない。けれど、このままぽんを凍えさせているのも嫌いやだ。

  「……いいわ。私も脱ぐから。だから、ぽんも脱ぎなさい」

  　藍斗は立ち上がるとぽんにくるりと背中を向ける。次いでぽんも立ち上がったのは、気配でわかった。

  　どうせ真っ暗で見えないことはわかっているけれど、振り返りたいという衝動が込み上げてくる。せめて月明かりでもあれば……。

  （……なんで、ぽんの着替えなんて見たいのよ！）

  　慌てて頭を横に振ると、首後ろでリボン結びしている紐ひもに手をかけた。息を止めて一気に解ほどくと、はらりと胸が露あらわになり、急に心もとない気分になる。

  （私ってば、何をドキドキしてるのよ！　ぽんとなんて、何度となく一緒にお風ふ呂ろに入った仲じゃない）

  　けれども、裸であることが当たり前の風呂場ならばともなく、ここは野外だ。

  　目の前に広がるのは大おお海うな原ばら、しかも外は大雨。数メートル先であっても視界はきかない状態だ。どこからも覗のぞかれているわけはないのに、心臓がばくばくと高鳴ってしまう。

  　背中のホックを外すと、くしゃりと丸めて地面へ置く。

  （次は……パンツね）

  　腰骨の辺りからビキニパンツに親指を差し込むと、思い切って太ももの半なかばまでずり下げた。

  　お尻しりがすーすーし、身体からだを締めつけていた布がなくなった開放感とともに、不安感が襲ってくる。

  　そのまま左手で胸を、右の手のひらで身体を隠すと、振り返りながらしゃがみ込んだ。

  「お待たせ」
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  　ぽんは先に脱ぎ終えて地べたに腰を下ろしていた。その隣に肩を並べる。ふと気まずい沈黙が訪れた。いくら暗くら闇やみの中で女同士といえども、素すっ裸ぱだかというのは気恥ずかしい。

  「……やっぱり脱いだほうが寒くないですね」

  　ぽんが照れを隠すように無理して作ったような明るい声をあげた。

  「本当ね、たしかに。濡ぬれている水着を着ているよりは幾いく分ぶんかはマシだわ……それでもまだ寒いけど」

  「そうですね。やっぱりこれは、あの展開ですかね」

  「あの展開？」

  「そうです。ほら、さっき言ってた、その……裸で温め合うっていう」

  （ぽん、触っていいっていうの……!?）

  　ごくん、と唾つばを飲み込む音が響いてしまった。まるで期待しているみたいで恥ずかしい。慌てて何気ない声を装よそおい続ける。

  「……そうね、それもいいかもね。ここで温かいのって、お互いの体温くらいだものね。ほら、温かい？」

  　心臓は破れそうにドキドキする。ぽんの肌に堂々と触れられるなんて。

  　けれど、女同士なのだから、抱き合って暖をとったとて、何も問題などないはずだ。むしろ、温め合うのが自然。

  （けど、なんでこんなに苦しい気分になるの？　切なくてジリジリと焦じれるような……）

  　またも説明のつかない感情に押し出されるように、藍あい斗とは、そろそろとぽんの肩に手を伸ばした。ぽんの身体からだがびくんと震ふるえる。

  「……温かい」

  「そうね、私も温かいわ。ねぇ、ぽん。もっとくっついてもいいよね」

  　無言はＯＫとの合図だと理解して、ぽんの身体を抱き寄せた。

  　見た目にはぺたんこのぽんの胸だが、こうして触れてみると柔らかい。鼓こ動どうとともに弾はずむ藍斗の胸先の突起をふにふにと優しく受け止めてくれている。ぷんとミルクのような甘い匂においがする。すべすべとした肌が擦こすれ合い、心地よい安心感が込み上げてくる。

  　冷え切ったぽんの身体はいつも以上に小さく思えた。藍斗の腕の中で、まるで生まれたての雛ひなのように心細げに震えている。

  「ふわぁ。藍斗さんの胸、温かいし、それに、柔らかい……」

  「や、柔らかいって……ぽんだって、柔らかいわよ」

  「そんなことないです。わたしなんて、ぺったんこで。ほら」

  　ぽんが藍斗の手をとると自分の胸に当てた。

  （……あれ？）

  　なんだかいつもと感触が違う。いったいどういうことかと頭の中をハテナマークがかけめぐる。手のひらで包み込むように全体を覆おおっては、その丸みを測り、指腹に力を入れて柔らかさを確かめる。

  「ど、どうしたっていうんですが、藍あい斗とさん、そんな、お、おっぱいを揉もんだりして」

  「いいから、ちょっと黙っていて頂ちよう戴だい」

  「そ、そんなこと言われても、そんなふうに触られたら、声、声がでちゃ……んくぅっ」

  　ぽんの息が荒くなって体温が上がってきた。胸の鼓動が大きく脈打っているのが、ぴたりと押しつけ合った自みずからの胸越しに伝わってくる。

  「……やっぱり。ぽん、ちょっと胸が大きくなったんじゃないかしら？」

  「ええっ、本当ですか!?」

  「ええ、本当よ。ほら」

  　ぽんの手をとると、胸の上へと移動させた。

  「言われてみれば……そんな気も。でも、小学校六年生から胸のサイズなんてずっと変わってなかったのに……ひょっとしてセク研のおかげ!?」

  　ぽんが弾はずんだ声をあげた。

  「そ、そうかしら」

  　ぽんが入学してから今まで、なんとかぽんの胸を大きくしようと様々なエクササイズを試してきた。それが実を結ぶだなんて。

  「あ、ありがとうございます！　藍斗さんっ、わたし、わたし、なんてお礼を言ったらいいか」

  　ぽんは感激のあまりに、藍斗へと抱きついた。ちょうど胸の谷間で受け止める形になる。

  「ちょ、ぽん、やだ、ダメ、くすぐったいから……あんっ」

  「あっ、ごめんなさい、わたしってば、つい興奮しちゃって。でも、本当に嬉うれしいです！」

  　ぽんは体勢を立て直すと、今度は藍斗の首へと手をまわして抱きついてくる。

  　胸と胸とがきゅっと押しつけられ、柔らかにひしゃげて形を変えた。

  （やだ、私ってば、硬くなってるのがぽんにバレちゃう……）

  　乳首が充血してきゅっとしこってしまっているのは、寒いからだ。当たり前の生理現象。

  しかし、ぽんの乳首はめったなことでは勃たたない陥没乳首だ。暗いので見えないが、胸先に当たる感触的にはまだ内側に引っ込んでいるように思える。

  （私ばっかり勃っちゃって……恥ずかしい）

  　顔がかぁっと熱くなる。羞しゆう恥ちで身体からだの奥がうずうずする。それでいて、微かすかに甘美な快感を伴っているのはなぜだろう。

  「はぁっ」

  　思わず息が漏もれた。ぽんがビクンと身体を震ふるわせる。

  「藍斗さん、息が耳にかかってくすぐったいです……」

  「わ、悪いわね」

  　身体からだの位置をずらすと、ふにりとした柔らかな物体に唇くちびるが当たった。

  「ふあっ、そこ、頬ほっぺたです」

  「見えないんだもの、しかたないじゃないッ」

  　慌てて離すと今度はぽんの吐息の甘い匂においが香った。思わず鼻をくんと鳴らしてしまい、はしたないと慌てて自分を諫いさめる。

  　それにしても人肌というのは不思議だ。さっきまでの恐怖はまるで消え去ってしまった。

  　身体だけでなく心まで温まっていくよう。藍あい斗との身体から張り詰めていた力が抜けていく。

  　ぽんもまた、同じだった。藍斗に身をもたせ、体重を預けている。

  「……なんだか気持ちいいですね、藍斗さん」

  「そうね」

  　ずっとこうしていたい気持ちだ。

  　お互いの息がかかるほどに唇くちびると唇は近くにある。まるでそうするのが自然な気分で、少し近づけると、ぷにりとした感触に唇が触れた。

  　そのまま優しく押しつけているとだんだんと唇が湿ってきた。暗くてよくわからないが、ぽんがひくひくと小刻みに震ふるえているのがわかる。

  「キスって……気持ちがいいんですね」

  　唇を離すとぽんが心からそう思うというふうにほうっと息を漏もらした。

  「本当ね」

  　暗くら闇やみでぽんの顔が見えないせいだろうか、なんだか素直になれる。

  「ねぇ、藍斗さん、キスだけでこんなに気持ちいいじゃないですか……アレってもっと気持ちいいんですかね」

  　ぽんが低い声でぽつりと漏もらした。

  「アレって？」

  「アレは……アレです。十八歳でするっていう。気持ち……いいのかなぁって思って」

  「気持ち……いい？」

  　瞬間、藍斗の脳裏がぱちんと弾はじけた。頭の中のもやもやとしていた霧きりがさぁっとはけて、突然に青空が広がったようだ。

  （……気持ちいい、そう、気持ち！　わかった、わかったわ！　気持ちなんだわ！！！）

  　ずっと引っかかっていたもの。十八歳処女喪失幸福論に足りない何か。それは「気持ち」だ。藍斗がずっと見ないふり、気がつかないふりをしていたもの。

  （そうよ、気持ちがないと、いけないのよ）

  　理論を完成すべく、セク研は肉体と技術の鍛錬に勤いそしんできた。しかし、そこにひとつ足りなかったのは「気持ち」だ。理論では説明がつかないからずっと見ないふりをしていた「気持ち」こそが、理論を完成させるに必要不可欠なものだ。

  （だって、その証拠に、ぽんとのキスは本当に気持ちいい。ぽんと触れている胸も腕も太ももも……こんなに気持ちいい。こうして触れ合っていて幸せな気分になれるのは、女のコ同士でも、気持ちが通じ合っているからだわ……女同士だからとかアブノーマルだとか、そんなこと気にしなくていい。私の今の気持ちに素直になれば、きっと新しい道は拓ひらけるんだわ）

  「できる、できるわ。完成できる。理論が完成できる気がしてきたわ！　ぽん、ありがとう！　ぽんのおかげよ！」

  「そんな。わたしなんて。みんなのおかげですって。あぁ、十八歳まであと二年かぁ……なんだか嬉うれしいような怖いような感じだなぁ。ねぇ、藍あい斗とさん、初体験を済ませて、聖九高校セクコーを卒業してセク研のメンバーじゃなくなっても、みんなずっと友達のままですよね」

  「……そうね」

  　どうなのだろうか。先のことはわからない。

  　というよりも、初体験を済ませることも、卒業してセク研の皆が離れ離れになることも想像がつかない。

  （このままでいられたらいいのに……）

  　藍斗の考え出した十八歳処女喪失幸福論は、女のコが幸せに暮らしていくための理論だ。

  　けれども、今の藍斗の一番の幸せは、こうしてぽんと一緒にいる今。ならば、喪失など考えず、ずっとこのままで……。

  （……っていうわけにはいかないわよね）

  　いつか十八歳になり、そして十九歳、二十歳と、誰だれしも必ず大人になってしまう。

  　なんだか寂しさと、切なさが襲おそってきてぽんを抱きしめる手に力がこもる。

  「藍斗さん、わたし、今、すごく幸せです。真っ暗で心細いし、明日、本当に助かるのかって心配です。でも、こうやって、ゆっくりふたりで話すことってなかなかないじゃないですか。合宿、来てよかったです」

  「そうね」

  　たしかに来てよかったのかもしれないと思う。凹へこむこともいっぱいあったけど、それも、すべて大人になる過程の困難だ。

  　でも、十八歳……今はまだ来て欲しくない気持ちのほうが強い。

  

  「藍斗さん、あれ、見てください！」

  　ぽんの声で目を醒さますと、辺りはすっかり明るくなっていた。昨晩の雨は上がり、洞どう窟くつの外からは明るい日差しが差し込んできている。

  　洞窟の入り口に立っているぽんの、逆光のシルエットが海を指さしている。

  　駆け寄ろうとして、素っ裸だったことに気がついた、慌てて水着を拾い上げると、まだ湿っていた。気持ちが悪いが仕方ない。手早く身に着けると、ぽんのもとへと急ぐ。

  　外を見ると、船がこちらに向かって近づいてくるのがわかった。甲かん板ぱんには那な美み香かとるり、音おと崎さき、そして雪ゆき見み。皆ほっとした表情で大きく手を振っている。

  「帰れますね」

  　ぽんが心から安あん堵どした様子で呟つぶやいた。

  「そうね、帰れるわね」

  　けれども、一いち抹まつの寂しさがある。

  　ぽんと一緒に過ごした一晩。ぽんの肌の柔らかさ、甘い息、温かな体温を、藍あい斗との身体からだは、まだしっかりと覚えている。

  「まず帰ったらお風ふ呂ろに入って、お腹なかもすきましたよね？　あ、あと、みんなに謝らないと。心配かけてごめんなさいって」

  　ぽんがぺろりと舌を出した。たしかにお腹もすいたし、お風呂にも入りたい。身体のどこもかしこも潮っぽくってベトベトだ。

  「行きましょう」

  　ぽんが右手を差し出した。躊ちゆう躇ちよしていると、ニコリと笑えみを作る。

  「藍斗さん、また来年、来ましょう、ね！」

  「……そうね」

  　ぽんの手を取ると、一歩足を踏み出してぎゅっと握り返す。

  　この船に乗れば数時間後にはもう日常だけれども、寂しがることはない。

  　十八歳処女喪失幸福論のリミットまで、あと一年。

  　少なくとも、それまでは、セク研の皆でこうしてきゃあきゃあしていられるのだから。

  



  
    了
  


  



  


   あとがき

  

  　読者のみなさま、ご無沙汰でございます。大おお泉いずみりかです。

  

  　ついにセク研も３巻目。

  「やりそうでやらない、でもちょっとだけやってる」みたいなぽんと藍斗ですが、今巻もまた南の島を舞台に「やりそうでやらない、でもちょっとだけやってる」みたいなもどかしくもまどろっこしい交流をくりひろげます。

  

  　お前らもういい加減やっちゃえよ！

  

  　とじれったく思いながらも、ほんの少しうらやましくもあったり。

  　あー、好きになってからやったの、最後はいつだろう。

  

  　……と、あんまり生々しいことを書くとまた「あんまり前に出なくていいから！　もっと二次元の方向で！」と、編集部の方に怒られてしまうのでこの辺りにして。

  

  　今巻も素敵なイラストを描いてくださった相こも音ねうしおさん。

  　今回初の、エロ成分がほぼない全員集合ショットが新鮮で、逆にどきどきしてしまいました。本当にありがとうございます。

  

  　また、担当編集の☆野さん。

  　打ち合わせ先のファミレスで「○○○の描写、グロい！」「だって○○○はグロいじゃないですか！」「そうだよ！　グロいよ！」「いや……やっぱグロくないですよ！　グロいけどグロくないです！」という頭の悪すぎる会話に、延々お付き合いいただいて、心より感謝です。

  　こりずにまたお付き合いいただけると幸いです。

  

  　最後に。この本をお買い上げくださった皆様にいま一度、心より感謝の気持ちを。

  　それでは。また近々、お会いできるのを楽しみにしております。

  



  
    ４月某日　　大泉りか
  


  



  大泉りか

  Rika Ohizumi

  

  ５月５日という少年漫画の主人公のような日に生まれたのですが、この本が書店に並ぶ頃、またひとつ年をとり……ぐすん。いまだ独身なのは藍斗ちゃんの18歳処女喪失幸福論を実行しなかったためでしょーか!?


  小学館ｅＢｏｏｋｓ
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